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第五七話　元・《魔ま王おう》様と、悪夢









　ぐわん、ぐわん、と……不ふ愉ゆ快かいな音が頭の中で鳴り響ひびいている。

　目前にあるのは、見知らぬ街の光景。

　特とく徴ちよう的な建築物が立ち並ぶ、大通りと思おぼしき場所にて、大勢の民衆が寄り集まっている。

　彼等の顔にはなぜか、激げき烈れつな殺意と嫌けん悪おが宿っていて──

　その視線の先には、怯おびえた様子のイリーナが立ちすくんでいた。

「皆みな、どうして……!?」

　なぜこんなことになったのか理解できない。そんな様子で全身を震ふるわせる彼女に、民衆は容よう赦しやない罵ば声せいを浴びせかけた。

「黙だまれ！　このバケモノめ！」

「よくも今まで騙だましてくれたな！」

「処しよ刑けいだ！　処刑すべきだ！」

　処刑。処刑。処刑。血走った眼をイリーナに向けながら、狂くるったように叫さけぶ民衆。

　そして──

　彼等は一いつ斉せいに動き出した。

　怯えることしか出来ぬ、いたいけな少女のもとへと。

「きゃあっ!?」

　瞬またたく間まに取り囲まれたイリーナが、民衆の一人に引き倒たおされる。

「この！　このぉ！」

「バケモノ！　バケモノ！　バケモノがぁッ！」

　荒あれ狂う人々が、地面に転がるイリーナの全身を踏ふみつける。

「あ、が……ぐ……！　や、やめ、て……！」

　彼女の綺き麗れいな顔が、暴力の嵐あらしによって歪ゆがんでいく。

　骨が砕くだけ、顔面が変形し、純白の肌はだが鮮せん血けつの紅あかに染まり──

「たす、け、て……」

　死に行くイリーナが、こちらへ向かって手を伸のばす。

　だが、摑つかむことが出来ない。

　彼女を救うことが、出来ない。

　手を伸ばそうとしても、体は動かず。民衆を止めるべく声を張り上げようとしても、喉のどは動かず。

　ただただ、友が殺される様を見つめることしか出来なかった。

「アァ……ド……」

　小さな、悲鳴にも似た声。それがイリーナの、断だん末まつ魔まだった。

「頭を潰つぶせば、蘇よみがえることも出来ないだろ！　このバケモノめッ！」

　一人の男が、大きなハンマーを手に持ち、イリーナの頭部へと容赦なく振ふり下ろす。

　暴行によって醜みにくく歪んだ彼女の顔が、嫌いやな音と共に粉ふん砕さいされた瞬しゆん間かん。




「──────ハッ!?」




　まるで溺おぼれる直前に水面から顔を出したような、そんな呼吸。

　それと同時に、上体が勝手に起き上がる。

　荒あらい呼吸を繰くり返し、額に浮うかぶ脂あぶら汗あせを拭ぬぐいながら、俺は無意識のうちに呟つぶやいた。

「夢、か……」

　そう。先ほどの映像は全すべて、タチの悪い悪夢だったのだ。

　その証しよう拠こに……

　すぐ横を見ると、キングサイズのベッドに横たわる、イリーナの姿があった。

　隣となりで眠ねむるジニー、シルフィーと同様に、彼女もまた安らかな寝ね顔がおを晒さらしている。

「う～ん……あたしだって……お料理ぐらい、出来るんだからぁ……」

　愛らしい寝言を耳にして、俺は安あん堵どした。

「……まったく、冗じよう談だんにもほどがある。なにゆえ、あのような悪夢を見たのやら」

　こんな最高に可愛かわいらしい少女が、かような目に遭あうわけもない。

　夢とは往々にして非現実的な内容だが、それにしたって限度というものがあろう。

「ふぅ……二度寝するには朝が近すぎる、か」

　窓の外から小鳥のさえずりが聞こえる。

　俺はベッドから降りて窓へ近づき、カーテンを開けた。

　ちょうど夜明けを迎むかえたらしい。遥はるか遠くにある山の向こう側から、太陽が顔を覗のぞかせていた。

「今日こそは、平へい穏おんな一日であってほしいものだな」

　そう呟く頃ころには、先ほどの悪夢による気分の悪さも消え失うせて。

　俺は欠伸あくびを漏もらしながら、全身を伸ばすのだった。








第五八話　元・《魔ま王おう》様と、護衛任務









　時が経たつのは早いもので、修学旅行を終え、王都に帰き還かんしてから、一週間が経過した。

　この一週間はまさに平和そのもので、今までの騒そう動どうがまるで噓うそだったかのように、穏おだやかな時間が流れている。

　現代に転生してから一六年ほど経過したが、これほどのどかな時間が続くのは、いつ以来だろうか。

　本日もまた、学園での一時は実に平穏なものだった。

　……もっとも。




「シィイイイイルフィイイイイイイの馬ば鹿かはどこだぁああああああああああああッ！」

「だわわぁあああああああああああっ!?」




　この二人は、相も変わらずやかましかったが。

　放課後の教室。皆が学業に疲つかれ、伸びをしたり欠伸をしたりする中、シルフィーが赤あか髪がみを引っ摑まれ、オリヴィアに引きずられていく。

「もはや我がクラスの風物詩って感じ、ですわねぇ」

「そうね。最初はビックリしてたけど、もう慣れちゃったわ」

　肩かたを竦すくめつつ、連行されるシルフィーを見つめるイリーナとジニー。

　そうしていると。

「パパ～」

「今日も一日頑がん張ばったよ～」

　俺の両サイドに、二人の女子が飛びついてきた。

「撫なでて撫でて～♪」

「褒ほめて褒めて～♪」

「本日もお疲れさまでした、ルミさん、ラミさん」

　はにゃっとした顔で、気持ち良さげに息を唸うならせる二人。その姿は愛らしい少女のそれだが……何を隠かくそう、この二人は超ちよう古代にて滅ほろんだはずの、《精せい霊れい》である。

　学内にて発生したとある事件に関かかわったことで、俺達は彼女等に出会い……

　まぁ、なんやかんやあって、今に至る。

「それにしても、最初はどうなることかと思いましたが……お二人とも、実によく、学園に馴な染じまれましたね」

「そうそう～」

「修学旅行、楽しかった～」

「班活動、最初は不安だったけど～」

「カーミラもヴェロニカも、すごく優やさしかった～」

　カーミラと、ヴェロニカ。

　二人も我がクラスの生徒であり、各おの々おの、曰いわく付きの女子である。

「おや、ヴェロニカさん。本日はもうお帰りですか？」

　教室から出て行こうとする、金きん髪ぱつの女子。ヴェロニカに声をかけた。

「あれから、家族との関係にケリがついてねぇ。今日から家に早く帰ろうと思うの」

「おぉ。それはなによりにございます」

「ふふ。全部貴方あなたのおかげよぉ。いつか借りは返すからねぇ？　アード・メテオール」

　穏やかに微笑ほほえみながら、教室をあとにする。

　公こう爵しやく家の令れい嬢じようたる彼女と、その家族とは、ちょっとした面めん倒どうごとがあった。

　けれども、どうやら良い方に向かったようで何よりである。

「あ、あの。アード、君」

「おや、どうされましたか？　カーミラさん」

　この銀ぎん髪ぱつの少女が、カーミラだ。

　この娘むすめはイリーナと同じで、《邪じや神しん》の末まつ裔えいであり……

　その身に流れる血は、大半が《魔ま族ぞく》である。

　ある村の因習に囚とらわれていた彼女を俺とイリーナで救い出し、今に至る。

「ちょっと、今日の魔法学の授業で、わからないことがあったん、だけど。教えてもらってもいい、かな？」

「えぇ。もちろんです。イリーナさん、ジニーさん。帰宅までの時間が少し延びますが、よろしいでしょうか？」

「もちろんよ！　むしろあたしも教えちゃうわっ！」

「私も、復習ついでに参加させてもらいましょうかねぇ～」

「ルミも～」

「ラミも～」

　皆みなと共に、楽しく学業に勤いそしむ。

　実に、素す晴ばらしい一時だった。




　完全下校時刻。

　学園内に鐘かねの音が鳴り響ひびき、生徒達に帰宅を促うながす。

　それを耳にしながら、俺はイリーナ、ジニーと共に校庭の中を歩いていた。

　シルフィーはまだ、オリヴィアにお説教を食らっているため、この場にはいない。

「明日は水泳の授業があるんだっけ？」

「ふふ。私の水着姿で、アード君を悩のう殺さつしちゃいますわ♪」

　他愛たわいのない会話をしながら、寮りようへの帰路を行く。

　完全完かん璧ぺきなる平穏。

　いつまでも浸つかっていたいぬるま湯のような時間。

　だが──




　どうやら大いなる意思は、俺を放ほうっておいてはくれんらしい。




　校庭内に、フルプレートの鎧よろいを着込んだ集団を発見したと同時に、俺の第六感が危機の到とう来らいを叫さけんだ。そしてその予感通り、彼等はこちらへと近づいてきて、言った。

「アード・メテオール殿どの。イリーナ・リッツ・ド・オールハイド殿。陛下がお二人を呼んでおられる。ただちに王宮へ来られたし」

　まさかまさか、断るわけにもいかない。

　俺は嫌な予感を覚えつつも、イリーナを伴ともなって王宮へ向かうのだった──




　　　　◇◆◇




　ラーヴィル魔導帝てい国こく首都、ディサイアス。

　国内随ずい一いちの都市面積を誇ほこり、首都の名に恥はじぬ繁はん栄えい振ぶりを見せるこの地には、女王陛下の居城が存在する。

　都市のちょうど中央に構えたそれは女王の威い光こうを示すかの如ごとく、極きわめて豪ごう奢しやであった。

　敷しき地ち面積も相応に広大だが、その全てに完璧な手入れが行き届いている。

　中庭の景観はまさに芸術的。腕うでのいい庭師を何百人も雇やとって造らせた自じ慢まんの中庭であると、女王本人が語っていた。

　中でもとりわけ景観が素晴らしい場所には、観覧用の椅い子すとテーブルが設けられている。

　普ふ段だんはここで庭の美び麗れいさを眺ながめつつ紅茶など啜すすり、政務の疲れを癒いやしているとのことだが……

　今、女王ローザを含ふくめた三名の立会人が眺めているのは、美しい景観ではない。

　二人の魔導士……即すなわち、俺と対戦者の戦いであった。

「ふぅむ。やはりアード・メテオールの力量は規格外じゃの。弱じやつ冠かん一六にして、《第七格セプタゴン》を相手に互ご角かくの勝負を展開するとは」

　テーブル席につく三名の一人、美しき女王・ローザが、感心した様子で呟つぶやいた。

「ふっふん！　あったりまえじゃないの！　あたしのアードは無敵なんだからっ！」

　三名の一人、イリーナが自慢げに豊かな胸を張った。

　そして。

「ぬぅうううう……！　なにをもたもたしておるのだッ！　最上位の魔導士がその程度の小こ僧ぞうに手間取るんじゃあないッ！」

　観戦者の一人にして、この戦いを仕組んだ男。

　老ろう齢れいの宰さい相しよう、ヴァルドルが苛いら立だちを露あらわにして叫ぶ。

　𠮟しつ咤たされた男……目前の対戦者である魔導士が、こちらの攻こう撃げき魔法を防ぎつつ苦く笑しようする。

　齢よわい四〇にして、魔導士の最上位、《第七格セプタゴン》へと昇のぼり詰つめたこの男、どうやらただ腕が立つだけの脳筋ではないようだ。

　この戦いに勝利することで得られる栄誉と、背負わねばならなくなるリスク。それらを天てん秤びんにかけ、正確な判断を下すことが出来る人間だ。

　つまり、リスクが高すぎるため、あえて負けようという考えが出来る男であった。

　……それゆえに、戦いは拮きつ抗こうしている。

　何せ、こちらもわざと負けようとしているのだから。

「……その歳としで上級の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを無詠えい唱しようとは。さすが大英えい雄ゆうの息子むすこか」

「いやいや。最年少で《第七格セプタゴン》に昇り詰めた貴方様には劣おとりますよ」

「いやいや。最年少記録など、君にすぐさま破られてしまうだろうよ」

「いやいや。そんなことは」

「いやいや。間ま違ちがいない」

「いやいや」

「いやいや」

　激しい攻防の最中、我々は互たがいを褒め合う。

　敗北前の、前振りとして。

　……まったく。この男、実に出来ている。

　こちらの思考を完璧に読み切り、敗北させぬよう巧こう妙みように妨ぼう害がいしてくるのだ。

　先刻の一合など、称しよう賛さんに値あたいするものだった。こちらが自然な形で転び、防御魔法が使えぬような状じよう況きようをわざわざ作って相手の攻撃を受け、敗北を喫きつする……という直前、尋じん常じようならぬ速度でこちらに防御魔法を発動。敗北を阻そ止ししてきた。

　長いこと生きてきたが、これほど正確に思考を読まれたのはいつ以来であろうか。

　この男、間違いなく傑けつ物ぶつである。

　果たして、俺はこいつに敗北することが出来るのだろうか……？

　と、ほんの一いつ瞬しゆん、不安を覚えた矢先のことであった。

「ぬわっ!?」

　攻防の最中、突とつ然ぜん、男が後方へと吹ふっ飛ぶ。

　こちらの魔法によるもの、ではない。奴やつは俺に攻撃魔法を仕し掛かけ、その直後、なぜか大おお仰ぎように吹っ飛んだのである。

　そうして地面をゴロゴロと転がり、止まった先で苦く悶もんを漏もらしながら、

「ぬ、うぅ……！　な、何をしたのだ、アード・メテオール……！」

「……は？」

「ま、魔法陣じんの顕けん現げんは確かく認にん出来なかった……！　にもかかわらず、このダメージ……！」

「いや、ちょっと」

「た、立てぬ……！　く、悔くやしいがこの勝負、当方の敗北だっ……！」

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや。

　何を言ってるのだ貴様。

「おぉっ！　さすがアード・メテオールじゃ！」

「魔法陣を顕現させずに魔法を使うだなんてっ！　やっぱりアードはすごいっ！」

「いや、ちょっと待ってください。私は何もしていないのですが」

　冷や汗あせを流しつつ、弁明の言葉を続けようとするのだが。

「な、何もしていない、だと……!?　先ほど見せた未知の技術は、君にとって何もしていないに等しい、つまらぬものだというのか……!?　な、なんという天才だ……！」

　対戦者の男が、俺の発言を極めて厄やつ介かいな方向へとねじ曲げてしまう。

　それゆえに。

「やはりアード・メテオールこそが此度の任務に相応ふさわしいのうっ！　もはや異存はないな、ヴァルドルよ？」

「ぐぬぬぬぬ……！　イ、インチキだっ！　そう、何かインチキをしたに違いない！」

　ヴァルドルが皺しわ塗まみれの顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。彼は初対面の頃ころからずっと、何がそんなにも気に入らんのかは知らないが、俺のことを目の敵かたきにしている。

　だが、今はそれが、実に好都合だった。

　素晴らしい。ありがとうヴァルドル。助け船を出してくれて。

　俺は彼の発言に、全力で乗っかることにした。

「そ、その通りでございます、ヴァルドル様っ！　これはインチキですっ！　私は──」

「そう、まさにインチキ。アード君が行った魔法は我々にとって、まさしくインチキとしか言いようがない、規格外の内容でありました……」

　こちらの思おも惑わくを、対戦相手がまたもや潰つぶしてきた。

　その結果。

「くっ！　ちょ、調子に乗るでないわ、アード・メテオール！　儂わしは絶対に認めんぞ！」

　負け惜おしみのように吐はき捨てて、ヴァルドルはこの場から遁とん走そうする。

　それに併あわせて、対戦者もまたいそいそと離り脱だつした。

　その際、奴はこちらをチラリと見やり……視線だけで、己おのが意思を伝えてきた。




『上手な負け方を学んだ方がいい。我々にはそういう技術も必要だ』




　……心の底から思う。

　敗北が知りたかった、と

「ヴァルドルの意見はもはや関係ない。これにて事前の話通り、アード・メテオール、そしてイリーナ。そなたらがわらわの護衛役じゃ」

　にこやかな表情でそう語ると、女王ローザは優ゆう雅がに紅茶を啜った。

　そう、先ほどの戦いは、彼女の護衛任務を請うけ負う者を決めるためのものだったのだ。

　……脳内にて、今に至るまでの出来事がフラッシュバックする。




　騎き士しに連れられ、ローザに対面してからすぐのことだった。

「宗教国家・メガトリウム。この名は知っておるな？」

　開口一番、女王の口から放たれた問いに、俺とイリーナは首しゆ肯こうを返した。

　宗教国家・メガトリウム。大陸の中心部に位置するこの国は、さまざまな意味で個性的である。

　まず国土面積。基本的に国家というものは複数の大都市を有するものだが、メガトリウムは一つの小さな街程度の国土しか有していない。

　しかしそれでいて、大陸内における絶対正義であり、国際社会において最大の発言力を誇っている。

　なぜか？

　このメガトリウムが、世界最大の宗教……統一教の総本山だからだ。

《魔ま王おう》崇すう拝はいが文化の根幹を支配する現代において、教会の権限は極めて強い。そんな教会の元もと締じめゆえに、メガトリウムは特別中の特別、といった立ち位置にある。

「……それで。メガトリウムと我々の呼び出しは、どのような関係を持つのです？」

「うむ。近々、かの国にて会議が行われる。我がラーヴィル魔導帝てい国こくを始めとした、大陸の覇は者しやと呼ぶべき五大国。その全すべての首脳が一堂に会する……極めて重大な会議じゃ」

　この時点で俺は、呼び出しの理由を察することが出来た。

　賢かしこいウチのイリーナちゃんもまた、同様であったらしい。

「あたし達に護衛を頼たのみたいってことねっ！　そうでしょ、ローちゃん!?」

「うむ。此こ度たびの会議が秘密裏りに行えるものであったなら、そなたらを煩わずらわすこともなかったのじゃがな。会議の末に決める内容がまぁ～、大陸全土に影えい響きようするものゆえ、大々的に会議のことを発表せざるを得んのじゃ」

「……決める内容、とは？」

「五大国間における平和条約。互いに不ふ可か侵しんを貫つらぬくのは当然のこと、あらゆる機密事じ項こうの共有、技術提供などなど……メガトリウムを中心として、大陸を一つの国家に纏まとめるような条約となっておる」

「それはなんとも、大だい胆たんな内容ですね」

　ラーヴィル魔導帝国を含む、五つの国家が大陸の覇者であることは、先刻彼女が述べた通りである。これら五大国は古くより大陸の覇は権けんを巡めぐって争っており、依い然ぜんとして決着はついていない。

　そんな五大国が一つに纏まる理由があるとしたなら──

「ここ最近、《魔族》の活動が活発化しているとは聞きますが。大国同士が手を結ばざるを得ぬほどのレベル、だったのですね」

「うむ。我が国にはそなたを始め、数多くの英雄がおるゆえ、大事はさほど起きておらぬが……他国では結構な事件が起きておる。密みつ偵ていが得た情報によると、ある国では《魔族》による大規模な儀ぎ式しきが行われ、都市が一つまるごと失われたという」

「……なるほど。もはや争っている場合ではない、と」

「左様。このままではいずれ、どこかの国で再び《邪じや神しん》が復活するじゃろう。そうなる前に手を打たねばならぬ。その一いつ環かんとして、此度の平和条約を教皇猊げい下か直々に提案されたのじゃ」

　教皇とはメガトリウムの王であり、統一教の頂点に君臨する聖職者である。

　現代において、教皇の意見は民意そのものとされ、逆らうことは難しいという。

　とはいえ、此度の案件に関しては五大国の総意もあって、すぐさま内定したらしい。

「もはや大国同士で争っている場合ではない。よって我等は手を取り合うことにした。民衆はこの条約を受け、対《魔族》という目的のもと一いつ致ち団結するじゃろう」

「国同士だけでなく、民衆同士の繫つながりも強化する……となれば、なるほど、確かに秘密裏に会議を行うことは出来ませんね。しかしそうなってくると、《魔族》によるテロ活動などが推測される。ゆえに護衛が必要となるため……我々を選んだ、というわけですね」

「左様。そなたら以上に信用出来る者達はおらぬからのう」

　この褒ほめ言葉を受けて、イリーナは素す直なおに喜んでいたが……

　俺は真逆だった。

　正直、護衛任務など受けたくない。それがもたらす結果は、きっと悪目立ち以外のなにものでもなかろう。

　どうせアレだ。護衛の任を果たすことによって、今回も望まぬ大活かつ躍やくをして、国内はおろか大陸内にさえ我が名が轟とどろいたりするのだろう。

　そうなれば必然、我が姉貴分たるオリヴィアは、俺＝《魔王》という確信を深め、実に素晴らしい笑え顔がおを見せてくれるに違いない。

　それだけは絶対に阻止せねばならぬ。

　そう考えた俺は、なんとか任務を受けぬための言い訳を考えようとしたのだが……

　その直前のことだった。

「畏おそれながら、女王陛下。このヴァルドルめは、アード・メテオールの同行に反対いたします」

　ローザの傍そばに控ひかえていた宰さい相しよう、ヴァルドルが声を上げた。

「反対？　なぜじゃ？」

「は。此度の会議、彼かの者の同席は相応しくないかと」

「相応しくない？」

「左様にございます。アード・メテオールには同席の資格がございません。イリーナ男だん爵しやく令れい嬢じようはそれを有しておりますが。……理由は言わずともご理解いただけますでしょう？」

　ほんの一瞬、我々の顔に緊きん張ちようが走る。

　……この男、ヴァルドルもまた、イリーナの正体を知っている。今し方の発言はそれを示すものだった。

　イリーナはただひたすら可愛かわいいだけの、美少女エルフではない。

　彼女とその父、ヴァイスの一族は《邪神》の末まつ裔えいであり……

　このラーヴィル魔導帝国における、真の王族なのだ。

　ローザはいうなれば影かげ武む者しやである。本来はイリーナの父にして、英えい雄ゆう男爵の異名をとるヴァイスこそがこの国の王であり、彼の娘むすめであるイリーナは、王女という立場にある。

《邪神》の末裔が王族であると知られたなら国家存亡の危機となるゆえ、ラーヴィル魔導帝国は古くより表の王族……影武者達を、裏の王族がコントロールして政治を行うという、極きわめて特とく殊しゆな機構を取り入れていた。

　それを思えば確かに、イリーナは会議に同席する資格を持っていると言えよう。

　なにせ彼女は、本物の王族なのだから。

「一方で、アード・メテオールはただの平民にございます。此度の会議には各国の首脳陣じんも参られるわけですが……その護衛は皆みな、やんごとなき出自でありましょう。そうした中、陛下のみが平民などを連れ歩いておられるとなれば……これはもう、国家全体の恥はじかと」

　その通りだ。いいぞヴァルドル。お前は完全に正しい。

　ここは一つ、奴やつの意見に乗らせてもらおう。

「ヴァルドル様のおっしゃる通りかと。私のようなただの村人を護衛にしては、女王陛下が他国の首脳陣に舐なめられてしまいます。よって私は護衛の任から外──」

「ふぅ～む。それならばアード・メテオール。そなたは今より公こう爵しやくじゃ」

「「はぁっ!?」」

　俺とヴァルドルの声が、同時に響ひびきわたった。

「いやいやいやいや！　何をおっしゃいますか！」

「平民がいきなり公爵!?　そんなもの、暴挙どころではありませぬぞ！」

「え～？　しかし、それで全て解決じゃろ？　出自が問題ならば変えてしまえばよい。よってアード・メテオール。そなたとそなたの一族は今より公爵家じゃ」

「「いやいやいやいやいやいやいや！」」

　またもや、俺とヴァルドルが同時に声を上げた。

　一方で、イリーナは感心したように、「さすがローちゃん！　頭いい！」とか言ってるが、こっちからしてみれば馬ば鹿か馬鹿しいにもほどがある。

　……それからまぁ、頭が痛くなるような話し合いを続けた末に。

「このヴァルドルめが、完かん璧ぺきな出自の、完璧な護衛役を用意しております！　彼とそこな平民を争わせ、勝者となった者が護衛の任を負う！　結果はどうであれ、アード・メテオールは平民のまま！　これでよろしいな!?」

　そういうことになった。




　……で、現在。

「いざゆかん、宗教国家・メガトリウムっ！」

「あたしとアードにかかれば、護衛任務なんてちょちょいのちょいよっ！」

　こういうことになったわけだ。

「そなたらが護衛役である以上、恐おそれるものなど何もないっ！　此度の一件は観光旅行みたいなもんじゃっ！」

「今回の旅行はゆっくりと羽を伸のばせそうねっ！」

　肩かたを組んで楽しげに笑う二人を見つめながら、俺はため息を吐ついた。

　かくして。

　俺は護衛の任を果たすべく、女王達と共に宗教国家へと赴おもむくことになった。




　……どうしてこうなった？








第五九話　元・《魔ま王おう》様と、宗教国家









　話が決まってからすぐ、俺とイリーナは学園寮りようへと帰宅し、荷物をまとめた。

　寮を出る際、ジニーやシルフィーは同行したそうな顔でこちらを見ていたが……

　残念ながら、彼女等を連れて行くことは出来ない。

　こういった護衛任務というのは、極めて少数で行うべきだ。単純に考えれば、護衛役は多い方が安心出来るように思えるが、実際は違ちがう。関かかわる人数が多くなればなるほど敵方に護衛対象の位置を特定されやすくなる。大人数で誰だれかを囲んでいたなら、それはもう、護衛対象がここにいますよ、とアピールするようなものだ。

　ジニーもシルフィーも、それがわからぬような人間ではない。

「旅の安全を祈いのりますわ。もっとも、アード君には必要ないでしょうが」

「お土産みやげに期待してるのだわ！」

　二人に別れの挨あい拶さつをしてから、俺とイリーナは首都に点在する馬車乗り場へと移動。

　そこで平民に変装した女王ローザ、宰相ヴァルドルと落ち合い、用意されていた特別製の馬車に乗り込む。

　特別製、といっても、外見が豪ごう奢しやという意味ではない。むしろその逆である。

　この旅は、女王の威い光こうを示すためのパレードではない。そのため、外見は平民が乗る、一いつ般ぱん的な馬車と同じだ。しかし内部構造は最さい新しん鋭えいの技術が用いられており、乗り心ごこ地ちは平民用のそれとは一線を画している。また、素材にはいくつかの付ふ与よ魔ま法ほうが施ほどこされていて、見た目からは信じられぬほどの頑がん強きよう性を誇ほこる、とのこと。

「ねぇローちゃん。到とう着ちやくまでどれくらいかかるの？」

「いくつかの都市を経由するゆえ、そうじゃな……およそ一週間といったところかの」

「あ～、やっぱり。結構な長旅になりそうね」

　手て狭ぜまな車体の中で、イリーナは鞄かばんの中をまさぐり始めた。

「道中はかなり暇ひまだろうから、カードゲームでもしましょっ！」

「おぉ、それはよいのう。カードゲームなどいつ以来か」

　ローザは乗り気だったが、その横に座るヴァルドルはというと、

「……もう少し、緊張感をもたれてはいかがか。我々はいつ襲しゆう撃げきされるかわからぬ身の上なのですぞ」

　ため息交じりに苦言を呈ていするが、ローザもイリーナもどこ吹ふく風であった。

「緊張しようがしまいが、結果は変わるまい」

「そもそも緊張する要素が見つからないわっ！　ね、アードっ！」

　俺がいれば、なんの問題もない。そう確信している様子のイリーナに、首しゆ肯こうを返す。

「えぇ。万事お任せください」

「……ふんッ！　せいぜいミスをせぬよう、気を付けることだ！」

　ぶっすぅ、と不ふ機き嫌げんそうな顔をする宰相ヴァルドル。

　そんな彼も交えて、我々はカードゲームに興ずることとなった。

　それ以降、平へい穏おん無事な時間が過ぎていく。

　俺やヴァルドルはいつ何時でも問題に対応できるよう、ゲームに参加しつつも警けい戒かいを怠おこたらない。そのため口数は少なかった。

　一方で、ローザとイリーナは安心しきっているからか、明るい声を常に出し続けている。

　そんな彼女等の会話は実に他愛たわいのないもので、特に注視するような内容ではない。

　ゆえに俺は、ずっと二人の雑談を聞き流していたのだが──

「ところで、イリーナよ。学園生活はどうじゃ？」

「すっごく楽しい！　ヤな奴もいるけど、でも、それもひっくるめて楽しいわ！　アードのおかげで刺し激げき的だし、友達もたくさんいるし！」

「そうか。上手うまくやっておるようじゃの」

　なぜだろう。このやり取りだけは、妙みように気になった。

　ローザの言葉と表情。いずれも穏おだやかなものだが……どこか噓うそくさい。

　しかし、悪意は感じられなかった。

　そこがどうにも、理解しがたく……

　さて、彼女は何を考えているのか。あれこれと推おし量っている、最中のことだった。

「イリーナ殿どの、いや……この場では、イリーナ様とお呼びすべきか」

　ヴァルドルが言葉を紡つむぐ。

　その声こわ音ねは実に、重苦しいものだった。

「今は幸福の絶頂でありましょう。しかしイリーナ様。貴女あなたは実に厄やつ介かいな星のもとに生まれているということを、どうかお忘れなく。いくら気を許した相手であっても……決して、正体を明かしてはなりませぬ」

　さもなくば。

　そう前置いてから、一度咳せき払ばらいすると。

　ヴァルドルは一層険しい顔をしながら、重い言葉を口にした。

「さもなくば……これまで築いた何もかもが、失われます。人は、異物を恐れるがゆえに」

　これを受けて、イリーナは表情を曇くもらせ、黙だまりこくってしまった。

「……たとえ、どのようなことがあろうとも。皆、イリーナさんを見放すようなことはいたしませんよ」

　イリーナに代わって、俺が反論の言葉を述べる。

　だが、ヴァルドルは何も言わず、こちらを見つめるのみだった。

　きっと彼は、俺の迷いを見み抜ぬいているのだろう。

　そう、このアード・メテオールは……

　心の奥底では、誰のことも、信じてはいないのだ。

　イリーナが。

　そして、この俺が。

　平へい凡ぼんな存在とはあまりにも異なる存在だと、知れ渡わたったなら。

　きっと、ヴァルドルの言う通りになるのだろうと、心の奥底では確信している。

　……そんな自分が、俺は大だい嫌きらいだった。




　人は、異物を恐れる。

　馬車旅が終わるまで、その言葉は俺の中で常に、重く重く、反はん芻すうされ続けるのだった。




　　　　◇◆◇




　およそ一週間ほど続いた馬車の旅。

　道中、特別なトラブルもなく、いくつかの都市を経由した末に──

　馬車を操あやつる御ぎよ者しやの声が、車内に響ひびく。

「皆みな様さま方。ご到着にございます」

　これを受けてすぐ、イリーナとローザが傍かたわらの窓を開け放つ。

　時は昼前といったところ。

　陽光が窓から車内へと差し込み、その眩まぶしさに、俺は一いつ瞬しゆん目を細めた。

「おぉ～！　久方ぶりの眺ながめじゃあ！」

「綺き麗れいな街並みねぇ～！　まさに芸術って感じっ！」

　我々を乗せた馬車は、ちょうどメガトリウムの入り口を通過したばかりのようである。

　はしゃぐイリーナとローザ。美しい少女二人を街が迎むかえるかのように、ゴウンゴウンと、教会の鐘かねが鳴り響いた。

「ぶ、不用心が過ぎまするぞ！　敵方に存在が気付かれるやもしれませぬ！　はよう、窓を閉めなされ！」

「ビクビクしすぎじゃ。気付かれようとも、どうということはあるまい」

「ローちゃんの言う通りよ！　あたし達にはアードが付いてるんだから！　ドンと構えてればいいのよ！　ドンと！」

　能天気に街の景観を眺めるイリーナとローザの様子に、ヴァルドルは頭を抱かかえた。

　気苦労が絶えんな、この男も。

　彼を哀あわれみつつ、俺は二人の体越ごしに外の様子を見やる。

　都市にして国家。そうした特とく殊しゆ性を持つメガトリウムの街並みは、なるほど、イリーナの発言通り芸術的なまでに美しかった。

　立ち並ぶ建築物はいずれも古風な佇たたずまいで……宗教国家と呼ばれるだけあって、全すべての建物に統一教のシンボルマークが刻まれている。

　異国情じよう緒ちよ溢あふれる景観を楽しんでいると、再び御者の声が車内に響く。

「じきに馬車乗り場へ到着いたします。人の波に吞のまれぬよう、注意されたし」

　民間人の中に刺し客かくが混ざっている可能性があるため、警戒を怠るなと、そう言いたいのだろう。

　御者の呼びかけから少しして、我々を乗せた馬車は、メガトリウムの乗り場へ到着。

　まず、俺とヴァルドルが車外へと出て、周辺を警戒する。

　悪意や殺気を放つ者がいないことを確かく認にんしてから、俺は車内へと手を伸のばした。

「イリーナさん、お手をどうぞ。足あし下もとにお気をつけください」

「うん、ありがと」

　イリーナを降ろしてからすぐ、ローザに手を伸ばす……が。

「なぁ～にどさくさ紛まぎれに触ふれようとしとんじゃ、この無礼者がぁッ！」

　ヴァルドルにひっぱたかれ、我が手はあらぬ方へ。

「ささ、儂わしの手をどうぞ」

「え～、老いぼれの手なんぞ握にぎりとうな～い。アードの手がいい～」

「老いぼれてなどおりませぬ！　このヴァルドル、まだまだ現役にございます！」

　主従というよりも、仲なか睦むつまじい親子のようであった。




　馬車乗り場を抜け、大通りを進む。

　向かう先は、滞たい在ざいのために用意された屋や敷しきである。

　この道中もまた、特にこれといった問題も発生せず、実に穏やかなものだった。

　そうこうしているうちに我々は屋敷の前に到着。

　大きな門を抜けて、中庭を経由し、本館へ入る。

　多くの使用人に出で迎むかえられ、それからすぐ、あてがわれた部屋へ案内される。

　一人につき一部屋用意されており、いずれも内観は無む駄だに広く、無駄に豪奢だった。

　室内の確認などを済ませてから、通路にて、ヴァルドルは我々を見回しつつ口を開く。

「会議が行われるのは、今より六日後。それまではこの屋敷にて待機していただく。外出などは厳禁。何か必要であれば、使用人に命じて用意させること。……よろしいですな、女王陛下」

「む。なぜわらわにだけ釘くぎを刺さすのじゃ？」

「……この中において、間ま違ちがいなく、貴女様がもっとも言うことを聞かぬ御お方かたゆえ」

「しっつれいな奴やつじゃのう！　わらわとて分別のある大人じゃっ！　こんな重大極きわまりない状じよう況きよう下かにおいて、まさかまさか、重臣の進言に逆らうわけもなかろうっ！」




　……などと言ってから、およそ三〇分後のことだった。




「アード・メテオールっ！　メガトリウムを観光しに参るぞっ！」

　自室にて一人、ベッドの上に寝ね転ころがり、旅の疲つかれを癒いやす最中。

　ドアが勢いよく開け放たれ、そして、ローザの声が耳に入る。

　……やれやれ。

　一つため息を漏もらしてから、俺は上体を起こし、ドアの方を見やった。

　そこには、先ほど声を張り上げたローザと……

「はやくはやくっ！　うるさいのが来る前に脱だつ出しゆつするわよっ！」

　悪戯いたずら好きな幼子のように、目をキラキラさせたイリーナが立っていた。

「ヴァルドル様のお言葉に従うのが一番、ではありますが……まぁ、仕方ありませんね」

　俺とて、二人と共に観光がしたいという思いはある。

　ゆえに嘆たん息そくしつつも、彼女等のもとへ赴おもむき、速すみやかに玄げん関かんへと向かうのだが──

「やはり、言うことを聞かぬ御方ですな。貴女様は」

　玄関先にて、ヴァルドルが待ち構えていた。

　仁に王おう立ちしながらこちらを睨にらむ彼の顔には、固い意志が宿っていて、

「ここから先へ行きたくば、この老体の屍しかばねを──」

「女王パァ～～～ンチっ！」

「ごばぁっ!?」

　ローザの鋭するどいボディーブローが、老いた宰さい相しようの鳩尾みぞおちを抉えぐる。

　ヴァルドルの固い意志は、その一いち撃げきで以もつて粉ふん砕さいされたのだった。

「ふんっ！　わらわの前に立つなど、百億年早いのじゃ！　ば～かば～か！」

「うごごごご……！」

　腹を押さえてうずくまるヴァルドルに舌を突つき出してから、ローザはイリーナを伴ともなって外へ出る。

「えぇっと。お二人の身は私が責任をもって護衛いたしますので、どうかご安心を」

「ぐごごごご……！」

　よほどボディーブローが効いたのか、なんの反応もない。

　この男、死ぬまで苦労が絶えそうにないな。

　少しばかり親近感を覚えつつ、俺は二人の後を追うのだった。




　街中へ出ると、我々は特に当てもなく、メガトリウムの只ただ中なかを歩き回る。

　当然ながら、周辺への警けい戒かいを怠おこたることはない。

　二人にもちゃんとローブで顔を隠かくすよう頻ひん繁ぱんに、口酸すっぱく注意し続ける。

「陛下。僅わずかにローブがズレています。それではお顔が丸見えですよ」

「別にいいじゃろ、それぐらい」

「いけません。敵方に貴女あなた様の存在を気付かれるわけにはいきませんので」

「はぁ。わかったわかった。まったく、誰だれよりも強いくせに心配性しようじゃの、そなたは」

　唇くちびるを尖とがらせながらも、こちらの指示に従う女王陛下。見た目こそ大人びた美少女だが、内面は幼い子供のようだった。

　そして……幼子と言えば。

　我等がイリーナちゃんもまた、先さき程ほどから幼児のごとくはしゃいでいる。

「見ていて飽あきないわね～！　この街並み！　ママが言ってた通りねっ！」

「……イリーナさんのお母様は、この地に足を運ばれたことが？」

　俺の問いに、ローザが受け答えた。

「うむ。かなり前の話じゃが、メガトリウムにて国際会議が開かれたことがあった。当時、わらわはまだ王女であったが、父上に同行しておっての。我等の護衛役の一人が、イリーナの母上……クラウディア殿どのであった」

「ほう……イリーナさんの母君は、クラウディア様というのですね」

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「えぇ、まぁ」

　イリーナの母に関する話は、極めてデリケートなものだと考えている。

　だから俺は今の今まで、母親関連の問いかけを彼女にしたことがない。

「それにしても、クラウディア様、ですか。少し厳格な印象を感じさせるお名前ですね」

「ふふ。少しばかりではないぞ？　クラウディア殿は、ヴァルドルの何百倍も厳格で、何億倍も怖こわい御ご仁じんじゃった。見た目も性格も、イリーナには似ても似つかんかったわ」

「うん。あたしも昔は、ちょっとだけママが怖かったかな」

「ちょっとどころではあるまい。クラウディア殿がご存命の頃ころのそなたは、今よりも遥はるかにおてんばじゃった。あの頃のそなたは、尻しりを叩たたかれて泣いてばかりじゃったの」

「そ、そんなことないわよっ！」

「ほう？　例えば？」

「えっ？」

「尻を叩かれた以外に、何か思い出はあるかの？」

「そ、それは……ない、けど……」

　ボソボソと呟つぶやくイリーナを見やりながら、ローザはケラケラと笑う。

「かっかっか。それ見たことか。……まったく、当時はこんな奴と上手うまくやっていけるものかと、そう考えておったが。世の中、どう転ぶかわからんのう。いつの間にやら、苦手な奴が一番の親友になるとは」

　どこか遠い目になるローザ。

　そんな様子を見て、俺は思う。きっと、この世でもっとも長くイリーナと付き合ってきたのは、この少女なのだろう、と。

　……なんだか、子供じみた対たい抗こう意識が湧わいてきた。

　ふん。

　一番長く付き合ったのはローザやもしれんが、イリーナにとっての友達一号はこの俺である。総合的に考えれば、俺の勝ちは明白であろう。

　俺こそが、イリーナちゃんにとってのベストフレンドなのだ。

　この座は決して譲ゆずらんぞ。

「……む？　どうしたアード。わらわの顔に何か付いておるか？」

「いえ、なんでも」

「ふふん。そうかそうか。わらわの美び貌ぼうに見み惚とれたか。まぁ、無理からぬことよなぁ」

　得意げな顔をしながら、豊かな胸を張るローザ。

　この誤解を受けて、イリーナがムスッとした顔になる。

　やれやれ、どう弁解したものだろうか。

　頭を悩なやませつつ、言葉をひねり出す──

　直前のことだった。

「あれぇ～？　お嬢じようちゃん、一人ぃ～？」

「ママやパパとはぐれちゃったのかなぁ～？」

　少し離はなれた場所、建物の壁かべ際ぎわにて。

　一人の幼い少女を取り囲む、ガラの悪そうなオーク達を発見する。

「え。あの、その」

「もしよかったらさぁ～、オレ等が親捜さがししてあげるよぉ～」

「さ、一いつ緒しよに行こうねぇ～」

　言葉の内容だけならば、親切な者達に感じられるのだが……

　声こわ音ねに、悪意が滲にじみ出ていた。

「ふむ。宗教国家であっても、犯罪がゼロというわけではないようですね」

　アレはおそらく、人さらいの類たぐいであろう。

　そう判断したのは、俺だけではなかった。

「助けなきゃっ！」

「ふふん。久々に暴れてやろうかのう」

　目め尻じりを吊つり上げるイリーナと、指を鳴らすローザ。

　だが、今にも飛びかかっていきそうな二人を、俺は手で制止する。

「お待ちを。イリーナさんはともかく、陛下が目立つ事態は避さけねばなりません。ここは一つ、私にお任せを」

　そう述べてからすぐ、俺はオークの集団へと接近し、声を──




「待ていッ！」




　声を、かけようとしたのだが。

　それよりも前に、別の誰かが、口を出してきた。

　……この、腹に響ひびく重低音。

　聞き覚えが、あるぞ。

　……いや、しかし、そんなまさか。

　もし、そうだったなら……いくらなんでも、偶ぐう然ぜんが過ぎる。

　だが、修学旅行のこともある。

　俺はおそるおそる、第三者の方へと目を向けた。

　果たして、そこに立っていたのは──

　黒いシルクハットと、ダークスーツに身を包んだ、老ろう齢れいの男。

　スラリとした長身に、鷹たかの如ごとき鋭い瞳ひとみ。

　流れるような白はく髪はつと、威い厳げんある髭ひげが特とく徴ちよう的な、この男は。




　かつての我が配下にして、最上位の武人。

　四天王が一人、ライザー・ベルフェニックスであった──
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　その男は、謎なぞめいていた。

　その男は、老ろう獪かいであった。

　その男は、文武両道であった。

　そして何より──




　その男は、ロリコン幼児趣味であった。




　……我が軍が誇ほこる最強の戦士にして、変態の頂点たる四天王。

　その一いち翼よくを担にないし者、ライザー・ベルフェニックスが今、目前に立っている。

　闇やみ色のシルクハットで顔の半分が隠れているが……しかし、間ま違ちがいない。

「そこな者共、我わが輩はいの前で幼子に手出ししようとは、良い度胸であるな」

　一声発するだけでその場を完全に支配する、圧あつ倒とう的な存在感。

　奴やつが醸かもし出す、このヒリつくような重圧に、現代生まれが耐たえられるわけもない。

「な、なんだよ、てめぇ……!?」

「……！　お、おい、ちょっと待て。あいつ……いや、あの御お方かたは……！」

　蛮ばん勇ゆうで知られるオーク族でさえ、ライザーを前にしては脂あぶら汗あせを流し、怯おびえることしか出来なかった。

「早急に去いね。然しからばその命、散らさずに済むのである」

　ライザーが発した脅おどし文句に、オーク達は脊せき髄ずい反射といった様子で一目散に逃にげ出した。

　……ヴェーダもそうだが、この男もまた、数千年の時を経へて変化したのだろうか？

　俺が知るライザー・ベルフェニックスはこういうとき、相手を見み逃のがすことはなかった。

　幼い子供、特に幼女に危害を加えようとする者を見かければ、容よう赦しやなく抹まつ殺さつする。たとえそれが貧民であろうが、神であろうが、関係はない。奴はそういう人間だった。

　そんなライザーが、人さらいの類いを見逃すとは。

　なんとも信じがたい、驚おどろきの変化である。

「……大事ないか、メアリ」

「こ、こわかったよぉ、パパ～！」

　穏おだやかに微笑ほほえむライザーの胸へと飛び込んでいく幼女。

　……パパ、か。なるほど、やはり根幹の部分は変わっていないようだな。

　まぁ、それはいい。

　そもそも奴の変化など、どうだっていいことなのだ。

　大事なのはそう、奴にこちらの存在を気付かせることなく、迅じん速そくにこの場を離り脱だつ──

　したかったのだが。

「もし。そこの御ご仁じん。貴方あなたはライザー様ではありませぬか？」

　ローザが淑しとやかな口調で、こんなことを問い尋たずねてしまったものだから、離れようにも離れられなくなってしまった。

　彼女の声を受けて、ライザーが幼女の頭を優やさしく撫なでつつ、こちらを見やる。

「いかにも。我輩はライザー・ベルフェニックスであるが……ふむ」

　イリーナ、俺、ローザの順に顔を見回すライザー。

　そうしてから、奴は蓄たくわえた顎あご髭ひげを撫でつつ、

「……自由奔ほん放ぽうな御仁であるな。ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくの女王陛下は」

　やや呆あきれたように呟く老将に、ローザは肩かたを竦すくめてみせた。

「そのお言葉、そっくりそのままお返ししよう。貴方様こそ、うかつに出歩きすぎではありませぬか？」

　普ふ段だんとは違う口調で、言葉を紡つむぐローザだが……

　なんだろう？　どうにも緊きん張ちよう感が強すぎる。

　ライザーとてヴェーダやオリヴィアと同じく、伝説の使徒として扱あつかわれていよう。

　ゆえにローザが慇いん懃ぎんな態度を取るのは当然であるが、しかしそれにしても、畏かしこまりすぎな気がしてならない。

　……そんな疑問の答えは、次の瞬しゆん間かん、彼女自身の口から発せられた。

「大聖堂は今、てんやわんやでしょうな。何せ──教皇猊下が、消えたのだから」

　教皇猊げい下か、だと？

「問題はない。市井しせいを回り、信徒達の様子を見守ることも、我輩の職務である」

　……いや、ちょっと待て。

「イリーナさん、少し、よろしいでしょうか？」

　ライザーの注目を浴びぬよう、俺は努めて小さな声で、隣となりに立つイリーナへ問いかけた。

「教皇猊下、ということは即すなわち……ライザー様こそが統一教の頂点であると、そう解かい釈しやくしてよろしいか？」

「うん、そうだけど……知らなかったの？」

　俺は小さく頷うなずいた。宗教国家・メガトリウムの存在や、統一教の存在は知っていたが、その詳しよう細さいにはなんの興味もなかったため、これまであえて知ろうとはしなかった。

　それにしてもまさか……あのライザーが、教皇猊下だと？

　俺に対して一いつ切さいの忠誠心を抱いだかなかったあのライザーが、《魔王》崇すう拝はいの頂点だと？

　いったい、どういうことだ？

　何を思って、奴はそんな立場に就ついた？

　……理解しがたき事実に困こん惑わくしていると、奴は俺の顔を見て、言った。

「そこな少年は、噂うわさのアード・メテオール、であるか」

「……左様にございます。卑いやしき平民の私が、まさかまさか教皇猊下のご尊顔を拝見出来るとは。まこと恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

「へりくだらずともよいのである。我輩からすれば、平民も貴族も変わりない。重要なのは……其そ処こ許もとが心身共に優すぐれた人物であるということ、これのみである」

　こちらを真っ直すぐに見み据すえてくるライザー。

　老将の眼光は鋭するどく、我が身の上の全すべてを見み抜ぬいているように感じられる。

　……相も変わらず、不気味な男だ。

　こいつは我が配下の中でも、極きわめて異質な存在である。

　軍内部で名を馳はせた者達は往々にして、俺との出会いから出世に至るまで、数多くのエピソードがあるものだ。ライザー以外の四天王などは顕けん著ちよである。

　姉貴分たるオリヴィアは当然として、ヴェーダやアルヴァートについても、初対面から配下入りに至るまでの流れ、四天王に就任した際の出来事など、エピソードに事欠かない。

　だが、この男だけは。ライザーだけは、そうしたものが何もないのだ。

　まるで突とつ然ぜん発生したかの如く、いつの間にか我が軍に在ざい籍せきしており、気付けば功績を挙げて、四天王の座へと昇のぼり詰つめていた。

　その経歴は何もかもが不明。俺が全力で調査したにもかかわらず、何も摑つかめなかった。

　生きてきた足そく跡せきが何一つ存在しない男。わかっていることはただ、文武共に優れているということと、幼児趣味の変態であるということ。それだけである。

　……当時は人材不足ゆえ、仕方なく起用したわけだが、もしそうでなければ野に放っていた男だ。

　才はあれども信用出来ない。およそ、これまで出会った人間の中で一番気持ちが悪い人物。俺にとってライザーは、そういう存在だ。

　だからこそ、関かかわり合いになりたくなかった。

「……では教皇猊下。我々はこれにて失礼させていただきたく。我等が女王陛下のお望みを叶かなえて差し上げるという、重大な任を果たさねばなりませんので」

　半ば強引な調子で言い切ると、俺はイリーナ、ローザを連れてこの場を離はなれるべく、ライザーに背を向けた。

　……その瞬間。

「待たれよ。女王の望みとは、いったいどういったものであるか？」

　呼び止められ、問いを投げられる。

　個人的には無視して立ち去りたいところだが……彼ひ我がの立場上、それは出来ない。

「メガトリウムの観光。それが、陛下の望みにございます」

「左様であるか。然らば、このライザーが案内役を務めてしんぜよう」

「……は？」

　思わず、声が漏もれ出てしまった。

「我輩以上に、このメガトリウムを知り尽つくす者はおらぬ。ゆえに街案内など得意中の得意である」

　断りたい。全力で断りたい。

「いや、しかし……猊下に案内役をしていただくというのは……のう？」

「そうね……なんだか、畏おそれ多いっていうか……」

　そう。その通りだ、二人とも。

「私もお二人に同意──」

「遠えん慮りよすることはない。今の我輩はほれ、教皇の衣ころもを脱ぬぎ捨てておる。ゆえに今は、市井を歩くただの老いぼれよ。それに、其処許等は大事な客人。我輩にはもてなしをする義務があると考えるが……いかに？」

「むぅ。そこまでおっしゃるなら」

「断るのはむしろ、失礼よね」

　いや、断ってくれよ、頼たのむから……

「よろしい。然らば、参ろうか」

　口元に小さな笑みを浮うかべながら、ライザーは先導するように歩き出す。

　……まったく、どうしてこうなったのか。

　元・配下の背中を見つめつつ、俺は盛せい大だいなため息を漏らすのだった。




　　　　◇◆◇




　メガトリウムはちょっとした都市程度の国土しか持たない、特とく殊しゆな国家である。けれども面積に反して観光名所は数多く、それらを見ようと日々、世界各国から観光客が押し寄せている。

　一日やそこらでは全てを見回ることは不可能であるため、今回は特に有名な数カ所を巡めぐることになった。

「まずは、最も寄よりの時計塔とうへ赴おもむくことにしようか」

　以降……特にどうといったこともない、平へい穏おんな時間が過ぎていく。

　警けい戒かいしていたなんらかのトラブルもなく、実に穏やかなものであったが……

　それでもやはり、居い心ごこ地ちが悪い。

　理由は無論、ライザーである。

　自分でも不思議なほど、この男の近くにいることが気持ち悪くて仕方がなかった。

　なんというか……言葉で表現しようのない、嫌いやな感じがするのだ。

　しかしそんな俺に反して、ローザやイリーナは、奴やつの軽けい妙みような名所解説に聞き入っており、実に楽しそうだった。

　……そして。

　ゴウンゴウンと、鐘かねの音が街に広がる。

「ふぅむ。もうそろそろ、日暮れ時であるな」

　空を見上げながら呟つぶやくと、ライザーは連れ歩いていた幼女に目をやって、

「メアリ。お家うちへ帰りなさい。すぐ近くゆえ、一人でも大だい丈じよう夫ぶであろう？」

「は～い！　またね、パパ！」

　元気よく挨あい拶さつすると、幼女はパタパタと走り去って行った。

　そんな様子を見つめながら、イリーナが小首を傾かしげる。

「あの、教皇様。あの子を一人で帰らせていいんですか？」

「うむ。正直に言えば、送ってやりたいところであるが……過度に幼子扱いすると、へそを曲げるでな」

「へぇ～。教皇様でも、子育てには苦労なさってるのね」

「……子育て？　どういう意味であるか、それは」

「えっ？　いや、あのメアリって子、教皇様のお子様でしょ？」

　この問いに、ライザーは「なに言ってんだこいつ？」みたいな顔をして、

「メアリは我わが輩はいの娘むすめなどではない。八二四万三六一四人目の妻である」

「……は？」

　今度はイリーナの方が、「なに言ってんだこいつ？」みたいな顔をする。

「いや、妻って……えっ？　あの子、どう見ても七歳ぐらいよね？　結けつ婚こんは確か、一五歳以上でないと出来ないはずじゃ……」

「それはラーヴィルの法であろう？　メガトリウムでは三歳から結婚が許されるのである。ゆえに我輩とメアリの婚約は合法である。というかそもそも、なぜ多くの国が一五歳以下の婚約を認めていないのか不思議でならぬ。一五歳などもう、完全にババァではないか」

　暗にババァ扱いされたイリーナとローザは一言も発することなく、虚こ空くうを見つめるのみであった。

　両者共、考えが顔に出ている。

　即ち──

　こんな奴が教皇で大丈夫なのだろうか、と。

　……いや本当、なんでこいつが教皇なんぞやっとるんだ。一番なってはならぬ人間だろうに。

「さて。観光案内も大詰めといったところであるな」

　少々くたびれたように呟くライザー。

　その様子はまるで、孫との遊びに疲つかれた老人のようだった。

　……よし。これでやっと、こいつと別れられる。

　と、そう思ったのだが。

「最後に歴史博へ行って、観光案内を終わりにするとしよう」

　……どうやらもう少し、この居心地の悪さは続くようだ。




　そういうわけで、我々は最後の観光地へと足を運ぶ。

　博物館といえば少し前、修学旅行の際にも訪おとずれた場所だ。

　奇き遇ぐうなことに、そのときも四天王案内のもとであったが……それはさておいて。

　ここメガトリウムの歴史博物館は、修学旅行にて訪れた古都・キングスグレイヴのそれとは趣おもむきが異なっている。

　キングスグレイヴの博物館は、《魔ま王おう》とその配下達ゆかりの品を展示したもので……別の見方をするならば、古代世界の文化などを紹しよう介かいすることを目的にした施し設せつだった。

　それに対して、このメガトリウムの博物館は《魔王》転生後の歴史を物語っている。

　出入り口にて、係員に極めて安価な入場料を支し払はらった後、我々は通路へと足を向けた。

　時刻は夕暮れ前であるが、それでもまだ、施設の中には多くの客が歩き回っている。

　彼等と同様、俺達もまた、展示物を眺ながめながら、ゆっくりと通路を進んで行く。

　どうやらこの博物館は指定されたコースを進んで行くことにより、《魔王》転生から現在に至るまでの歴史を、時系列順に学ぶことが出来るよう設計されているらしい。

「ふぅむ……なんというか、いまさらじゃのう……」

　退たい屈くつげな様子で展示物を見やりながら、ローザがそう呟いた。

　影かげ武む者しやとはいえ、彼女は表向き立派な女王である。となれば当然のこと、物心つく前から徹てつ底てい的な英才教育を受けていよう。彼女の学問知識は、学生たる我々よりもずっと上に違いない。歴史学に至っては言うまでもなかろう。

「うむ。其そ処こ許もとからすれば、この博物館は実につまらん施設であろうな。然しかれども……学生二人には、まだ知らぬ知識を与あたえてくれる場であろう」

　ライザーの言う通りだった。

　一応、学園でも歴史学の授業はある。そこらの一いつ般ぱん的な学園に比べ、かなり深いところまで学んでいるとは思うが……しかしそれでも、一から一〇までというわけではない。

「へぇ～．第二次メギド戦せん役えきって、スルツ王国の皇太子暗殺が原因じゃなかったのね」

「教本にはそう記されていましたが、どうやら諸説あるようですね」

　なかなか、興味深い施設だった。

　通路を進むにつれて、古代から現代に至るまでの経けい緯いが、詳しよう細さいに把は握あく出来る。

　知らなかったことを知るという体験は、実に刺し激げき的なことだ。けれども、その一方で。

　この施設は、知りたくなかったことをも、教えてくる。

「……アード・メテオール。其処許はどう思う？」

　唐とう突とつに放たれた問いかけに、俺は眉まゆをひそめた。

「どう、とは？」

「古代から現代に至るまでの歴史。その詳細を知るにつれて……其処許はどう思った？」

　何かを試ためすような視線に、俺は自然と警戒心を高めた。

　どう答えたものか、少々悩なやむが……適当な噓うそを述べたところで、見み抜ぬかれよう。

　ならば本音を語るほかあるまい。

「……人の醜みにくさ、そして愚おろかさの証明。古代から現代に至るまでの道のりはまさに、その一言に尽きるかと。ゆえに……傲ごう慢まんと思いつつも、このアード・メテオール、人という種に対して少々の苛いら立だちを感ぜざるを得ません」

「うむ。我輩も同感である」

　小さく首しゆ肯こうすると、ライザーは目前の展示物……

　過去の戦争に用いられた魔導兵器を見つめながら、言葉を紡つむぎ始めた。

「差別もなく、争いもなく、貧富の差や病もない。そんな世界が実現出来るだろうか？」

「……まともに考えれば、不可能でしょうね」

「左様。この歴史博がそれを証明しておる。人は争い、憎にくしみ合うことを好む、おぞましい生き物である。ゆえに完全平和はおろか、差別の根絶さえ出来はしない。されど……かつて、古代の末期には、その理想郷が確かにあったのだ」

　重苦しい声を出すライザーに、イリーナがおずおずと口を開いた。

「古代の末期ってことは……《魔王》様が世界を統治していた頃ころ、だっけ」

「然り。《邪じや神しん》の殲せん滅めつ後、《魔王》陛下は人類社会の統一に努められた。そして、それは見事に成ったのである。以降、かの御お方かたは完かん璧ぺきな政まつりごとを行い……理想郷を創つくりあげた」

「……理想郷、ですか」

　無意識のうちに漏らした声は、実に乾かわいたものだった。

　我が声こわ音ねに宿る自己嫌悪に、しかし、ライザーは何の反応もしない。

　奴は淡たん々たんと、言葉を続けていく。

「あの頃、人類は間違いなく一つに纏まとまっていた。誰だれもが《魔王》という共通のシンボルを崇あがめ、イデオロギーの多様性などなく、全すべてが完璧に調和し……誰もが幸福であった。現代生まれには信じがたいことであろうが……あの時代では、《魔族》さえも問題を起こすことはなく、人類と共存していたのである」

「ま、《魔族》も……!?」

「確かに、信じがたいことじゃな」

　……イリーナやローザが驚おどろくのも、無理はない。現代生まれの彼女等からしてみれば、《魔族》は忌いむべき怪かい物ぶつであり、最大の差別対象である。

　しかしライザーが言った通り、あの時代、人類と《魔族》は共存していた。

　……いや、共存させていたと言うべきか。

「夢物語の再現。《魔王》陛下は見事、それをやってのけたのである。しかし……かの御方は皆みなも知っての通り、ある日、命を断たれた。……その後は、この歴史博で学んだ通りである」

　ライザーの瞳ひとみに、憤ふん懣まんが宿った。

　その感情を体現するかのように、奴の語調が強くなる。

「《魔王》陛下の消失が知れ渡わたってすぐ、人間はその愚かな本質を露あらわにした。統一されていた世界は瞬またたく間まに分ぶん裂れつし、争い、憎み、差別し合うようになった。……我輩はどうにか、それを防ごうとしたが、無む駄だであったよ。人々が生み出す民意とは、まさに荒あれ狂くるう奔ほん流りゆうである。その流れを変えることが、我輩には出来なかった」

　拳こぶしを強く握にぎり締しめながら、ライザーは呻うめくように言葉を絞しぼり出す。

「あの頃にあった……完璧な理想郷は、どこへ行ったのか……我輩が創りたかった社会は夢ゆめ幻まぼろしの如ごとく消え失うせ……今や世界は、おぞましい人間共に支配された、地じ獄ごくである……！」

　この言葉に、ローザは複雑な表情をして俯うつむいた。

　おぞましい支配者の一人だと、そう言われたように思ったのだろう。

　だが、ライザーはそんな彼女に、なんら弁明することはなかった。

　むしろ、ローザには一いち瞥べつもくれることはせず……

　俺の顔を見て、言った。

「人間の本質は悪であり、ただひたすらにおぞましいだけの生き物である。それを支配し、理想郷を創り上げるためには……絶対的な支配者が、必要不可欠であろう」

　奴の瞳に、新たな思いが宿る。

　けれども。

　俺はあえて、その感情から目を逸そらした。

　しばし、我々の間に重苦しい沈ちん黙もくが降りたが……

　やがて、イリーナの明るい声が、それを打ち破った。

「理想の世界を創ることは難しいかもしれないけれどっ！　でも、努力する価値はあるわっ！　今回の会議だって、その一いつ環かんなんでしょっ!?」

　彼女の反応が予想外だったのか、ライザーは面食らったように瞳を見開く。

「色々と問題はあるけれど、まずは人類を一つにまとめるっ！　そのために、五大国の皆を呼んだ！　そうでしょ、教皇様!?」

「……その通りである」

「やっぱり！　教皇様は本当に、優やさしい人なのねっ！」

「…………ふむ」

　ジッとイリーナを見み据すえるライザー。彼女の瞳を覗のぞき込みながら、奴やつはボソリと呟つぶやく。

「……なるほど。古いとはいえ、血けつ縁えんは血縁、か。この人間性、奴にそっくりであるな」

　どういった意図のもと吐はかれた言葉か、判然とはしないが……

　ともあれ、イリーナに毒気を抜かれたことは間違いなさそうだ。

　先さき程ほどまで纏っていた剣けん吞のんな空気が、すっかりと消えている。

「イリーナ・リッツ・ド・オールハイド。其処許はきっと、理想郷を創るための鍵かぎとなろう。今後もアード・メテオール共々、大いに励はげめ」

「はいっ！」

　元気いっぱいに返事をして、太陽のように笑うイリーナ。

　……気のせい、だろうか。

　そんな彼女を見つめるライザーの瞳が一いつ瞬しゆん、邪じや悪あくな煌きらめきを放ったように思えたのは。








第六一話　元・《魔ま王おう》様、一日を総そう括かつする









　ロリコンのド変態のくせをして、社会情勢に対する憂うれいを爆ばく発はつさせたライザー・ベルフェニックス。奴のせいで重苦しくなった空気は、我等がイリーナちゃんによって払ふつ拭しよくされた。やはりウチのイリーナちゃんは素す晴ばらしい。まさに太陽のごとき美少女である。

　歴史博物館での一時は彼女のおかげで和なごやかなまま過ぎ去り……

　我々は館内をグルリと一周し、出入り口へと戻もどってきた。

「これにて、我わが輩はいの観光案内は終しまいである。ご満足いただけたかな、ローザ殿どの」

　ライザーの問いに、ローザは小さく頷うなずいた。

「見聞も広がり、実に有意義な時間でありました。猊げい下かには感謝の思いが尽つきませぬ」

「いやいや。我輩もよい息抜きとなった。……館内では少々熱くなってしまい、申し訳なかったのである。失言に近い言葉もあったかと思うが……どうか、忘れてくれると助かる」

「猊下は失言など漏もらしてはおりませぬ。猊下が《魔王》様亡なき後の世をいかに憂いているか、このローザ、確しかと胸に刻み申した。今後はより一層気を引き締めて、王たる者の責務を果たしていく所存にございます」

「……そう言ってくれると、助かるのである」

　会話の後、我々は外へ出た。

　陽ひもほとんど落ちて、空は黒へと染まり始めている。

　今日という日が、終わりを迎むかえつつあった。

「少々、遅おそくなってしまったのである。これでは我輩もローザ殿も、配下に𠮟しかられよう」

「えぇ。しかしまぁ、わらわの方はどうとでもなりましょう。こちらにはアード・メテオールがおりますので」

　さりげなく面めん倒どうごとを押し付けてくるローザに、俺は苦く笑しようするしかなかった。

「では、我輩はここいらで失礼する」

　静かにそう告げてから──なぜか、ライザーはこちらの顔を見て一言。

「また近いうちに会おう。アード・メテオール」

　絶対にお断りだ。

　思わずそう言い返したくなるような台詞せりふを吐いてから、奴は我々の前から去って行った。




　　　　◇◆◇




　屋や敷しきへ帰宅する最中、空は完全に黒へと染まり、夜がやってきた。

　街中の景観も、朝や昼とは様変わりしている。

　魔ま導どう式の街灯が大通りに並ぶ夜店を明るく照らし、道行く人々が、朝や昼とはまた違ちがう活気を形作っていた。

　心の根幹部分が子供なローザとイリーナは、夜店に寄っていこうだとか、夜の街で遊びたいとか言い始めたが……さすがに自重していただく。

　半ば二人を引きずるような形で、俺は屋敷へと戻った。……門を潜くぐって早々、老いた宰さい相しようヴァルドルから大目玉を食らったのは、言うまでもなかろう。

　その後。

　夕ゆう餉げと入浴を済ませ、各おの々おの、自室へ入る。俺達の部屋は隣となり合うように並んでおり、女王の身に何かあれば、すぐに駆かけつけられるようになっていた。

　もっとも、室内に侵しん入にゆうされるようなヘマをするつもりはないが。

　これまでと同様、周囲に探知魔法の網あみを張り巡めぐらせつつ、俺は自室にて、一人の時間を過ごす。

「ふぅ。ベッドの柔やわらかさが、いつもより心ここ地ちよい……」

　柔じゆう軟なんなマットに全身を沈しずめながら、俺は深々と息を吐いた。

「あぁ、なんとも、疲つかれた。今日は疲れた。それというのも全ては……」

　ライザー・ベルフェニックス。あの老将が原因である。

　まさかまさか、このような場で再会するとは思わなかった。

　極きわめつけが、教皇猊下である。

　正直、未いまだ理解が追いついていない。

「……まぁ、教皇となった理由に関しては、なんとなしに摑つかめたが」

　奴は古代末期において、俺が形成した社会を再現したいのだろう。

　だから教皇となった。

　どこぞの国王よりも圧あつ倒とう的に強い権力を有する、教皇という存在に。

「奴がまさか、あれほど強い政治思想を抱いだいていたとはな」

　ライザーという男は、とかく謎なぞだらけだった。

　それは過去の経歴、という意味だけではない。思想においても、俺は奴が何を考えているのか、よくわからないまま取り扱あつかっていたのだ。

　何せあの男は他ほかの配下と比べ、自己主張が控ひかえめだった。

　ときたま主張する内容は、幼子の救済といったものがほとんど。

「変態の宝庫たる我が軍において、比ひ較かく的地味な存在であったな、あの男は。ロリコンのド変態など正直、掃はいて捨てるほどいた。……まぁ、それもそれでどうかと思うが」

　ライザー・ベルフェニックスは四天王でありながらも、あまり目立たない人間だった。

　他者との交流も少なく……特に、俺との会話は必要最小限。それも淡々とした内容がほとんどで、奴の心情に触ふれた覚えがない。

「幼児趣しゆ味みという個性を除けば、ただただ冷れい淡たんな男だと、そう捉とらえていたが……考えを改める必要があるな」

　歴史博物館での一幕を思い返しながら、俺は息を唸うならせた。

「あの男は、危あやうい」

　人間という存在に対する、あまりにも冷然とした思想。

　ヒトが有する美しさなど、微み塵じんも信じない。ただただ醜みにくくおぞましいと、斬きって捨てる。

　……もしかすると、奴に対する苦手意識は、それが根底にあるのやもしれぬ。

　俺とて、ライザーと同じような考えではある。

　ヒトは醜く、おぞましいと、そう考えている。

　だが……それだけではないと信じたいのだ、俺は。

　かつてリディアが、ヒトという種を……それこそ、《魔族》さえも愛し、信じたように。

　俺もまた、ヒトの美しさを信じたい。ヒトを、愛したい。

　だが……リディアとは違って、俺は心の底からそうすることが出来ないのだ。

　ヒトは醜いだけの生き物ではないと、そう断言できるような材料を、持たぬがゆえに。

「リディアは、それがなくとも、ヒトの美しさを信じることが出来た。……きっとその違いが、俺達の末路を分けたのだろうな。同じような力を持ちながらも、奴は《勇者》と呼ばれ皆みなに愛された。それに反して、俺は《魔王》と呼ばれ、畏い怖ふの対象となった」

　……かつて俺は、絶大な力を有するがゆえに畏怖され、孤こ独どくに陥おちいったのだと、そう考えていたが。

　わかっている。そんな考えは、ただの言い訳だと。

　ヒトという種を信じられないから。心の底から愛するということが出来ないから。

　だから俺は、誤った道を走り、そして……孤独へと陥ったのだ。

「この部分を変えなければ、今世においてもきっといつか、俺は孤独へと落ちるのだろうな。……まったく、厄やつ介かいな星の下もとに生まれたものだ」

　人間の美しさを信じたい。人間は醜くおぞましいだけの存在ではないと、そう思いたい。

　だが……どうすればそんなふうに考えられるのか、俺にはわからなかった。

　倦けん怠たい感を息に乗せて吐き出す。

　もう、これ以上の思し索さくはやめよう。ドンドン落ち込んでいくだけだ。

　灯あかりを消し、床とこに就つこうか。

　と──そう考えた矢先のことだった。

　コンコン。

　ドアがノックされ、室内に音が響ひびく。

　イリーナが添そい寝ねに来たのだろうか。

　そう思いつつ、俺は声を返した。

「どうぞ、お入りください」

　果たして、ドアを開いた人物は。

「……女王陛下？」

　麗うるわしの女王、ローザであった。

　風ふ呂ろから上がってさほど時間が経たっていないからか、彼女の美しい金きん髪ぱつは湿しめり気を含ふくんでいて、透すき通る肌はだは桃もも色に染まっている。

　薄うす手での白いネグリジェは透とう明めい感が強く……彼女の柔やわ肌はだが、僅わずかに透けて見えた。

　実に艶つやっぽい出いで立ちに、少々赤面してしまう。そんな俺の様子が可お笑かしかったのか、ローザは唇くちびるに艶えん然ぜんとした笑えみを宿らせ、

「初心うぶじゃのう、そなたは。英えい雄ゆうは例外なく色を好み、性的にも豪ごう胆たんであるというのに。そなたと来たら、少々エロい格好をした女子おなごを見ただけでそれかや」

　反論の言葉が見つからない。

　扇せん情じよう的な彼女の体はまさに、一種の毒である。

　俺は目を逸そらしつつ、問いを投げた。

「い、いったい、どういったご用向きで？」

「うむ。そなたの子種でも貰もらおうと思ってのう」

「……は？」

　あまりに想定外な発言を受けて、俺は自然と、彼女に目を向けた。

　するといつの間にやら、ローザはこちらの目前に迫せまっており──

「そりゃっ♪」

　楽しげな声が彼女の口から漏れた瞬しゆん間かん、俺は肩かたを押され、ベッドに倒たおれ込んだ。

　それからすぐ、柔らかな感かん触しよくが全身を包む。

　ローザが覆おおい被かぶさってきたのだ。

「な、なな、何をっ!?」

「さっき言ったじゃろ。子種を貰いに来た、と」

「いやいやいや！　私達はそういう関係ではないでしょう!?」

「恋こい仲なかでなければ子作りしてはならぬという道理など、どこにもない。特に、わらわは王族じゃしの。優ゆう秀しゆうなオスであれば、出自も容姿も感情も関係はない。もっとも……そなたは全すべてにおいて完かん璧ぺきに条件を満たしておるが」

　目前にて、ローザが自らの唇をペロリと舐なめてみせる。まるで肉にく食しよく獣じゆうが獲え物ものを前にして行うような仕草であった。

「は、離はなれてください。わ、私は恋仲の方でなければ、こういうことは……！」

「ならば力ちから尽ずくでどかせばよかろう。それをしないということは即すなわち……ふふ、そなたも助すけ平べいな男の一人ということよ」

　反論の余地が微塵もない。

　……あぁ、ローザの言う通り、俺も阿あ呆ほうな男の仲間というわけだ。

「では。いただくとするかのう♪」

　ローザの紅あかい唇が、ゆっくりと近づいてくる。

　俺は反射的に、両目をギュッと瞑つぶった。

　…………が、いつまで経っても、柔らかな感触はやって来ない。

　おそるおそる瞼まぶたを開けてみると。

「く、くくっ……！　くくくくく……！」

　口元をひくつかせながら、何やら必死に耐たえているような様子のローザが、瞳ひとみに飛び込んできた。

　そして。

「ぶははははははははは！　こやつマジに受け取りおった！　ぶははははははははは！　き、生き娘むすめのように目を瞑って！　ぶは！　ぶはははははははははははは！」

　ベッドの上を転がりながら、腹を抱かかえて笑うローザ。

　……なるほど、まんまとやられたわ。

「女王陛下は、良いご趣味をお持ちですね。……いたいけな男子の純情を弄もてあそぶのが、そんなにも楽しいですか？」

「ぶははははは！　そう怒おこるでない！　ほんの戯たわむれじゃ！」

　寝転がったまま、俺の腹をバシバシ叩たたいてくる。

「……はぁ。悪戯いたずらに来ただけなら、もう出て行ってくれませんか。私は床に就きますので」

「ふふん。女王に対してその態度、やはり大物じゃのう、そなたは。しかし……アレのサイズはちみっこいが。くふふふふふふ」

「……はしたないことを言うものではありませんよ。貴女あなたは立派な淑女レデイなのですから」

「んん～？　わらわ、はしたないこと言ったかのう～？　アレとは即ち、女子に対する肝きもっ玉たまを指したものだったのじゃが～？　おやおや～？　アード君ってば、何を想像したのかのう～？　ナニを想像したのかのう～？」

　……腹立つわぁ、こいつ。

　存在としてのベクトルが、どこかヴェーダやアルヴァートにそっくりだ。

　奴やつ等らもこうやって、頻ひん繁ぱんに俺のことをおちょくって笑っていたな。

「もういいです。出てってください。早く出てってください」

「拗すねるな、拗ねるな。こっからが本題じゃ。もうしばし付き合え」

　ローザは一息吐はいてから……すぐさま、表情を変えた。

　人の悪い笑みが、穏おだやかな微び笑しようになる。

「今日は一日、楽しかったのう」

「……えぇ。そうですね」

「色々と、予想外のことが重なった。特に目を引いたのは……やはり、イリーナじゃ」

「イリーナさん、ですか？」

「うむ。博物館にて、教皇猊げい下かが熱くなった場面は、覚えておろう？」

「……えぇ」

「あのとき、イリーナが張り上げた言葉は……元来、わらわが口にすべきものじゃった。しかし、わらわはまともに喋しやべることさえ叶かなわなんだ。教皇猊下の全身から放たれる圧に、耐えることしか出来なんだ」

　そうか。俺からすれば、特にどうということでもなかったが、ローザのような一いつ般ぱん人からしてみると、あのときのライザーは畏怖の対象だったのか。

　……しかし、イリーナは違ちがった、と。

「あの恐おそろしい教皇猊下を前にして、堂々と己おのれの考えを語るとは。ふふ、我が親友は、いつの間にか遠いところへ行ってしまったようじゃの。そこへ連れて行ったのは、アード・メテオール、そなたじゃろ？」

　どこか切なげな目を向けられて、俺は押し黙だまるしかなかった。どんな言葉を返せばいいのか、見当がつかない。

　こちらが当とう惑わくしている間にも、ローザは饒じよう舌ぜつに言葉を紡つむいでいく。

「出会ったばかりの頃ころは正直、わらわのイリーナに対する心証は、最悪じゃった。頭も悪いし、性格も後ろ向き。ちょっとしたことで癇かん癪しやくを起こし、負けん気が強く、暴あばれん坊ぼうで……こんな奴と上手うまく付き合っていけるのかと、そう思っていた」

　ベッドに寝転がったまま、ローザは過去を懐なつかしむように、天てん井じようを見上げる。

「……のう、アード・メテオール。そなたはイリーナのことをどう思う？」

「そうですね。語り始めたなら、三日三晩は続く話になりそうですが……それを一言でまとめるなら、そう…………生しよう涯がいにおいて無二の友、といったところでしょうか」

「ふふ。そうかそうか。そなたは、まっこと良き男じゃな」

「そんなことはありませんよ。至って普ふ通つうです。イリーナさんと少しでも接したなら、誰だれもが彼女を愛するようになるでしょう。私もその一人に過ぎません」

「あぁ、そうじゃな。彼奴きやつの表面だけを見ているならば、誰もがそうなるじゃろう。しかし……真実を知ってなお、イリーナを愛し続けることが出来る者が、どれほどいる？」

　この問いに、俺は再び、黙ることしか出来なくなった。

　本当は、「皆みな、彼女を愛し続けます。そうに決まっている」とか、前向きなことを言いたい。しかし……

　それが出来ぬから、俺は黙っているのだ。

「まぁ、そなたが傍そばに居るというだけでも、イリーナにとっては十分であろう」

　そう呟つぶやくと、ローザはこちらの手を強く握にぎり、

「……メガトリウムに至るまでの道すがら、馬車の中でヴァルドルが述べた言葉は覚えておろう？　……ヒトは、異物を恐れる。まさにその通りじゃ。わらわとて、最初はイリーナをバケモノとして見ていた」

「しかし、今は大切な友人、でしょう？」

「うむ。さりとて……我等は少数派じゃ。もしかすると、真実を知ってなおイリーナを愛することが出来るのは、我等だけやもしれぬ。正直言って……わらわはヒトが信じられぬ。教皇猊下がおっしゃったように、ヒトはただひたすら醜みにくいだけだと、そう思う」

「………………」

「ゆえにもし、イリーナの正体が世に知れ渡わたるような瞬間が訪おとずれたなら。きっと民衆は掌てのひらを返すじゃろう。大英えい雄ゆうの娘としてチヤホヤしていた連中が、一いつ斉せいに、嫌けん悪おの目を向け……イリーナを排はい除じよしようと、動くじゃろう」

　こちらの手を握る力が、一層強くなる。

　そしてローザは懇こん願がんするように、俺の目を見て、言った。

「イリーナを守ってくりゃれ。そなただけが頼たよりじゃ」

　彼女の顔つきは、あまりにも深刻で。

　それゆえに、疑問を抱いだかざるをえない。

　なぜ、こんなことを頼たのむのか。

　そう問い尋たずねようとした、次の瞬間。

「アードっ！　一いつ緒しよに寝ま……しょ……？」

　勢いよくドアが開け放ち、それからこちらを見て、カチコチに固まる。

　そんなイリーナを見て、俺は即そく座ざに「ヤバい」と思う。

　彼女の視点で、こちらの様相を表すなら、そう──




　麗うるわしの女王陛下と、この俺が隣となり合って寝転び、手を握り合っている。

　まるで……そういうことをした、後のようだった。




「な、ななな……！　なにしてんのよぉおおおおおおおおおおおおおッ！」

　顔を真っ赤にして目を吊つり上げるイリーナに、俺は弁解の言葉を投げようとするのだが。

「ま、待ってください。完全に誤解されて──」

「ふはははははは！　イリーナよ！　そなたの友人は実にたくましいのう！　あれほど激しく肌はだを合わせまくったというのに、まだまだ足りぬとせがんで来おったわ！」

　女王の馬ば鹿かが、こんなことを言うもんだから。

「は、ははは、肌を……！　かか、重ね……！」

「おや？　意味がわかるのかや？　くふふふ。そっちの意味でも成長したようじゃのう。しかしまだまだ生娘であろ？　そんなんでは、アードを満足させることなど夢のまた夢じゃぞ～～～～？」

「ぐぬぬ……！　ぐぬぬぬぬ……！　い、いくらローちゃんでも……！　やっていいことと！　悪いことがあるでしょうがぁあああああああああああああっ！」




　……まさしく、てんやわんや。

　ドタバタは屋や敷しきの使用人やヴァルドルまで巻き込んで、一晩中続いたのだった。




　　　　◇◆◇




　翌日。

　昨夜の大騒そう動どうが噓うそだったかのように、朝は穏やかなものであった。

　屋敷の中にある、広々とした食堂にて、我々は朝あさ餉げを摂とる。

　女王とその御ご一いつ行こうをもてなすためのものなだけに、食事の内容は極きわめて豪ごう華かだった。

「う～～～ん。このお肉、めちゃくちゃ美味おいしいわねぇ～～～。シルフィーにも食べさせてあげたいわ」

「ジニーさんは？」

「あいつには付け合わせのポテトで十分よ」

「ふふ、手厳しいですね」

　美味な食事。

　穏やかな談だん笑しよう。

　これだ。これなのだ。俺が求めていたのは。

　こういう、平和そのものといった時間こそ、俺が求めてやまぬもの。

　このまま最後の最後まで、平へい穏おん無事であってほしいと、そう願う。

　──が。




「み、皆様っ！　た、たた、大変ですっ！」




　使用人の一人が、焦しよう燥そう感たっぷりに扉とびらを開け放ち、食堂に入ってきた瞬しゆん間かん。

　俺は心の底から、ため息を吐ついた。

　……なんというか、呪のろわれているんじゃないのか、俺の魂たましいは。

　どうしてこう、次から次へと、面めん倒どうごとが舞まい込むのやら。

「ええいっ！　騒そう々ぞうしいっ！　女王陛下の御ご前ぜんであるぞっ！　喚わめき散らすでないわ、この大馬鹿者がぁ！」

「うん、そなたが一番やかましいぞ、ヴァルドル。ついでにそなた、わらわの顔に思いっきりツバを飛ばしおったのう。国に帰ったらまず減給措そ置ちを──」

「なぁあああああにがあったと言うのだぁああああああああ!?　はよう報告せいッ！」

　瞳ひとみをジットリさせたローザに冷や汗あせを搔かきながら、ヴァルドルが使用人を怒ど鳴なる。

「そ、そそ、それがっ！　お、おお、お客様が、い、いい、いらっしゃいましてっ！」

「客ぅ～？　朝っぱらから訪ねてくるような無礼者に用などないわ！　どうせそこらの商人か何かであろう！　そんなもの追い払はらってしまえ！」

「い、いいい、いや、そ、そそ、それが、その──」

　怯おびえきった様子の使用人。

　その背後から、コツリ、コツリと、足音が聞こえてくる。

　そして──

　件くだんの客人が、悠ゆう然ぜんとした足取りで、食堂に入ってきた。

「朝っぱらから失礼する。なにぶん、時間が取れぬものでな。……無礼を許していただきたいのである。ラーヴィル宰さい相しよう、ヴァルドル殿どの」

「あ、あああ、貴方あなた様はっ……！」

　ヴァルドルもまた、使用人と同じように、全身をブルブルさせながら冷や汗を流す。

　果たして、現れた客人とは。

「……宣言通り、会いに参ったのである」

「……少々、性急が過ぎるのでは？」




　かつての四天王であり、現在は教皇猊げい下かとなった老将。

　ライザー・ベルフェニックス、その人であった。








第六二話　元・《魔ま王おう》様と、教皇の依い頼らい









　教皇とは唯ゆい一いつ無二の存在である。

　王が複数存在するのに対し、教皇はただ一人。

《魔王》崇すう拝はいが根付く現代においては、人類の主席として扱あつかわれており、社会的立場はまさにピラミッドの頂点と言えよう。

　そのうえ四天王という肩かた書がきまで併あわせ持っているのだから、ライザー・ベルフェニックスという男は規格外の大人物として扱われているわけだ。

　……そんな人間が事前告知なしにぶらりと現れたなら、その場がパニックになってもおかしくはない。

「ど、どどど、どうすれば……！」

「お、おおお、落ち着け！　ま、まずは、そう……お、お茶をお出しするのだッ！」

　ダラダラと脂あぶら汗あせを流す使用人達＆ヴァルドル。脱だつ水すい症しようになるのでは、と心配になるほどの発はつ汗かん状態であった。

　酷ひどく動どう揺ようしている彼等に反して、ローザやイリーナは比ひ較かく的落ち着いている。

　彼女等は事態を静観するつもりのようだ。面と向き合う俺とライザーを見つめるのみで、口を出そうとしない。

　……本来であれば、もっとも権限の強い女王陛下が場を回すべき、なのだが。

　当人にその気がないのなら、不本意ながらこのアード・メテオールが回すしかあるまい。

「……本日もご機き嫌げん麗うるわしく、なによりにございます。しかし教皇猊下ともあろう御お方かたが、自らこのような場に出向かれるとは」

「何かを頼む際は、なるべくこちらから足を運ぶようにしているのである。それが誠意というものであろう」

　もうこの時点で、俺はうんざりしていた。

　いったい何を指図されるのやら。断るという選せん択たくが出来ない平民という立場が今、生まれて初めて憎にくらしく思えた。

「……猊下のお頼みとあらば、喜んで引き受けさせていただきます。それで、我々は何をすればよろしいのでしょうか？」

「うむ。諸君も知っての通り、会議まで残すところ四日である。来らい賓ひんは既すでにメガトリウムに集合済み。準備は万ばん端たん整ったといえよう。……しかし」

「しかし？」

「不ふ甲が斐いない話であるが、掃そう除じがまだ済んでおらぬ」

　掃除という比ひ喩ゆが指すのは、間ま違ちがいなく《魔ま族ぞく》関係の案件であろう。

　会議と、その後に控ひかえた平和条約締てい結けつの発表を円えん滑かつに進めるべく、ライザーは事前に大掃除を実行していたに違いない。

　結果、街に潜ひそんだ《魔族》達はあらかた掃そう討とうされたものの……それでもまだ、解決出来ていない案件がある、と。それを俺達に任せようという魂こん胆たんだろう。

「……なるほど。件数はいかほどで？」

「残すところ三件。その中の一件を、其そ処こ許もと等に頼たのみたいのである。元来であれば、何もかもを身内で済ませるのだが……なにぶん人手が足りぬものでな」

　申し訳なさそうに表情を歪ゆがめるライザー。

　それを哀あわれに思ったか、ここでイリーナが沈ちん黙もくを破り、明るい声を張り上げた。

「任せて、教皇様っ！　あたしとアードにかかれば、どんな事件だろうと瞬しゆん殺さつよっ！」

「うむ。頼たよりにしているのである」

　安あん堵どしたように頰ほおを緩ゆるめるライザーだが……

　どうにもきな臭くさいな。

　奴やつの仕草。奴の言葉。全すべてが臭くてかなわん。

　これは何か、確実に裏がある。

　……かといって断ることが出来ぬ以上、あえて奴の掌てのひらのうえで踊おどるほかあるまい。

「では、詳しよう細さいを説明するのである」

　ライザーの口から、解決すべき案件が語られた。

　その内容を頭に入れつつ、俺は心の中で呟つぶやく。

　どうしてこうなった、と──




　　　　◇◆◇




　ライザーから受けた依頼は、俺とイリーナ、二人で対処することになった。

　俺達が屋敷を抜ぬける以上、その間、ローザの護衛は出来なくなる。とはいえ、その点に関しては、ライザーが子飼いの聖堂騎き士しを派は遣けんするとのこと。

　護衛任務を一時放ほう棄きして、我々は新たな任務をこなすべく、屋敷をあとにした。

「それで、どうするの、アード？」

「まずは聞き込みから始めましょう。事件が発生した周辺地区を回ります。かなり疲つかれるでしょうが……お互たがい、頑がん張ばりましょう」

「うんっ！　アードと一いつ緒しよなら、三日三晩ぶっ通しで働けるわっ！」

　底抜けに明るいイリーナの様子に、俺は自然と笑えみが零こぼれた。




　……その後。

　寄り道することなく、まっすぐに目的地へと向かい、予定通り聞き込みを開始する。

　今回、ライザーが解決を任せてきたのは、都市内部で発生している連続殺人事件である。

　死体の傍そばには例外なく、《魔族》を中心とした反社会的組織、《ラーズ・アル・グール》の紋もん章しようが刻まれていたとのこと。

　それを根こん拠きよに、ライザーはこの事件を《魔族》による犯行であると断定したらしい。

　……で、この案件、厄やつ介かいなことにほとんど手つかずだった。たいしたものではないと判断したようで、解決は今に至るまで後回しにされ続け……

　その結果、我々は一からこの案件を調査するハメになった。

　そうした事情でもなければ、周辺住民への聞き込みといった、事件発生後の初期段階ですべきことをわざわざやったりはしない。

「え～？　事件当時の状じよう況きよう？　う～ん、結構前のことだしなぁ……」

「……記き憶おくにないほど、前の出来事だったのですか？」

「うん。だいたい一ひと月つきぐらい前じゃなかったかな」

　聞き込み第一号の情報が、これであった。

　我々が現在聞き込みを行っている場所は、最初の殺人が行われた現場の近くである。

　大通りにほど近い区域で、陽ひが昇のぼっている間は人通りも多いのだが、夜になると人ひと気けがほとんどなくなるという。

　それゆえ、ここら辺では殺人を含ふくめ、多くの事件が頻ひん発ぱつしているとか。

「ありゃあ、間違いなく《魔族》の仕し業わざじゃ！　儂わしゃあ見たぞ！　半分獣けもののバケモンが、人間を喰くらうさまを！」

　聞き込み第二号の情報が、これである。

　半分獣のバケモノとなれば、それは《魔族》で間違いあるまい。

　奴等は普ふ段だん、ヒューマン族に極きわめて近い姿で生活している。しかし強い興奮状態になったりすると、半人半はん獣じゆうの姿に変身するのだ。

　……その後も、我々は地道に聞き込みを続けたが、特にこれといった情報は得られなかった。

「ふむ。いったん聞き込みは切り上げて、現場検証に移りましょうか」

　殺人現場へと移動する。

　多くの人々が行き交かう道の隅すみっこが、第一の現場であったらしい。

「……《死者の末声ゴースト》は、残っていませんね」

《死者の末声ゴースト》とは、まれに死者が残す思念体である。

　特に殺害された人間が残しやすく、相手に対する憎ぞう悪おなどを延々と吐はき続けるのだ。

　時には加害者に繫つながるような内容を吐くこともあるので、こういった殺人事件の解決には役に立つ。……もっとも、今回は残っていなかったわけだが。

「そして、魔力痕こんもナシ、と。残っていたなら追つい跡せき出来たのですが、まぁ、さすがにそんなヘマはしませんね」

　この現場にはもう、調査する価値はなさそうだ。

「最新の殺人現場がほど近い場所にあるようですから、次はそちらに向かってみましょう」

　宣言通りに移動し、現場検証を行う。

　まだ明るい時間帯だというのに、ほとんど人通りのない裏道。

　そのド真ん中にて、俺は腕うでを組みながら、現場検証を行う。

「ふぅむ……ここで殺人が行われたのは、二日前とのことで……霊れい体たいが残っているやもと、僅わずかに期待していたのですが」

　人は死した際、肉の器うつわから霊体が放たれる。

　これは現世に三日三晩残り、それから冥めい府ふへと昇っていく。

　この霊体が残っている間は、蘇そ生せいの魔法によって死者を復活させることが可能だ。

　……しかし、現場に霊体は残っていない。

「死者蘇生による、被ひ害がい者しやへの聞き込みが出来れば、事件解決に大きく近づくと、そう期待していたのですが……残念ですね」

「でも、これで犯人が《魔族》だってことが確定したわね！」

「えぇ。対象を霊体ごと抹まつ殺さつする技術は、一部例外を除いて、《魔族》のみが有するもの。ゆえにこの一件、下手人は十中八九、《魔族》とみて間違いないかと」

　こう答えると、イリーナは地面を睨にらみながら、拳こぶしを握にぎり締しめた。

「ほんっとに、許せないわね……！　なに企たくらんでるのか知らないけど、自分達の都合で人の命を奪うばうだなんて……！　なんでこう、問題ばっかり起こすのかしら……！」

《魔族》に対する義ぎ憤ふんを燃やすイリーナ。

　その肩かたに手を置きながら、俺は言葉を紡つむいだ。

「もうこれ以上、犠ぎ牲せい者しやを出さないためにも。この一件、早急に解決するよう努力いたしましょう。とりあえず……次は、雑貨屋に行きましょうか」

「雑貨屋？　なんで？」

「地図を入手するためです。もしかすると、相手方の狙ねらいが読めるかもしれません」

　イリーナには俺の考えが理解できないようだったが、反対することはなかった。

　むしろこちらを信しん頼らいしきった様子で頷うなずいてくる。

　彼女の思いに、きっちりと応こたえたいところだが……さて、どうなるか。

　我々は雑貨屋へ赴おもむき、メガトリウム全体の俯ふ瞰かん図ずを入手。

　それから羽根ペンを用いて、地図上に印を付けていく。

「なにしてるの？」

「殺人現場となった場所を印付けしているのです。しかし……ふむ……どうやら、無む駄だだったようですね」

《魔族》が人命を奪う理由はいくらかあるが、とりわけ代表的なものは、何かしらの儀ぎ式しきである。魂たましいや血液を贄にえとし、強大な存在を呼び出したり、特定の人物を呪のろったりなど、儀式によって可能なことは多た岐きにわたる。

「通常、儀式は法液を用いて描えがく、特とく殊しゆ魔ま法ほう陣じんなどを用意して行うもの、ですが。極めて大規模な儀式……それこそ、街や国一つをまるまる消し飛ばすようなものですと、対象エリア全域を覆おおうように特殊魔法陣を描く必要があります」

　今回の殺人は、それが目的かと思ったのだが……どうやら違ったらしい。

　もしそうだったなら、殺人現場を線で結ぶことにより、なんらかの陣が見えてくる。

　だが、今回の一件に関しては、どのような陣も見えてはこない。

「アテが外れましたが……まぁ、問題はありません。まだまだ真相に結び付くであろう要素は、いくらでも残っているわけですからね」

「さっすがアード！　探たん偵ていをやらせても超ちよう一流ねっ！」

　こちらを信じ切っている様子のイリーナに……俺は、ちょっとした罪悪感を覚えた。

　今し方、彼女に吐いた台詞せりふは全て、噓うそっぱちである。

　実のところ、捜そう査さは難航していると言ってよい。下手をすると……解決不能やもしれぬ。

　とはいえ、そんな現実を正直に話したなら、イリーナは不安になろう。

　ゆえに俺は、彼女の顔を曇くもらせぬよう、強がりを言ってみせたのだ。

「……とりあえず、現場検証を続けましょうか。何か痕こん跡せきが残っているかもしれません」

　完全に、希望的観測に過ぎなかった。実際は、痕跡など微み塵じんも残ってはいまい。

　まったく、どうしたものやら。

　表向きは余よ裕ゆうを浮うかべつつも、内心で焦あせりを蓄ちく積せきさせる。

　そうしながら、俺はイリーナを伴ともなって、近場の殺人現場へと移動するのだが──

　その道中のことだった。

　民家が立ち並ぶ、住宅街と思おぼしき区域に入ると同時に、俺達は長ちよう蛇だの列に出くわした。

「す、すっごい行列……！　どこまで続いてんのかしら？」

「これほどの行列は、王都でもなかなかお目にかかったことがありませんね」

　普段なら、珍めずらしいものを見たという程度の認にん識しきに留とどめていただろう。

　だが……

　俺の第六感は今、この行列に強い反応を示していた。

　これは、何かある。

　そう判断した俺は、列に並ぶ者の一人に聞き込みを行った。

「もし。この行列はいったい、どういったものですか？」

「は？　なんだ兄ちゃん、聖者様のこと知らねぇのかよ？」

「……聖者様？」

　俺だけでなく、イリーナもまた小首を傾かしげた。

　そんな我々を見て、列に並ぶ者達の多くが、「信じられない」といった顔をする。

「ははぁ。あんた達、さてはよそもんだな」

「にしても、世間を知らなすぎるぜ」

「聖者様を知らねぇなんて、よっぽどの田舎いなか者なんだろうな」

　……まぁ、俺もイリーナも辺へん鄙ぴな村出身なわけだから、否定はしないが。

「田舎者で悪かったわねっ！　それで!?　聖者様ってのは何者よっ!?」

「聖者様は聖者様さぁ」

「ご本名は確か、ボルドー様、だっけかぁ」

「聖者様はなぁ、どんな病も、どんな傷も、たちどころに治しちまうんだよ」

「……ほう。それはそれは」

　どうやら、聖者様というのはボルドーという名の町医者、らしいな。

　かの者を称たたえる人々の中には、キツい訛なまりを持つ者もいる。そうしたところから察するに、聖者様というのは国外にも名声を轟とどろかせているのだろうな。

　……もっとも、我々は田舎者ゆえ、その存在を今知ったわけだが。

「世の中、すっごい人がいるもんねぇ」

「そうですね。……ただ腕の良い医者というだけなら、問題なさそうですが」

　やはり、どうにも気になる。

　俺はイリーナを連れて、路地裏へと引っ込んだ。

「ど、どうしたの、アード？　い、いきなりこんな、人気のないところに連れ込むなんて」

　何か誤解しているようだ。彼女の白い顔が、ほんのり朱しゆに染まっている。

「……少々、人様に見られるのが憚はばかられることをいたしますので」

「えぇっ!?　い、いや、でも、その……こ、心の準備とか……」

　やはり大きな誤解をしているようなので、俺は詳くわしい説明を行うことにした。

「姿見の魔法を用いて、診しん療りよう所じよ内の様子を観察します。人目については何か、怪あやしまれるやもしれませんので、ここに移動したというわけです」

「あっ。そ、そうなんだ。ふぅ～ん……」

　どこか残念そうな様子のイリーナだが、ここはあえて無視させていただく。

　俺は早さつ速そく、姿見の魔法を発動した。

　紅あかい幾き何か学がく模様……魔法陣が我々の前に顕けん現げんする。

　前後して、陣の内側から大鏡に似た物体が姿を現した。

「さて……聖者様とやらのご活かつ躍やく、とくと拝見させていただきましょうか」

　呟つぶやくと同時に、鏡面が診療所内部の映像を映し出した。

　内観としては、町医者の小さな診療所といったところか。

　いくつかの棚たなが並び、そこには薬品入りと思しき瓶びんが所ところ狭せましと置かれている。

　そんな診療室の中で今、二人の男が椅い子すに座り、向き合っていた。

　片や、見るからに病人といった顔の小人族。

　その様子を見つめる、このヒューマンの男が……聖者様もとい、ボルドーか。

　歳としの頃ころは三〇後半。手入れの行き届いた顎あご髭ひげが特とく徴ちよう的で、顔面の造形はかなり整っている。

　ダンディズムに溢あふれた美形中年といったボルドーは、穏おだやかな微び笑しようを浮かべつつ、口を開いた。

「それで、本日はどうされました？」

「あ、朝から、は、吐き気が酷ひどくて……！　お、お腹なかの方も、止まらないんです……！」

「ふむ。吐き気に下げ痢り、ですか。思い当たる節は？」

「な、何も……！」

「そうですか……では、ちょっと診みさせていただきますね」

　問診を終えてすぐ、触しよく診しんへと移る。

　ここまでは、特にどうといったことのない診療風景だったが──

「貴方あなたはどうやら、厄やつ介かいな病にかかってしまったようだ。薬などで治療すると、時間もお金も馬ば鹿かにならないほどかかる」

「えぇっ……!?」

「しかし、ご安心を。僕の手に掛かかればこの程度の病、ほんの数秒で治してみせましょう」

　大たい言げん壮そう語ごとしか取りようのない言葉を吐はいてからすぐ、ボルドーは相手の額に右手の指先を付けた。

　そして──

　患かん者じやの全身を覆うように、魔法陣が顕現する。

　数すう瞬しゆんの後、それは煌きらめく粒りゆう子しとなって飛散し、患者の体内へと吸い込まれていった。

　その直後。

「お……!?　おおおおおお……!?　な、治った!?　吐き気も、腹痛も、完全に治ったっ!?」

　目を見開いて、椅子から立ち上がる小人族。

　その様子を姿見の魔法越ごしに見つめながら、イリーナが感かん嘆たんしたように呟く。

「い、今のって……！　回復魔法、よね……!?」

「えぇ。それも、現代の常識を軽く覆くつがえすほどの」

　魔法が衰すい退たいした現代において、回復魔法はもっとも廃すたれた分野となっている。

　古代においては死者の蘇生さえ可能だった分野だが、今やちょっとした掠かすり傷を治すのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　にもかかわらず、このボルドーという男は、症状を一瞬にして治してみせた。
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「聖者様の所以ゆえんは、常識はずれな回復魔法、ですか」

　それだけであれば、まぁ、特にどうということはない。

　確かに現代基準でいえば奇き蹟せきの御み業わざであるが……誰だれもが不可能というわけではない。

　ごくまれだが、人類には異常個体と呼ばれる、常識はずれな存在が生まれることがある。

　今世における我が父母、そしてイリーナの父・ヴァイスなどは、その最たる例だ。

　彼等はまさしく規格外な存在であり、誰もが不可能と断言することを易やす々やすと行う。

「パパ以外の人、初めて見たわ……！」

　このボルドーもまた、異常個体に属する者の一人であると、イリーナはそう考えたようだ。

　しかし。

　俺は、違ちがう意見だった。

「ふむ。これはこれは」

　新たな患者を治ち癒ゆするボルドーの様子を見み据すえながら、俺はボソリと呟いた。




「実に、興味深い案件ですねぇ」




　　　　◇◆◇




　ゴウンゴウンと、鐘かねの音が街中に木霊こだまする。

　宗教国家・メガトリウムでは、鐘を鳴らす回数で時刻を示し、行動方針をも決定づけるという。

　今回、鳴らされた回数は一八回。

　これは本格的な夜の到とう来らいを指し示すものであり、人々は鐘の音を聞いて、足早に自宅へと帰っていった。

　聖堂から派は遣けんされた騎き士し達が、警けい邏らをかねて、魔ま導どう式の街灯に灯あかりを点つけていく。

　そんな中。

　診療所の営業時間が終しゆう了りようすると同時に、ボルドーが外へと出てくる。

　そうして、営業終了のプレートをドアに掛けようとするのだが……

　俺はそんなボルドーに、声をかけた。

「もし。ちょっとお時間をいただけませんか」

　ボルドーはこちらを見やると、穏やかな微笑を浮うかべ。

「なんだい？　見ての通り、診療時間は終わったけれど……緊きん急きゆうの用件であれば、こちらから出向かせてもらうよ。一人でも多くの人を治すのが、僕の使命だからね」

「ほう。それはそれは。実に熱心でいらっしゃる」

　表向き、感心したように頷うなずきながら。

　俺は、ボルドーを見つめる瞳ひとみを、細くした。

「では、単刀直入にいきましょう」

　ここからは、彼にしか聞こえないほど小さな声で、言葉を紡つむがねばならない。

　周囲を行き交かう聖堂騎士に、聞かれてはならぬ内容であるがゆえに。

　そして。

　俺は目前の男に対し、己おのが内に生じた疑問を口にした。




「ボルドーさん。……《魔族》の貴方が、なぜ人を救うのですか？」








第六三話　元・《魔ま王おう》様と、人間の闇やみ　前編









　街灯の煌きらめきが、メガトリウムの街並みを明るく照らす。

　されど我が問いかけを受けたボルドーの姿は、夜の闇に溶とけ込んでいて、いかな反応を見せているのか認にん識しきすることが出来ない。

　けれども察することは可能である。

　これまで隠かくし通してきた秘密が、唐とう突とつに明かされてしまった。

　そんな男の顔は今、驚きよう愕がくと動どう揺ように歪ゆがんでいることだろう。

「……中で、話さないか？」

　震ふるえる声が、彼の内面を物語っている。

　こちらに怯おびえきっているような態度のボルドーだが……全すべて芝しば居いやもしれぬ。

　そう考えているのは、俺だけではない。イリーナもまた同じことを思ったようで、だからこそ、こちらをジッと見つめてきた。

　視線が彼女の思考を伝えてくる。

〝どうしよう？〟

　無言の問いかけ。それに対する答えは。

「よろしい。診療所の中で詳しい話を聞かせていただきましょうか」

　俺は、相手の誘さそいに乗ることを決めた。

　イリーナも予感していることだろうが……診療所に入った瞬間、不意をつかれる可能性がある。この状じよう況きよう下かにおいて、相手が口くち封ふうじを選せん択たくする可能性は極きわめて高い。

　しかし、それはそれで問題ないと判断した。

　いかな不意打ちであろうとも、完かん璧ぺきに対応できるという自負があるからだ。

「……よかった。さぁ、入ってくれ」

　どこか安あん堵どしたような声を出しながら、ボルドーは出入り口のドアを開け、我々を中へと誘いざなう。

　俺は脱だつ力りよくした状態で。イリーナは警けい戒かい心を露あらわにしながら。診療所へと足を踏ふみ入れた。

　不意打ちは、来ない。

　ボルドーはドアを閉めてすぐ、部屋の奥へと移動し、椅子を三つ引っ張ってきた。

「座ってくれ。よければ、お茶を淹いれようか」

「いえ、結構です。これからどうなるにしても……我々は、長居いたしませんので」

　俺の言葉にある種の重圧を感じたのか、照明具に照らされたボルドーの顔に一筋の汗あせが流れた。

　こちらを完全に畏い怖ふしきっている。そうした様子のボルドーに、イリーナは眉まゆをひそめながら口を開いた。

「あんた、ホントに《魔族》なの？」

「……こんなにも情けない《魔族》は、初めて見たって顔だね」

　イリーナを始め、現代生まれの人間からしてみれば、《魔族》は恐きよう怖ふの象しよう徴ちようである。

　圧あつ倒とう的な戦せん闘とう能力を誇ほこり、常つね日ひ頃ごろ社会を脅おびやかしている、絶対悪。《魔族》にはそうしたイメージが付きまとう。

　それに当てはめてみると、目前の男はあまりにも《魔族》らしくなかった。

　ただ人が好いいだけの、人間にしか見えなかった。

　ボルドー自身、そのような存在として振ふる舞まっていたのだろう。だからこそ、己おのれの正体がなぜ露ろ見けんしたのか、気になって仕方がないといった様子だった。

「なぜ、僕が《魔族》だと？」

「いくつかありますが、決め手となったのは……魔力の性質」

「魔力の、性質？」

「そう。人のそれと《魔族》のそれは、性質が微び妙みように異なるのです」

「……そう、か。今まで何度も正体を暴あばかれてきたけど、このパターンは初めてだな」

　右手で顔を覆おおい、大きなため息を吐つく。

　その表情には絶望感が宿っていたが……どこか、奇き妙みような落ち着きも感じさせる。

　まるで、こうした状況に慣れているかのようだった。

「何度も正体を暴かれてきたって……どういうことよ？」

「そのままの意味さ。僕はずっと、自分の正体を隠して生きてきた。人の世に混ざり、人として生きてきたんだ。けれど……人間というのは、異物に敏びん感かんなんだろうね。なぜだかいつも正体がバレて……その度たび、僕は居場所を失い続けた」

　彼の目め尻じりに、涙なみだがにじむ。

「失敗から学び、完全に人として振る舞い続けられるようになったと、そう思ってた。でも、結果はこれだ。やっぱり《魔族》は、人と共存出来ないよう創つくられた存在なのかな」

　共存。

　その言葉に、イリーナが目を見開いた。

「……共存、って。本気で言ってるの？」

「君達からすれば、信じられない考えだろうね。でも、本当だよ。僕はどこぞの組織に属しているわけじゃないし……そもそも、彼等がやっていることに賛同出来ない」

「ゆえに、共存を目指した、と」

「うん。だって僕は……人間という種を、愛してるから」

　真しん摯しな表情に、噓うそ偽いつわりの気配はない。

　無論、見せかけに過ぎぬという判断も出来ようが……

「ねぇ、アード。この人は、放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

　イリーナは、ボルドーを信じたがっている様子だった。

　そんな彼女の反応が意外だったのか、

「君は、僕を排はい除じよしようとは思わないのかい？」

「……うん。《魔族》には酷ひどい目に遭あわされたこともあるけど、あたしは《魔族》が悪い奴やつばかりじゃないって、知ってるから」

「そうですね。我々の学友にも《魔族》の血を引いている方がいらっしゃいますが、なんの問題も起こしてはおりませんし、皆みなと仲良くやっておりますからね」

　我々の言葉に、ボルドーは目を瞠みはった。

　信じられない。彼の表情は、そうした意思を物語っている。

　だがそれと同時に、信じたい、という思いもあるようだ。

「そう、か。……その子が、羨うらやましいな」

「貴方あなたとて共存は不可能ではないでしょう。無論、人の世の掟おきてを守り続ける意思があるのなら、ですが」

　ここで一呼吸の間を置いてから、俺は本題を切り出した。

「さて、ボルドーさん。ここ最近、都市内部で殺人事件が続いていることはご存じでしょうか？」

「……あぁ、知ってるよ。付け加えるなら、かの組織の連中が、教皇様お抱かかえの騎士達に処理されているということもね」

「無礼を承知で言わせていただきますが。我々はついさっきまで、貴方が事件の犯人ではないかと考えていました。此こ度たびの連続殺人、下手人は《魔族》の可能性が高いと踏んでおりますので」

　ここまで言い切ると、俺はジッとボルドーの瞳を見つめながら、返事を待った。

「……僕はやってない。本当だ。信じてくれ」

　額に汗を浮かべながら、彼は縋すがり付くように言葉を紡ぐ。

「僕は、人間社会の中で、居場所を見つけたいんだ。《魔族》の在あり方は、僕からすれば間ま違ちがってる。他ほかの種を差別したり、虐しいたげたりするなんて、馬ば鹿か馬鹿しいと思ってる。僕達が持ってる強大な力は、虐げるためのものではなく……救うためのものだと、そう考えてる。だからこそ僕は……救うべき人々のために、診しん療りよう所じよを開いてるんだ」

　そんな自分が人殺しなどあり得ない。

　ボルドーはそう言いたいのだろう。

「よろしい。貴方の言葉を信じましょう」

「ほ、本当かい……!?」

「えぇ。夜分に失礼いたしました。我々はここらでお暇いとまさせていただきます。……さぁ、屋や敷しきに帰りますよ、イリーナさん」

　スッと立ち上がり、そのまま振り返ることなく、診療所から出て行く。

　ボルドーからしてみれば、拍ひよう子し抜ぬけするほどアッサリした対応であったことだろう。

　そしてそれは、イリーナにとっても同じだったようだ。

　夜道を歩きつつ、彼女はおずおずと口を開いた。

「ねぇ、アード。ボルドーさんのこと、信用するの？」

「貴女あなたは、彼を信じるのですか？」

「うん……信じる、っていうか……信じたいっていうのが、本音かな」

　胸むな元もとで、ぎゅっと両手を組むイリーナ。その思いは、十分に理解出来る。

　彼女はきっと、ボルドーと自分を重ねているのだろう。

　異物としての正体をひた隠し、人間社会の中に自分の居場所を見つけようとしている。

　それはまさに、イリーナの生き方と同じであり──

　そして、俺の生き方もまた、そういうものだった。

　だから、信じたいという気持ちは痛いほどわかる。

　しかし……

「確証もなしに信用することは出来ません。とりあえず明日一日、彼を監かん視ししましょう。答えを出すのはそれからです」

「……うん。そうよね」

　どこか沈しずんだ様子で、俯うつむくイリーナ。

　俺がボルドーに対して出した判断が、そんなにも気に入らなかったのだろうか？

　彼女とて、似たような考えだと思うのだが。

　イリーナの内心が理解出来ず、首を傾かしげると……

　次の瞬しゆん間かん、彼女自身の口から、疑問の答えが漏もれ出た。

「なんていうか、自己嫌けん悪おしちゃうわね」

「自己嫌悪、ですか？」

「うん。メガトリウムに到とう着ちやくするまでに、さ。ヴァルドルさんが言ってたでしょ？　人は異物を恐おそれるって。だから……正体を知られたら、皆、掌てのひらを返すって」

「……えぇ」

「あたしね、内心、そんなことないって、そう思ってたの。そう、思いたかったの。でも」

　イリーナの唇くちびるが、小さく震ふるえ始めた。

「違うんだなって。今は、そう思う。だって……あたし達がそれを、証明してるもの」

　……あぁ、そうか。だからイリーナは、落ち込んでいるのか。

　人は異物を恐れる。たとえ昨日まで愛していた隣りん人じんでさえ、その正体が異物であると知ったなら、人は掌を返し、排除しようと動く。

　この考えを否定したいと願う一方で。

　イリーナは今回、ボルドーという名の異物に対して、疑ぎ惑わくと恐れを抱いだいたのだ。

　彼は《魔ま族ぞく》である。まさしく、人にとっての異物である。

　だからこそ彼女は、ボルドーが事件の犯人ではないかと、必要以上に疑っていたのだろう。だが、彼の心情に触ふれたことで、信用してもいいのではと思い……

　結果、自己嫌悪に陥おちいったのだ。

「あたしは誰だれのことも差別しない。どんな異物だろうと受け入れる。そう、考えてたけど……もしかしたら、違うのかもしれない。《魔族》に対する差別感情や偏へん見けんが、どうしても消えないの。……あたしも、あいつらとなんら変わりない、バケモノだっていうのにね」

　落ち込んだ様子の彼女に、何か言ってやりたかった。

　けれど……それは難しい。

　俺とて、ボルドーをどこか、異物として扱あつかっているのだ。

　平和を脅かす何かだと、そういった捉とらえ方をしている自分が、心のどこかにいる。

　……イリーナの言う通り、自分もまた彼と同じ、異物であるというのに。

「ねぇ、アード。教皇様の言う通り……人間は、醜みにくいだけの生き物、なのかな」

　暗く、沈んだ調子で紡つむがれた言葉に。




　俺は終ついぞ、なんの反応も、出来なかった。




　　　　◇◆◇




　屋敷へと戻もどり、夕ゆう餉げと入浴を済ませ、就しゆう寝しんする。

　そして朝。

　教会が鳴らす鐘かねの音が、目覚ましとなった。

　軽い朝食を摂とった後、俺はイリーナを自室に招き、昨夜述べた通り、ボルドーの監視を始めた。

　この作業について、女王ローザは興味を抱いたのだが……

　彼女は書類確かく認にんといった政務があるとのことで、泣く泣く不参加となった。

　さて。

　姿見の魔法を発動してすぐ、俺とイリーナの前に大鏡が顕けん現げんする。

　やがてそれが、診療室の様子を映し出した。

　ボルドーは既すでに仕事を始めているようだ。

「本日は、どうされました？」

　相手を落ち着かせるために、穏おだやかな表情を崩くずさない。

　そうして彼は粛しゆく々しゆくと、誠心誠意、職務に取り組み続けた。

　軽い病であれば、薬物治療ないし、整体治療を施ほどこす。

　重病であれば、持ち前の魔法技術によってそれを癒いやす。

「お、おぉっ!?　消えた！　消えたぞ！　ずっと横に居たあいつが消えたぁっ！」

「また何か、体の不調があればいらしてください。どのようなものであれ、必ず治してみせますよ」

　己おのれの仕事に誇ほこりを抱く、男の顔であった。

　人々の病を癒やし、救うことに、彼は心の底から喜びを感じているように見える。

「なんだか、本当にいいお医者さんって感じね」

「えぇ。現段階においては、なんら疑うところがありません」

　その後も、我々はボルドーの仕事を観察し、彼への理解を深めていった。

　聖者様と呼ばれてもおかしくはないと、今はそう思う。

　彼はまさに、聖人君子そのものだった。

　富める者も貧しき者も分け隔へだてなく接し、例外なく癒やす。

　しかしこれほどの仕事をしておきながら、対価は「お気持ちだけいただく」と言って、相手が金銭を一いつ切さい支し払はらわなかったとしても、嫌悪の表情など微み塵じんも見せない。

　聖職者よりも、よほど聖職者らしい。

　ボルドーはそういう男だと心から思えた。

「本日は、どうされました？」

「お、俺ぁなんも問題ねぇんですが……兄貴分が、怪け我がをしまして……！」

「こちらに来られないほどの怪我、ですか？」

「え、えぇ。聖者様にご足労願うのは、とんだ無礼かもしれやせんが……」

「いえ、問題はありませんよ。列に並んでくださっている方々を少々お待たせすることになりますが……皆みなさん、きっと理解してくださるでしょう」

「おぉ……！　ありがてぇ……！　それじゃあ、早さつ速そく！」

　チンピラ風の男に連れられ、ボルドーは診療室の外へと出て行った。

「……ねぇ、アード。もう監視の必要はないんじゃないかしら」

「えぇ。そうですね」

　目視確認だけでなく、あらゆる魔法による検査を行ったが、このボルドーという男に怪あやしい点はまったく見られない。

　彼は心の底から人間との共存を望む、善良な《魔族》であった。

「彼は、シロとみて間違いないかと」

「……なんだか、応おう援えんしたくなっちゃったわね」

　神しん妙みような顔つきのイリーナに、俺は小さく頷うなずいた。

　ボルドーと俺達は、ある意味で同じ存在なのだ。

　人々を慈いつくしみ、笑え顔がおに囲まれ、幸福な日常を楽しんでいる。

　けれどもその一方で、心の中には強い不安と恐きよう怖ふが充じゆう満まんしており……

　いつか居場所を失うのではないかと、常に怯おびえている。

　同じ異物同士、相手の感情が十全に理解出来た。

　だからこそ、俺もイリーナと同じ気持ちを抱く。

　彼の秘密が永遠に明かされることなく──その幸福が、一生続きますように、と。




　……監視を終えた後、我々はすぐさま街へと繰くり出した。

　ボルドーがシロだった以上、連続殺人事件の調査は振ふり出しに戻ったことになる。

　なんとか新たな手がかりを摑つかむべく、俺とイリーナは奔ほん走そうしたのだが。

「ちょっと、お手上げって感じ？」

「そうですね。わかっていることは、《魔族》による犯行という一点のみで、それ以外の全すべてが、謎なぞのまま。……正直、ここまで手こずるとは思いませんでしたよ」

　やれやれと嘆たん息そくしてすぐ、ゴウンゴウンと、鐘の音が周囲に鳴り響ひびいた。

　これは、昼の到とう来らいを示すものだ。

　ゴウン、ゴウン。何度も繰り返される、鐘の音。

　その中に……ぐぅ～、という音が混ざった。

　発生源は、イリーナの腹である。

「え、えへへへへ。な、なんか食べに行かない？」

「そうですね。腹が減ってはなんとやら。ちょうど目の前にレストランがありますし、あちらに行きましょうか」

　大通りの中、通行人に混ざって、目的地へと赴おもむく。

　こじゃれた外観の、小さなレストラン。入り口にはメニューを記したものと思おぼしき看板が置いてあり、それを確認してから、俺達は中へと入った。

　さすがに昼時なだけあって、客足はなかなかのもの。隅すみ々ずみまで清せい掃そうが行き届いた、清潔感ある店内にはテーブル席とカウンター席が多く並んでいるが……ほとんど満席だ。

　しかし運良く、テーブル席に座っていた一組の男女が食事を済ませて出て行くところだった。俺達はそこへ案内され、椅い子すに腰こしを落ち着けると、店員に料理を注文する。

「なんだかいい感じのお店ねっ！」

「えぇ。内装のセンスが実に素す晴ばらしい」

　事件のことを一時忘れ、俺達は落ち着いた時間を過ごしていた。

　が──

「あぁん!?　てめぇ、オレ達からカネを取るってか!?」

　前まえ触ぶれなく店内に響いた怒ど声せいが、穏やかな空気をブチ壊こわす。

　僅わずかに不快感を覚えつつ、俺はそちらに目をやった。

　ガラの悪いオーク族の男が目に入る。その近くには連れと思しき、獣じゆう人じん族の男が立っており……やれやれと、肩かたを竦すくめた。

「おい。騒さわぐんじゃねぇよ」

「けど兄貴！　この野や郎ろう、オレ達からカネを──」

「黙だまれ。モグリをあえて雇やとってるってことがわかんねぇのか、てめぇは」

　どうやら、獣人族の男の方が、強い立場を有しているらしい。

「なぁ、君。連れが騒いで本当に申し訳なかったね。食事代と……ほら、迷めい惑わく料だ」

「えっ!?　こ、こんなにも……!?」

「気にしなくていい。その代わり、俺達のことは忘れてくれると助かる」

　こんなやり取りをしてから、二人は店をあとにした。

「なによ、あいつら！　クレーマーってやつ？　感じ悪いわねっ！」

　ぷりぷりと怒おこるイリーナ。

　他ほかの客達も似たような思いだったようだが……別の言い方をするなら、その程度の考えしか抱いだかなかった、とも言える。

　イリーナを含ふくめた客のほとんどが、やがて二人の男を忘れ、平へい穏おんを満まん喫きつし始めた。

　しかし、その一方で。

「どうしたの、アード？　なんか難しい顔してるけど」

「……先ほどの彼等が、どうにも気になりましてね」

　普ふ段だんなら、取るに足らぬ日常風景として処理するところだが……

　第六感が、俺の心に怪け訝げんを呼び込んでいる。

「……ふぅむ。ともすれば」

　顎あごに手を当て、考え込む中。

　我が脳内に、ある仮説が急浮ふ上じようした。

「ね、ねぇアード？　なんか様子が変だけど……どうかしたの？」

「そうですね……まだ、なんとも言えない状態ですが……」

　腕うでを組みながら、俺はボソリと呟つぶやいた。

「事件の犯人が、特定出来るかもしれません」

「えぇっ!?」

　イリーナの大声に、周りの客がビクリと体を震ふるわせた。

　けれども、彼女はおかまいなしといった調子で、身を乗り出してくる。

「で!?　犯人は誰だれなの!?」

「いや、まだ確証はありません。そのための材料が欲ほしいのですが……イリーナさん、貴女あなたはこのメガトリウムについて、どこまでご存じですか？」

「どこまで、って。大たい抵ていのことは知ってると思うけど。パパが昔、メガトリウムはあたしにとっても重大な場所だから色々と勉強しておきなさいって、そう言ってたからさ。最新情報を色々と頭に入れてるのよね」

「ほう。では……メガトリウムの政治体制や法に関しても、造ぞう詣けいが深いと？」

「まぁ、そこらへんは当たり前の分野よね」

　いいぞイリーナちゃん。頼たよりがいがあるじゃないか。

「では、いくつか質問させていただきます。まずは、そうですね……メガトリウムは他国に比べ、法的に厳格と言えるでしょうか？」

「うん。間ま違ちがいなく厳しいわね。細かいところまでビッチリと法が並んでるって感じ。パパはこのメガトリウムのこと、法治国家って呼んでたわ」

「なるほど。では、民たみの管理システムはどうです？　我々が住まうラーヴィルなどと比べ、優すぐれていると言えますか？」

「う～ん。間違いなく、優れてると思うんだけど……個人的には、やり過ぎというか」

「やり過ぎ、とは？」

「どんな方法かは知らないんだけどさ、国民の情報を全部管理しきってるのよね、メガトリウムって。国民一人一人の生まれから死別は当然のこと、収入金額だとか、購こう入にゆう物の履り歴れきだとか、ありとあらゆる情報を管理してるんだってさ」

「ほう」

「小さな都市国家だから出来ることだとは思うんだけどね。でも……ラーヴィルで再現出来るとしても、あたしは反対かな。あんまりにも監かん視しの目が行き届いてて……これじゃあまるで、広々とした牢ろう獄ごくだわ」

「まぁ、その点については同意しますよ。……話を元に戻もどしますが、それほど高レベルな統治システムが敷しかれているのであれば、犯罪発生率も少ないと考えてよろしいか？」

「いや、それがそうでもないのよね」

「と言いますと？」

「やっぱり人間ってさ、抑よく圧あつされると反発しやすいみたいで……殺人だとか、かなり多いみたいよ。ただ、ちょっと歪ゆがんでるというか……」

「歪んでる、とは？」

「うん。犯罪に手を染めたり、その犠ぎ牲せいになったりしている人は、大人がほとんどなの。子供はそういうことにほとんど巻き込まれてないみたい。付け加えるなら……法関係もね、子供を優ゆう遇ぐうするものが大多数で、大人については無関心っていうか」

　なるほどな。おおよそ、この国の政治理念が把は握あく出来た。

　やはり奴やつは、かつて俺が形成した社会を再現しようとしているのだ。

　もっとも、完全再現ではなく、ライザーのエゴを最優先した形に歪めてはいるようだが。

「犯罪件数について、ですが。……違い法ほう薬物の取り締しまり件数は、いかほどで？」

「えぇっと、確か、そう……めちゃくちゃ多かったと思う。この国では、子供に麻ま薬やくを売ったら問答無用で処しよ刑けいされるんだけど、大人に対しては軽い罪に問われるだけ、みたいだから。結構、薬物が出回ってるみたいね」

　そういえば、と、イリーナが天てん井じようを見上げながら呟いた。

「朝、ボルドーさんの診しん療りよう所じよにも、薬物中毒っぽい人が来てたわね」

「ふむ。確かに。……この都市国家はどうやら、極きわめて歪んでいるようだ」

　最さい先せん端たんの統治システムを誇ほこる、法治国家でありながら。

　その実態は、子供だけが幸福であればそれでよいという、ライザーの歪んだ考えが根付く場所。

　ゆえに……裏社会の面々からすると、よき稼かせぎ場となろう。

　ただし、ちょっとした工夫は必要であろうが。

　俺は改めて店内を見回しつつ、ボソリと呟いた。

「この店はまるで、メガトリウムそのものを表しているかのようですね」

　イリーナには、なんのことやらわからなかっただろう。

　彼女が小首を傾かしげると共に、料理が運ばれてくる。

「本来ならば、ゆっくりと楽しみたいところですが。もはやそういうわけにもいきません。早急に腹を満たしますよ、イリーナさん」

「う、うん！　なんだかわかんないけど、頑がん張ばるっ！」

　食事のマナーなどかなぐり捨て、我々は速さのみを優先した。

　皿に盛られたそれが、瞬またたく間まに胃の中へと押し込まれていく。

「ふぅ……ごちそうさまでした」

　代金を支し払はらい、店を出る。

「うっぷ……そ、それで。ここからどうするの？　また現場検証？」

「いいえ。現場検証はもう必要ありません。また、聞き込みも不要です。我々がまず調査すべきだったのは、現場の状態や犯人の居所などではなかった」

「じゃあ、何を調べるの？」

「被ひ害がい者しやです。連続殺人の被害者達を、徹てつ底てい的に調べましょう。私の推測が正しければ、そうすることで、必然的に真実へと辿たどり着くでしょう」

　まずは被害者の名を知るところから行わねばなるまい。事件内容や犯人像の特定にばかり気を取られていて、そこについては着目していなかった。現時点では殺害された者達の名前さえわからない。それを知らぬことには、何も始まらん。

「まずは図書館へ向かいましょう。事件に関するゴシップペーパーなどが、まだ保管されているはず。それを読めば、とりあえず被害者名は特定出来るかと」

　イリーナに行き先を告げながら、大通りを早足で歩く。

　その、道中のことだった。

「む……」

　道行く人々の中に、ボルドーの姿を発見する。

「あ、ボルドーさんだ。出先でのお仕事を済ませた後って感じ────あれ？　アード？　どこ行くの？」

「彼のもとへ。彼には忠告をする必要があります」

「忠告って、どういうこと？」

「ボルドーさんは、我々が追う事件に関かん与よしている可能性があります」

「えっ!?　で、でも、ボルドーさんは犯人じゃ……!?」

「えぇ。犯人ではありません。しかし……私の推測が正しかった場合、彼の立場は極めて危あやうい。詳しよう細さいは後ほど話します。今は早急に、彼のもとへ」

　歩調をさらに速め、ボルドーの背中へ接近する。

　そして、彼に声をかけようとした、その直前のことだった。

「────ッ!?」

　ボルドーの喉のどから、引きつったような音が放たれた。

　彼の目が向く先には、集合住宅街があり……その壁かべの傍そばに、年老いた女性がいる。

　それを、こちらが視し認にんした、次の瞬しゆん間かん。

　集合住宅の三階窓、開け放たれたそれの、縁ふちに置いてあった植うえ木き鉢ばちが、外部へと落下する。落ちる先にはあの老ろう婆ばが立っていて……

　危険を感じ取った時には、ボルドーが既すでに動いていた。

　尋じん常じようならぬ速度で以もつて、老婆との距きよ離りを詰つめるボルドー。

　そして彼は、老婆を守るように覆おおい被かぶさった。

　数瞬後、植木鉢が彼の背中を直ちよく撃げきする。

「ぐっ……！」

　苦く悶もんが漏もれ出たが、頑がん強きような肉体を持つ彼にとっては、たいしたダメージではあるまい。

　けれども、もし老婆に直撃していたなら、当たり所によっては死んでいたかもしれない。

　そうした危機をボルドーは防いだのだ。その行動は称しよう賛さんして然しかるべきものである。

　しかし……周囲の、道行く者達は、なんの声も上げなかった。

　ただただ、ボルドーの姿を凝ぎよう視しして、息を飲むばかり。

　なぜか？

　……ボルドーの肉体の一部が、獣けもののそれへと変化していたからだ。

《魔ま族ぞく》は平常時こそ人と同じ姿をしているが、真の力を発揮する際は半人半はん獣じゆうの姿へと変わる。変わってしまう。

　老婆を救うために人外の力を引き出したことで、ボルドーは無意識のうちに、《魔族》としての姿を晒さらしてしまったのだ。

「お、おい、こいつ」

「ま、まさか」

　一人、二人と、現状を理解した者が出てくる。

　不味まずい。

　このままでは一瞬にして、民衆にパニックが伝でん播ぱするだろう。

「これは、致いたし方ありませんね……！」

　最悪の事態を防ぐため、俺は魔法を発動した。

　ボルドーの周囲に立つ、多くの民間人。その頭部を覆うように、幾き何か学がく模様が顕けん現げんする。

　数瞬後、それは煌きらめく粒りゆう子しとなって霧む散さん。

　魔法の対象となった者達は天を見上げながら、目をパチパチさせて、

「あ、あれ？」

「なんか、ヤバいものを見たような？」

　効果は覿てき面めんだった。

「な、なにをしたの、アード？」

「忘ぼう却きやくの魔法です。……精神や記き憶おくに干かん渉しようする魔法は悪あく趣しゆ味みゆえ、普ふ段だんは滅めつ多たに使わないのですが……今回ばかりは、仕方ありません」

　返答を寄よ越こす間も、民衆は当とう惑わくした様子で空を見つめるのみだった。

　そうした中、ボルドーが人の姿へと瞬時に戻る。

　彼もまた、何が起きたのか、わかっていない様子であった。

「……ギリギリでしたね。間に合って本当によかった」

　安あん堵どの息を漏らしながら呟つぶやくと、俺はイリーナを伴ともなって、ボルドーのもとへ向かう。

　我々の姿を見たことで、彼は全すべてを察したらしい。

「……どうやら、助けてもらったようだね」

「お気になさらず。そんなことよりも……裏道へ行きましょうか。少々、人に聞かれては不味いことを話しますので」

　ボルドーは硬かたい表情で頷うなずき、こちらの指示に従った。

　狭せまい路地裏へ移動し、人ひと気けが一いつ切さいないことを確認すると、俺は一息吐はいて、

「単刀直入に行きましょう。ボルドーさん、貴方あなたは狙ねらわれている。よってしばらく、身を隠かくしてください」

　これに驚おどろいたのは、イリーナのみであった。

　当の本人は、どこか落ち着いた様子で、ボソリと声を漏らす。

「あぁ、やっぱり、そうだったのか」

「えっ？　やっぱりって……ど、どういうことよ？」

　俺とボルドーの顔を、交こう互ごに見やるイリーナ。

　事態が吞のみ込めていないのだろう。それも無理からぬことだ。

　俺は彼女へ目をやりつつ、現状を簡単に説明する。

「ボルドーさんは、スケープゴートとして利用される立場にあるのですよ」

「ス、スケープゴート？」

「えぇ。あるいは、隠れ蓑みのという表現の方が、適当やもしれませんね」

「い、いったい、誰だれがそんなことを……!?」

　この問いに対し、ボルドーが俺に先んじて、返答を出した。

「ここ最近の、連続殺人事件。その犯人、だろう？」

「……気付いておられましたか。では、犯人の心当たりも？」

「確証はないし、特定してもいない。でも、なんとなしに勘かん付づいてはいたよ。……もっとも、僕が彼等の計画に組み込まれていることに気付いたのは、ついさっきのことだけどね」

　そう述べた彼の表情は、やはりどこか、不自然なほど落ち着いていた。

　……この顔つきには、見覚えがある。

　前世にて、よく見たものだ。

　己おのが人生に、絶望しきった男の顔。

　かつて、俺が常に貼はり付けていた表情と、まったく同じだった。

「……なんというか、潮時ってやつかな、これは」

「潮時、とは？」

「もうそろそろ、店じまいをすべきだと、そういうことだよ」

「……諦あきらめるのですか？　人の世に居場所を見つけるという目的を、放ほう棄きする、と？」

「あぁ。どうやら僕は、そういう星のもとに生まれたらしい。どれだけ頑張ってみても、結末は同じだ。人々に恐おそれられ、憎にくまれ、排はい除じよされる。そういうふうに、創造主が定めているんだよ」

「そ、そんなことないわっ！　少なくとも、あたし達はボルドーさんのことを嫌きらったりしないものっ！　ねぇ、アード!?」

「えぇ、イリーナさんのおっしゃる通りです。早まってはなりませんよ、ボルドーさん。まだまだ、人生はどう転ぶかわかりません」

　彼は、一言も返さなかった。

　ただただ、不自然なまでに穏おだやかな表情で、こちらを見つめるのみ。

「ボ、ボルドーさんはずっと、皆みんなに寄り添そってきたじゃないのっ！　数え切れないぐらい、大勢の人を治して！　皆から愛されてる！　きっと皆、ボルドーさんに感謝してるわっ！　その思いが覆くつがえることなんて、絶対にない！　人間は…………人間は！　そんなことをするような、お馬ば鹿かな生き物じゃないわっ！」

　あくまでも、ヒトの美しさを信じたい。

　イリーナの真しん摯しな瞳ひとみが、そんな彼女の心情を物語っていた。

　けれども……ボルドーの表情は変わらない。

　何もかもを悟さとり、絶望しきった男の顔には、なんの変化も見られなかった。

「……いいですか。私達を信じてください。よきようにいたしますので。とにかく先ほど申し上げた通り、身を隠してください。よろしいですね？」

「あぁ」

　虚うつろな瞳には、なんの気力も宿ってはいなかった。

　……少々不安だが、今は捨て置くほかあるまい。こちらにも、やるべきことがある。

　早急に事件を解決し、それから、ボルドーを保護するのだ。

　話は、それからだ。

「……行きますよ、イリーナさん」

「う、うん」

　踵きびすを返し、ボルドーに背を向ける。

　と──

「なぁ、アード君。君は昨夜、自分の学友に《魔族》がいると、そう言っていたね？」

「……えぇ。それが何か？」

「その子の名前は、なんていうのかな」

「……カーミラという、女子生徒ですが」

「そうか。カーミラ、か。その子は幸せだな、君達のような友人が居るのだから。……彼女に伝えてくれないか。これからどんなことがあっても、人間への愛情を忘れてはいけない、と」

　彼の言葉に、どのような意図が隠されているのか。

　察することは容易たやすい。しかし、解決することは、もう……。

「えぇ。伝えます」

「うん。ありがとう」

　淡たん々たんとした会話を交かわしてから、俺はイリーナを伴って、今度こそ、彼のもとを離はなれた。

　……背後にて漏れた、か細い声を、あえて無視しながら。




「僕はもう、疲つかれたよ」








第六四話　元・《魔ま王おう》様と、人間の闇やみ　後編









「この事件は、本日中に解決いたします。必ず」

　第一の目的地たる図書館への道中、俺は虚こ空くうを睨にらみながら、宣言した。

　誰に向けての宣言か。

　イリーナではない。

　強しいて言うならば……運命という概がい念ねんに対する、宣言であった。

　足早に図書館へと赴おもむいた我々は、まず連続殺人の被ひ害がい者しや達を特定。

　彼等の名前や身元を知ってすぐ、その関係者へ接せつ触しよくした。

　そして……一通りの調査を終えた頃ころ。

　ゴウンゴウン、と鐘かねの音が街中に鳴り響ひびく。

　夜の到とう来らいを告げるその音を耳にしながら、俺はイリーナの顔を見て、言った。

「さぁ、大おお詰づめと参りましょうか」

「うん……！」

　頷き合い、それから、並んで歩き出す。

　向かった先は──

　裕ゆう福ふく層が住まう、高級住宅街の一角であった。

　そこに居を構えた豪ごう邸ていの主あるじこそが、我々の目的たる人物である。

　まず俺達は、巨きよ大だいな門前へと向かい、番兵に声をかけた。

「こちらのお屋や敷しきのご主人は、ラズベリー商会の長、コールド・ラズベリー様で間ま違ちがいないでしょうか？」

「いかにも、その通りだが……主人に何用か？」

「さる国の、やんごとなき方の側そば仕づかえが、商談の話に参ったと。そうお伝え願いたい」

　平常時であれば、一いつ笑しように付すような言葉であろう。

　けれども、数日後に五大国会議が行われるという現状において、俺が発した内容には一定レベルの現実味がある。

「……しばし待たれよ」

　門の向こうへと番兵が消えてから、およそ一〇分後のことだった。

「面会の許可が下り申した。しかし中へ入られる前に、持ち物を検あらためさせてもらう」

　全身を隅すみ々ずみまでチェックされ、問題なしと判断された我々は、遠えん慮りよなく門を潜くぐる。

　それからすぐ、案内役と思おぼしき男の出で迎むかえを受けた。

　彼の指図に従って中庭を進み、屋敷へと入る。

　豪邸の内観は、想像した通りのものだった。無む駄だに煌きらびやかで、高価な壺つぼだの絵画だのが、これみよがしに置かれている。

　家の内装を見れば主人の性格がわかると言うが……なるほど、まさしくである。

「こちらの部屋にて、主がお待ちになっております。僅わずかでも脈なしと察せられましたなら、即そく座ざに手を引かれることをお勧すすめいたします」

　事務的に、淡々と述べてから、男は俺達の前から去って行った。

「……では、ご対面といきましょうか」

　ノブを摑つかみ、ゆっくりとドアを開ける。

　室内もやはり無駄に広く、過度な豪ごう奢しやさが目立つものだった。

　そんな部屋のド真ん中に置かれた、高級ソファーに座る中年男性……彼が件くだんの人物、コールド・ラズベリーである。

　人生の成功者が醸かもし出す独特なオーラを纏まとう、その男は、我々を見ると同時に華はなやかな笑えみを浮うかべ、

「やぁ、お客人。聞いた通り、随ずい分ぶんと若いね」

　気さくな調子で、声をかけてくる。

「まぁ、とりあえず座ってくれよ。何か、飲み物でも用意──」

「いいえ、どちらも結構。お話はすぐに済みますので」

　ぴしゃりと言い放ってから、俺は間かん髪はつを入れず、言葉を紡つむぎ続けた。

「まず、謝罪させていただきましょう。我々は貴方あなたに噓うそをついた。我々はこの場に、商談を持ちかけに来たわけではありません。我々は……貴方を、断罪しに参ったのです」

　こちらの発言があまりにも意外だったのか、コールドは目を丸くして、ぽかんと口を開けた。

「は？　断罪？」

「左様にございます。ここ最近、市井しせいを騒さわがしている連続殺人については、ご存じですね？」

「そりゃあもちろん。わたしの身内も一人やられているからねぇ」

「えぇ、そのようで。……結果、貴方の立場は盤ばん石じやくとなった。我が身を脅おびやかす優ゆう秀しゆうな身内が、この世から消え去ったことによって、ね」

　つらつらと淀よどみなく、言葉を並べ立てていく。

　そうする中、相手方の表情が次し第だいに、悠ゆう然ぜんとしたものへと変わっていった。

「なるほどね。わたしが事件の犯人だと、そう言いたいわけか。……そんな君達は、さて、何者かな？　門番に告げた内容は全すべて、噓なんだろう？」

「ある方に事件解決を任された者、とだけ言っておきましょう」

「ある方、ね。……まぁいい。それで、なぜわたしが犯人だと？」

　依い然ぜんとして余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら、問い尋たずねてくる。

　そんな相手に、俺は持論を述べた。

「当初、私はこの事件を《魔ま族ぞく》による犯行だと考えておりました。現場近くの住民から得られた証言、現場検証によって得られた情報、それらを加味すると、犯人は《魔族》で間違いないと、そう判断したのです。しかし──」

「なんやかんやあって、この事件っ！　《魔族》でなくても実行出来るってことがわかったっ！　そうよね、アード!?」

　割り込んできたイリーナに、俺は小さく頷うなずいた。

「あるレストランに入り、そして、このメガトリウムの法や統治システムを知ったことで、私の脳内にある仮説が浮かびました。それは──」

「この事件はっ！　《魔族》の犯行に見せかけた、人間の仕し業わざじゃないかって！　そう思ったのよね、アードっ!?」

　美味おいしいところを全部持って行くイリーナだが、そういうところも可愛かわいらしく思えた。

「そう。私はこの事件、人間が起こしたものではないかと考えたのです。その後、我々は被害者達について徹てつ底てい的に調べ上げました。それこそ……表の顔から裏の顔に至るまで、隅々まで、ね」

「……ふぅん」

「調査の結果、被害者は表向き一いつ般ぱん的かつ善良な市民のようでしたが……その実、裏では麻ま薬やくの売買を生なり業わいとする、ギャング組織の一員でした」

「そいつらが死んで得するのは、あんたよっ！　ラズベリー商会のボス、コールド・ラズベリー！」

「あるいは……麻薬王殿どのと、お呼びすべきでしょうか？」

　そう告げた瞬しゆん間かん、奴やつの顔に変化が現れる。

　貼はり付けられた笑みの中に、黒いものが充じゆう満まんし始めた。

「貴方には表と裏、二つの顔がある。表向きではまっとうな商会の代表。しかし……裏ではギャング組織のボスとして君臨している。そして今回の連続殺人によって死亡した者達は皆みな、貴方に敵対する組織の幹部ばかりだった」

「皆が死んで一番得するのは誰だれか！　そう、あんたよっ！　あんたは邪じや魔ま者ものを殺して、その罪を全部ボルドーさんになすりつけようとしたっ！　お婆ばあさんの頭に植うえ木き鉢ばちが落ちてきたのも、あんたの仕業でしょっ！　あの手この手でボルドーさんの正体を世間に晒さらして、事件の犯人に仕立て上げようとしたっ！　アードには全部、お見通しなんだからっ！」

　ここで一度、イリーナは言葉を区切り、相手の出方を窺うかがった。

　……どうやら、奴は白を切るつもりらしい。

「面おも白しろい妄もう想そうだな。このわたしがギャングのボスで、連続殺人の首しゆ謀ぼう者しやだと。ふん、なんとも馬ば鹿か馬鹿しい話だ。わたしはカネにならないことと、リスクが高すぎる商売はしない主義でね。……えぇっと。アード君、でいいのかな？　君はついさっき、この国の法や統治システムを知ったと、そう言ったね？」

　首しゆ肯こうを返すと、奴はこちらを嘲あざ笑わらうように、鼻を鳴らしてみせた。

「ならば理解できるだろう？　この宗教国家・メガトリウムにて、ギャング組織を営み、利益を上げるという行こう為いが、いかにリスクの高い行いであるか。このメガトリウムでは、国民一人一人の収入は当然のこと、買い物の履り歴れきまで徹底的に把は握あくされている。そんな国家において、例えば麻薬で利益を上げたとしよう。これは──」

「まっとうな商売で得たものではないがために、隠かくし通さねばならないカネとなる。もしそれを使おうものなら、出所不明のカネを使ったとして、すぐさま逮たい捕ほされてしまう、と」

「そうだとも。メガトリウムのような徹底的に過ぎる管理社会において、ギャングというのはハイリスク・ノーリターンな商売なのだよ。何せいくら売り上げても、使うことが出来ないのだから」

　肩かたを竦すくめながら、コールドは言葉を積み重ねていく。

「ひとたび使えば、即座にお縄なわを頂ちよう戴だいする。そんなカネをいくら稼かせいだところで、無駄もいいところではないかね？　国外にそれを持ち出せるのなら、まだやる価値はあるかもしれんが。残念なことに、そうしたことが出来ぬ仕組みとなっているのだよ。このメガトリウムはギャング組織にとって、地じ獄ごくもいいところ──」

「というのは、裏社会の創意工く夫ふうを知らぬ、無知な人間の考えだと、私はそう思いますが」

　沈ちん黙もくするコールドの目を見み据すえながら、俺は続きの言葉を口にした。

「確かに、メガトリウムでは出所不明なカネを使うことが出来ない。外へ持ち出すことも不可。しかしながら……使用出来ぬ汚きたないカネも、綺き麗れいさっぱり洗ってやれば、使用可能なものへと変化する。これ即すなわち」

「マネー！　マネー…………そうっ！　マネーロンダリングっ！」

「左様にございます、イリーナさん。さすが、素す晴ばらしい記き憶おく力ですね」

「ふふんっ！」

　得意げに胸を張る姿が、森しん羅ら万ばん象しよう、全てをブッチギリで超ちよう越えつして可愛らしい。

　そんなイリーナちゃんに、俺の頰ほおが自然と緩ゆるむ────反面。

　コールドの表情が、やや険しいものになった。

　笑みが萎しぼみ、目つきが僅かに鋭するどくなる。

　そうした反応に微び笑しようを送りながら、俺はさらに語り続けた。

「あるレストランを訪おとずれた際、ギャング風の男達を見ましてね。そこでピンと来たのですよ。このレストランは、資金洗せん浄じように使われているものではないか、と。そこから考えを飛ひ躍やくさせていき……結果、貴方に辿たどり着いたというわけです」

　この宗教国家・メガトリウムは、俺が古代末期にて形成した社会を、ライザーなりに再現したものである。

　ゆえに、メガトリウムにて裏の連中が働いている狼ろう藉ぜきは、古代末期における同類どもがやっていたことと、まったく同じなのだ。

　……もっとも、古代末期の統治者たるこの俺は、反社会的組織がのさばることを良しとせず、ギャングの類たぐいは最終的に撲ぼく滅めつされたわけだが。

　しかし、この国の統治者たるライザーは、ギャング組織に無関心だ。

　子供にさえ麻薬を売らなければ、どうでもいい。

　子供を脅おどしてカネを取らなければ、どうでもいい。

　整備された法の数々が、ライザーの歪ゆがんだ性しよう根ねを表している。

　それゆえに。

「子供にさえ手を出さぬよう気をつけていれば、この国はギャングにとって、まさに楽園のような場所でしょうね。貴方もそう思うでしょう？　麻薬王殿？」

　そして俺は、目前の男……メガトリウムにおける、最大のギャング組織のボスを指差しながら、断言した。

「今回の連続殺人は、《魔族》の仕業に見せかけた人間の仕業だった。それを配下に指図したのは……コールド・ラズベリー、貴方だ」

　相手方はしばし無言を貫つらぬいたが、やがて口元を緩め、くつくつと笑い始めた。

　そのうえで、パチパチと拍はく手しゆまでしてみせる。

「いや、お見事。君の言う通りだとも。全てはわたしの指図によるものだ」

　あっさりと犯行を認めたコールドだが、その目に諦てい観かんの色はない。

　むしろ……邪魔者を排はい除じよせんという、強きよう烈れつな悪意が宿っている。

「それにしても。やれやれ、かの御方もたいした悪党だな。利益にしかならぬ取引だのと言っておいて、飼い犬を差し向けてくるとは。もっとも……こんなこともあろうかと、準備は済ませておいたわけだが」

　言い終えるや否いなや、コールドは床ゆかを二回、踏ふみ鳴らした。

　ゴン、ゴン、と硬こう質しつな音が鳴り響ひびいてからすぐ。

　ドアが静かに開かれ、ぞろぞろと多くの人間がなだれ込んでくる。

「皆、裏仕事を専門とする魔導士だ。特に殺人の技量に関しては、表のプロ連中よりもずっと上だと断言しよう。中には某ぼう国こくの主力魔導士を暗殺した者もいる。……さて、この状じよう況きようがどういったものか、君達にわかるかね？」

「ふむ。イリーナさん、どう思われます？」

「ふっふん！　そんなの決まってんじゃないのっ！」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子で鼻を鳴らし、そして、俺の顔をジッと見つめてくる。

　親友の麗うるわしい瞳ひとみには、確かな期待が込こめられていた。

「やっちゃえ、アードっ！」

「了りよう解かいいたしました」

　我が友の思いに応こたえるべく、俺は微笑を浮うかべ──ぱちりと、指を鳴らす。

　刹せつ那な。

　我々を取り囲んでいた全ての魔導士が、バタバタと倒たおれ込む。

　まるで糸が切れた操あやつり人形のような有様であった。

「………………は？」

　ついさっきまで浮かべていた笑えみは、いったいどこへいったのか。

　コールドは啞あ然ぜんとした様子で、あんぐりと口を開くのみだった。

「な、なんだ、これは……!?　いったい、なにが、どうなって……!?」

「それほど驚おどろくようなことはしておりませんよ。ただ指を鳴らし、その音おん響きようを何千倍にも高め、彼等の脳に直接送り込んだだけのこと」

「……は？」

「まぁ、取るに足らぬ手品のようなものです。……もっとも、貴方あなたにとっては世紀のイリュージョンに感じられるやもしれませんがね」

　依い然ぜんとして、何が起きたのか、何が起きているのか、まったく理解出来ていない様子のコールド。その一方で、我等がイリーナちゃんは得意満面に胸を張って、

「ふふんっ！　これがあたしのアードよっ！　なにしたのか正直さっぱりわかんないけど、とにかくすごいっ！　世界一すごいっ！　あたしの親友、超ちよう絶ぜつすっごいっ！」

　まるで我がことのように誇こ示じする彼女の様相は、まさしくマジ可愛いの塊かたまりであった。

　この可愛らしさに比べれば、俺の戦せん闘とう能力などカスも同然。

　真の世界一はイリーナちゃんである。

「き、貴様、何者…………はっ!?　そ、そういえば、アード・メテオールという名には聞き覚えが……！　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくを騒がす神童と、同じ名前……！　き、貴様があの、アード・メテオールか……！」

「ふふふんのふんっ！　さっすがアードねっ！　国外にも名前が轟とどろいてるだなんてっ！」

　ここ最近、色々とやらかしまくったせいか、どうやら望まぬ名声が大陸中に広がりつつあるらしい。この場にオリヴィアがいなくてよかったと、心の底から思う。

　やれやれと肩を竦めつつ、俺はコールドに問いを投げた。

「さて麻ま薬やく王おう殿。貴方に一つ質問があります。…………黒幕は、誰ですか？」

「く、黒幕？」

「えぇ。此こ度たびの一件、その真相は《魔族》の犯行に見せかけた人間の仕し業わざであったわけですが……貴方が一から一〇まで差配したわけではない。そうでしょう？」

　コールドは脂あぶら汗あせを流すのみで、何も答えなかった。

　彼を追つい及きゆうすべく、俺はさらに言葉を重ねていく。

「貴方は随ずい分ぶんと優ゆう秀しゆうな人材を抱かかえてらっしゃる。ゆえにおおよそのことは出来ましょう。けれど一点、今回の事件において、貴方にも不可能なことがある。それは……被ひ害がい者しやを霊れい体たいごと抹まつ殺さつするという行為。これだけは決して、貴方には出来ないことだ」

　我々の周囲に転がっている、コールドお抱えの精せい鋭えい部隊。

　その力量は、現代生まれからしてみれば驚きよう異い的の一言であろう。しかしそれでも、人間を霊体ごと消し去るような力は、誰も有していないと見た。

「それとも、まだ切り札となる用心棒を隠しておいでか？　……いいや、それはないでしょうね。もしそうであったなら、とっくに呼んでいるはずだ」

　鋭い視線を送ると、その途と端たん、コールドは怯おびえたように取り乱し始めた。

「し、知らないッ！　こ、この一件は、わたしが一人で──」

「おや。ご自分の発言をお忘れですか？　つい先さき程ほど、貴方はこうおっしゃいましたね？　かの御方もたいした悪党だな、と。……さて、かの御方とは何者か。是ぜ非ひとも教えていただきたいのですが」

「そ、それ、は……！」

　脂汗を大量に流し、目をこれでもかと泳がせまくるコールド。

　……まぁ、おおよその見当は付いている。

　けれども、確証がなかった。

　それをこの男の口から得ようと、そう考えていたのだが。

「うっ……!?　ぐぐ、ぐぐぐぐぐ……!?」

　なんの前まえ触ぶれもなく、コールドが胸を押おさえ、苦しみ始めた。

「ア、アード……!?　これって……!?」

「あぁ、やはり、対策されていたようですね」

　可能であれば、苦しむこの男を治ち癒ゆし、なんとしてでも情報を吐はかせるのだが……

　どうやら、無理そうだな。

　コールドを裏で操っていた何者かは、完かん璧ぺきな口くち封ふうじの手段を用いていた。

　特定の状況になったとき、対象を霊体ごと抹殺する。

　誓約ギアスの魔法に、そういったものがある。

　並なみ大たい抵ていの使い手によるものならば、効果発動中に術式を解かい析せきし、無力化出来るのだが……どうやら思った通り、相手は強大な力量を持っているらしい。構築された術式は極きわめて難解なもので、これを制限時間内に解析するのは、この俺を以もつてしても難しい。

　ゆえに。コールドにかけられた魔法は、その役目を十全に果たした。

「し、死んじゃった、の？」

「えぇ。残念ながら」

　奴やつの口から確証を得たかったが、まぁ、仕方あるまい。

　黒幕に関しては、おおよその当たりがついている。

　また、相手方も、すぐさまこちらをどうこうしようというわけではあるまい。

　そちらについては、今のところ静観してもよかろう。

「なんにせよ、事件はこれにて終しゆう了りよう。教皇様から授さずかった任務も、完かん了りようということになりましょう。……もはやこの場に用はありません。退出させていただきましょう」

「う、うん。それはいいんだけど……死体とか、どうしよう？」

「問題はありません。後始末などは教皇猊げい下かが行ってくださるでしょう」

　きっと今も、見ているだろうしな。

「我々が考えるべきは一つ。ボルドーさんをどうしたものか。現時点ではそれだけです」

「そう、ね。とりあえず、事件の解決を報告しに行きましょ」

　彼女の意見に頷うなずいてから、探知魔法でボルドーの居場所を探さぐる。

　……どうやら彼は、診しん療りよう所じよにいるらしい。

　身を隠かくせという忠告は、やはり聞き入れなかったか。

　一つため息を漏もらしてから、俺はイリーナを伴ともなって部屋を出た。

　使用人などはまだ、家主の状態を知らないようだ。わざわざ教える必要もないので、俺達は無言のまま通路を歩き、中庭を経由して、門を抜ぬける。

「……ところでイリーナさん。このメガトリウムに住まう国民のほとんどは、鐘かねの音に従って行動しますよね？」

「え？　うん、そうね。敬けい虔けんな統一教の信徒が多いからね」

　教会が鳴らす鐘は、この国の民たみにとって行動方針であり、絶対的な命令である。

　例えば昼の鐘が鳴ったなら、ほとんどの人間が休きゆう憩けいして昼食を摂とるなど、このメガトリウムの民は、生活のほとんどを教会の指示通りに行っているのだ。

「それがどうかしたの？」

「……少々、不ふ審しんな点がありましてね」

　無意識のうちに、歩調が速くなる。そうしながら、俺は胸むな騒さわぎの原因を口にした。

「既すでに夜の到とう来らいを告げる鐘は鳴り響き……それに従って、民の多くは自宅へ戻もどっています。にもかかわらず、ボルドーさんの診療所の近くにはなぜか、未いまだ多くの人間で溢あふれている」

「えっ？　ど、どういうこと？」

「わかりません。探知の魔法では、状況の把は握あくまでは出来ませんからね。診療時間を延長しているだけなのか、それとも……」

　なんらかの問題が起きているのか。

　そう考えた、矢先のことだった。

「──ッ！　ア、アード！」

　俺の肩かたを叩たたきながら、イリーナが遠方の空を指差す。

　彼女の震ふるえる指が指し示す先には……灰色の煙けむりが、もうもうと立ち上っていた。

「あの方角って、ボルドーさんの……！」

　最悪。

　そんな単語が脳のう裏りに浮かぶと同時に、俺は転移の魔法を発動した。

　普ふ段だんならば、決して使うことはない。この魔法は現代において規格外のものゆえ。

　しかし、今は緊きん急きゆう事態だ。

　発動の瞬しゆん間かん、視界が暗転する。

　前後して、瞳に映る景観が変化した。

　大通りのそれから、ボルドーの診療所前の様子へ。

　その結果──

　俺とイリーナは、まったく同じタイミングで、目を見開いた。

「うそ、でしょ？」

　自分の目に映るそれが、幻げん覚かくであってほしいと、心の底から思う。

　だが、我々の目前にある光景は、両者とも同じものだろう。

　即すなわち──

　燃え盛さかる、ボルドーの診療所。

　それを見て、快かい哉さいを叫さけぶ民衆達。

「ざまぁみろ、バケモノめッ！」

「よくもこれまで、俺達を騙だましてくれたな！」

「地じ獄ごくへ落ちろ、汚けがらわしい《魔族》がッ！」

　いったい、どこから漏れたのか。

　ボルドーの正体を知った者は、総じて記き憶おくを改かい竄ざんしたはず。

　……いや、今はそんなことよりも。

「ね、ねぇ、アード。ボルドーさんは？　ボルドーさんは、無事よね？」

「…………」

「だって、ほら、《魔族》だもの。人間よりもずっと強いんだから。火にかけられようが、そんなのへっちゃらよね？」

「…………」

「ねぇ。アード」

「…………」

「ねぇ。なんとか、言ってよ」

　彼がどういう状態にあるのか、イリーナもまた、なんとなしに勘かん付づいているのだろう。

　だが、確証があるわけではない。

　俺の口からそれが、出されるまでは。

　イリーナの中ではまだ、都合の良い妄もう想そうが、真実となっている。

　だから。

「……えぇ、何も問題はありませんよ。ボルドーさんはどうやら、こうなることを見み越こしていたようですね。あえて診療所で待機し、民衆に火を放たせ、自らの死を偽ぎ装そうする。これは、そう、新たな土地へ移り住むための前準備といったところでしょうか」

「うん、そうよね。《魔族》だってバレちゃったんだもの。経歴をなんとかして、抹まつ消しようしなきゃいけないものね。自分をここで死んだことにして、これから心機一転、また新しい場所で、頑がん張ばろうって。きっと、そういうことよね」

「……おっしゃる通りかと」

　彼女もうすうす、気付いてはいるのだろう。

　その瞳ひとみが、涙なみだで濡ぬれている。

　……そうだ。俺が語った内容は、何もかも虚きよ言げんだ。

　確かに、《魔族》の肉体は頑がん強きようである。防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを用いずとも、この程度の火で焼け死ぬようなことはない。
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　だがそれは、半人半はん獣じゆうの姿になった場合の話。

　平常時の、ヒューマンの姿を維い持じして、防御魔法も使わなかった場合……

　その耐たい久きゆう力は、一いつ般ぱん的な人間と何も変わらない。

「ボルドーさんは今、傷心されているでしょうから。しばらく放ほうっておいてあげましょう」

「そうよね。一人になりたいよね、きっと。でも……いつか、また……」

　その先を、イリーナが紡つむぐことはなかった。




　焼け落ちる診療所。

　その様相を見て笑う者達。

　人間の闇やみが凝ぎよう縮しゆくされたような、おぞましい光景を前にして──




　俺はただただ、拳こぶしを握にぎることしか出来なかった。








第六五話　元・《魔ま王おう》様と、会議前の日常









　一人の善良な男が、悲劇的な最さい期ごを遂とげたとしても。

　それはこの世界にとって、なんら特別なことではないのだろう。

　俺達がどれだけ悲ひ嘆たんに暮れようとも、太陽は昇のぼる。

　そして──

　朝は、確実にやってくるのだ。




　鳥がさえずり、陽光が燦さん々さんと街を照らす。

　そんな爽さわやかな朝の景観が、窓の外に広がっている。

　きっと道行く人々の顔は、本日も活気に溢れているのだろう。

　だがそうした人々の中に、彼の姿はもはやない。

　……あの夜から、二日が過ぎた。

　今、俺は屋や敷しきの食堂にいて、ローザと共に朝あさ餉げを摂っている。

　この場にイリーナの姿はない。

　あれから彼女はふさぎ込み、屋敷へ帰ってくるなり、自室に閉じこもってしまった。

　長い付き合いだが、イリーナのあんな姿は見たことがない。

　それはローザもまた同じだったようで、親友の落ち込んだ様子に、最初はショックを受けていたが……

　すぐに毅き然ぜんとした態度となり、彼女の身に何があったのか、問い詰つめてきた。

　俺が全すべての事情を話し終えると、ローザは一言。

「……そうか」

　これだけだった。

　きっと、これ以外に言いようがなかったのだろう。

　俺もローザも、イリーナに一人の時間を与あたえることにした。

　出来ることならば、自らの力で立ち上がってくれることを信じて。

「…………のう、アード」

　カチャリカチャリと、銀食器が擦こすれ合う音が響ひびく食堂にて。

　ローザの声が、その中に混ざり込んだ。

「会議はもう、明日に控ひかえておる。しかし……イリーナは、欠席させるべきじゃろうか」

　俺は食事の手を止め、相手の顔を見やりながら、受け答えた。

「もし彼女を欠席とする場合、私もまた護衛の任から外れることになりましょう。理由は言わずとも、ご理解いただけますね？」

　ローザは神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

　もし、イリーナがただの学生でしかなかったなら、俺はローザの護衛として会議に参加していただろう。

　だが、イリーナの立場は一般的なそれではない。

　そうだからこそ、俺は彼女のもとから離はなれることが出来なかった。

　イリーナは《邪じや神しん》の末まつ裔えいである。ゆえに《魔族》達……いや、反社会的組織《ラーズ・アル・グール》に属する者達は、彼女の身み柄がらを絶えず狙ねらっているのだ。

　イリーナの魂たましいを生いけ贄にえとして、儀ぎ式しきを行えば、《邪神》復活は成る。奴やつ等らはそう信じて疑わない。そうした事情もあって、イリーナには常に護衛が必要となる。

　その役を担になっているのが、この俺だ。

「メガトリウムに潜ひそんでおった連中は、殲せん滅めつしたとのことじゃが……油断は出来ぬな」

「えぇ。姿を隠かくし、虎こ視し眈たん々たんと機を窺うかがっているやもしれん」

　会議に乗じてテロ活動を行うために。

　あるいは……

　それを囮おとりとして、イリーナの誘ゆう拐かいを成功させるために。

「《魔族》の目的は常に二つあると、私は想定しています。一つはテロ活動。もう一つは、イリーナさんの誘拐。私は出来るだけ、両方を防げるよう努力いたしますが……もし一つしか対処出来ない局面がやって来たなら、迷わずイリーナさんを選びます」

「そう、じゃな。うむ。明日までにイリーナの精神状態が回復しなかった場合、護衛役は代理の者を立てることにしよう。そなたはイリーナの傍そばにいてやってくれ」

　ローザの判断に首しゆ肯こうを返した、その直後のことだった。

　食堂のドアが開き、一人の使用人が慌あわてた様子で入ってくる。

「お、お客様が、いらっしゃいました」

　既き視し感かんのある光景に、俺とローザは顔を見合わせる。

　そして──数日前の出来事を再現するかのように、あの男が姿を現した。

「此こ度たびも朝方の訪問となってしまい、申し訳なく思う。やはり時間がないものでな。どうか勘かん弁べん願いたいのである」

　ライザー・ベルフェニックス。老いた教皇猊げい下かが、食堂の中へと入ってきた。

　そうしながら奴は、ローザに目をやって。

「……すまぬが、席を外していただきたいのである」

「了りよう承しようした。ごゆるりとお寛くつろぎを、教皇猊下」

　スッと立ち上がると、ローザは言われた通り、食堂から出て行った。

　彼女の退室を確かく認にんしてから、ライザーは適当な椅い子すに腰こしを落ち着け、息を唸うならせる。

「ふぅ。老体に、教皇の激務は堪こたえるのである」

「……そうした仕事をこなした先にこそ、貴方あなたの理想とする世界があるのでは？」

「左様。ゆえに我わが輩はいは止まることが出来ぬし、妥だ協きようすることも出来ぬ」

　声こわ音ねは互たがいに、穏おだやかだった。

　しかし、交かわす視線は鋭するどい。

　皺しわに塗まみれた元・配下の顔を見み据すえながら、俺は問いを投げる。

「今回のご用向きはやはり、例の件に関するもの、ですか」

「うむ。本当なら、解決の直後に訪問したかったのだが……なにぶん、多た忙ぼうであった」

「それはそれは。忙殺の中、貴重な時間を作っていただき、恐きよう縮しゆくの限り」

「いや、よいのだ。其そ処こ許もととの対話は、それだけの価値がある」

　再び、俺達は睨にらみ合うように、視線を交こう錯さくさせた。

　沈ちん黙もくの帳とばりが下りる。

　場の空気が、張り詰めていく。

　肌はだをひりつかせるような緊きん張ちようが室内に広がる中、ライザーが沈黙を破った。

「事件の顚てん末まつについては、配下から聞かされたのである。とりあえず、ご苦労だったと言っておこうか」

「ありがたきお言葉。恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

「うむ。……ゆえに此度の訪問は、事件概がい要ようを聞くためのものではない。其処許に一つ、問いかけをしに参ったのである」

「……問いかけ」

　眉まゆをひそめるこちらの様子をジッと眺ながめながら、ライザーは厳おごそかに口を開いた。

「此度の一件を経へて、其処許の考えに何か、変化はあったかね？」

　この質問が、奴の口から放たれたことで。

　俺は、確信へと至った。

　全ては、この男が仕組んだものだったのだと。

　再会から今に至るまで、俺は、奴の掌てのひらの上にいたのだと。

「……その問いを投げかけたいがために、貴方は、ボルドーさんを利用したのですか」

「質問を質問で返すのは、マナー違い反はんというものである」

「そもそも、ボルドーさんの存在を知った当初から、私は違い和わ感を覚えていた。彼ほど目立つ存在を、貴方が視察しないわけもない。そしてひとたび彼を見たなら、貴方がその正体に気付かぬわけもない。……貴方はボルドーさんを、あえて放置した。いつか捨すて駒ごまとして利用するために。それが今回の一件だったと、そういうわけだ」

　ライザーは何も答えない。

　ただただ俺の顔を見て、己おのが言葉を一方的に叩たたき付けるだけだった。

「メガトリウムに住まう者達の民度は、世界でも一、二を争うほど高いものだと、我輩は自負している。そのようになるよう徹てつ底ていして法を整備し、また、教育にもぬかりはない。……それでも、結果は其処許が体験した通りである」

　ライザーの瞳ひとみに、鋭いものが宿った。その剣けん吞のんな煌きらめきが、奴の内情を物語っている。

　即すなわち──

「我輩も、少しは期待していたのである。予想が外れることを。民衆が、正しい選せん択たくをしてくれることを。だが、彼等の選択はあれだ」

「………………」

「ボルドーという男はメガトリウムの民たみにとって、まさしく聖者そのものであった。いかなる病であろうともたちどころに治し、それでいて、金銭を要求しない。彼の心は博愛と慈じ愛あいに満ちており、まさしく人々の規き範はんと言える存在だった」

「………………」

「人々は誰だれもが、ボルドーに尊敬と愛情を向けていた。それは裏社会の連中でさえ例外ではない。罪を犯おかしてなお平然としている者でさえ、ボルドーには一定の敬意を払はらうほどだった。……そうした環かん境きようは、アード・メテオール、そしてイリーナ・リッツ・ド・オールハイド。其処許等の現在と、まさに瓜うり二ふたつである。そうだからこそ」

「………………」

「そうだからこそ、断言出来る。いずれ其処許等も同じ運命を辿たどるだろう、と。人間はただただおぞましく、醜みにくいだけの生き物である。ついさっきまで愛情を抱いだいていた相手であっても、もし自分にとって異物だと知ったなら、その瞬しゆん間かんに態度を変える」

「………………」

「受けた恩。育はぐくんできた絆きずな。胸に抱いた慈愛。そうしたプラスの情よりも、差別感情というマイナスを優先する。ヒトとはそういうものである。異物を恐おそれ、憎にくみ、排はい除じよしたいと願う。それがヒトの本質である。そうだからこそ、この世界から悲劇がなくなることはない。ただし、救世主が現れたなら──」

「ご高説、どうも、ありがとうございました」

　もはや、奴の言葉など、聞く気にはならなかった。

　ライザー・ベルフェニックス……再会した当初は、どこか変わったかと思っていたが。

　それは間ま違ちがいだった。

　こいつは何も、変わっちゃいない。古代から現在に至るまで、ずっと同じだ。

　信念を貫つらぬくためならば、いかなる非道も平然と行う男。

　その本質が不変であるというなら……この男と話すことなど、もう何もない。

　こちらの情を察したか、ライザーは一つ嘆たん息そくを漏もらすと、静かに席を立つ。

「……此度の一件を受けて、其処許の内に生じた思い。ゆめ、忘れるでないぞ」

　そう言い残して、去ろうとするライザー。

　その背中に。

　俺は、冷然とした声を放った。

「なるほど。確かに、ヒトは醜く、おぞましい。されど……もっとも忌いむべきは、その身勝手さであると、私は考えます。己おのれのためだけに他者を利用し、人生を狂くるわせる。そんな身勝手な者こそ、もっとも弾だん劾がいされるべき存在だ」

「然しかり。我輩も同意見である。だが……その言葉、其処許にも返ってくるものと心得よ」

　重い言葉を吐はき捨てて、今度こそ、ライザーはこの場から退散した。




　　　　◇◆◇




　会話の末、皿に盛られた食事は、我が心と同じように冷め切ってしまった。

　己が内に生じた苛いら立だちを紛まぎらわすべく、目前の料理を口に運ぶ。

「……あぁ、冷たい。実に、冷たいな」

　そして食事を終えた後、俺は食堂を出て、イリーナの部屋へと足を運んだ。

　なぜかどうしようもなく、彼女と話をしたかった。

　彼女の顔が、見たかった。

「……イリーナさん」

　部屋の前に立ち、ドアをノックする。

「アードです。少しだけでもいいので、お話、しませんか？」

　応答は、ない。やはり彼女はまだ、立ち直れていないのだろう。

　……無理もないか。

　閉とざされたドアを前にして、俺はあの夜のことを思い出した。

　燃え盛さかる診しん療りよう所じよの前から、一人、二人と消えていく。

　そうこうしているうちに、複数の聖堂騎き士しがやって来て、鎮ちん火か作業へと移った。

　彼の生きた証あかしが、崩くずれていく。

　火消しのため、診療所が取り壊こわされていくさまを、俺達はただジッと見つめることしか出来なかった。

　そのときのイリーナの顔を、俺は、永遠に忘れない。

　ヒトという種に絶望しきったあの顔は……俺の中で、いつまでもいつまでも、暗黒の記き憶おくとして残り続けるだろう。

「……イリーナさん。せめて水だけでも、飲んでください。どうかご自愛を」

　そう言って、自室に戻もどろうとする。

　その直前だった。

「入って……」

　ドアの向こうから、弱々しくも、確かに、イリーナの声が飛んできた。

　瞬間、俺は足を止めて、再び彼女の部屋の前へと移動する。

　ドアノブを摑つかみ、回し……開く。

「失礼します」

　入室しながら挨あい拶さつを口にして、イリーナの様子を見た。

　少し、やつれているな。けれども、不健康という状態ではない。

　……危あやういのは体でなく、心か。

　ベッドに座り込んだ彼女は、枕まくらを抱だいて、床ゆかを見つめ続けている。

　泣き腫はらした目は、こちらを一いち瞥べつさえしない。

　そんな彼女は依い然ぜんとして、床を見つめながら言葉を紡つむいだ。

「ねぇ、アード。本当のことを言って」

「……はい」

「ボルドーさんは、死んじゃったんだよね？」

「……えぇ。その通りです」

　イリーナの、枕を抱きしめる力が、一ひと際きわ強くなった。

　そうしながら彼女は、新たな問いを投げてくる。

「でもさ。まだ、死んでから三日三晩、経たってないよね？」

「……えぇ」

「だったら、さ。ボルドーさんを、蘇そ生せい出来るんでしょ」

　首しゆ肯こうを返すと、ここで初めて、イリーナがこちらを見た。

　虚うつろな瞳に、僅わずかな希望を宿しながら。

「ねぇ、アード。ボルドーさんを──」

「無む駄だかと、存じます」

　彼女の言葉を遮さえぎって、俺は容よう赦しやなく斬きり捨てる。

　心苦しい。本音を言えば……イリーナの甘い妄もう想そうを、なんとか現実にしてやりたい。

　だが、それは不可能だ。

「イリーナさん。貴女あなたはこう考えてらっしゃるのでしょう？　ボルドーさんを蘇よみがえらせ、元気づけて、自分達が支えになる、と。そして民衆を説得し、なんとか和解に持ち込んで、彼の幸福な人生を、取り戻してやりたい、と」

「……アードになら、出来ることでしょ？　何もかも、上手うまく、出来るでしょ？」

「えぇ。ただし……あくまでも表面を取り繕つくろっただけの、噓うそで塗ぬり固められた幸福劇。私が創造出来るのは、それだけです」

　心を痛めながらも、俺はイリーナに真実を告げた。

　もはや俺達は、辛つらい現実から、逃にげられないのだと。

「貴女がおっしゃった通り、ボルドーさんはまだ蘇生出来ます。しかし……彼がそれを望むでしょうか？　最後に見せた彼の顔は、絶望しながらも、どこか慣れた様子だった。……今思えば、彼はあの時点で、心が折れていたのでしょう」

「………………」

「これまでずっとヒトを愛し、救い……しかし、最後は裏切られた。正体を知った瞬間、ヒトは皆みな、彼を恐れ、迫はく害がいし、追い出した。それでもなお彼は信じたかったのでしょう。ヒトはいつか、自分を受け入れてくれる、と」

「………………」

「しかしヒトに裏切られ続けたことで、彼の心は摩ま耗もうし……あの瞬間、音を立ててへし折れた。もはや彼の心には絶望しかなく、ヒトに対する愛など……残されてはいない」

　こちらを見つめるイリーナの瞳が、涙なみだで濡ぬれ始める。

　桃もも色の唇くちびるは小刻みに震ふるえ……しかし、何事も発せられることはない。

　そんな様子に俺は心痛を覚えながらも、辛い言葉を語り続けた。

「ボルドーさんに和解の意思はなく……それどころか、生きる意思さえ失われているでしょう。その一方で、民衆の心はどうか。彼等は今、異物を排除した喜びを嚙かみしめている。当然ながら、和解の意思も、共存の意思も、一いつ切さいない。……この両者を結びつける方法は一つだけ。洗脳の魔ま法ほうを用いて、こちらの意のままに操あやつる。それだけです」

「……そん、なの」

「えぇ。間違っています。しかしイリーナさん。貴女が求める現実は、そうすることでしか実現出来ません。ボルドーさんとメガトリウムの民衆を、魔法で操って和解させ、幸せな生活を営むさまを創つくる。……それはさながら、幼子がやるような人形遊びとなんら変わりがない。……私は。イリーナさん。私はね、それだけは決して、やりたくないのですよ」

　前世にて、俺は死の間際まで、ずっとそれを続けていた。

　理想的社会の形成。だがその実態は、おぞましき人形遊び。

　あんな行いはもう、二度と嫌いやだ。絶対に嫌だ。

「……じゃあ、どうすればいいのよ」

　口元を震わせながら、呻うめくように声を絞しぼり出すイリーナ。

　彼女の濡れた瞳から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

「あたしも、本当は、理解してる。全部無駄だって。どうしようもないって。でも……でも！　そんなのって、あんまりだわ！　あの人の居場所は、この世界のどこにもないだなんて！　そんなの！　そんなの……！　おかしいじゃ、ないの……！」

　枕に顔を埋うずめ、全身をわなわなと震わせる。

　……もし今回の一件が、我々となんら共通点のない、そんな男の悲劇だったなら。

　最低なことかもしれないが、俺もイリーナも、ここまで落ち込んではいなかった。

　そりゃあ、最初はショックを受けるかもしれないが、しかしすぐに忘れただろう。

　こんなことはどこにでもある、悲劇の一つなのだと。そのように受け入れ、そして、二日もすれば忘れていただろう。

　だが……ボルドーはあまりにも、俺達に似過ぎていた。

　俺達も、彼と同じ異物で。

　俺達も、彼と同じように愛されていた。

　置かれた環かん境きようの全すべてが、ほとんど同じなのだ。

　だからこそ、自分を重ねてしまう。

　ボルドーの不幸は、いずれ自分が体験する未来なのではないかと、そう思ってしまう。

　純じゆん粋すいな善意や義ぎ憤ふんに加え、これ以上ない共感性が、俺達の心を蝕むしばんでいるのだ。

　しかし……

　辛く、苦しい状じよう況きようだが、俺達はこれを乗り越こえねばならない。

　どれだけ悲ひ嘆たんに暮れようとも。

　どれだけ人間の残ざん酷こくさを憎にくもうとも。

　この世界は、時を刻み続けているのだ。

　そんな世界の中で、俺達は生き続けなければならないのだ。

「……イリーナさん。彼が最後に残した言葉を、覚えていますか」

　枕に顔を埋めたまま、彼女は小さく頷うなずいた。

「我等の学友にして、《魔族》でもある少女……カーミラさんへの伝言。決して、ヒトに対する愛情を忘れてはならない、と。ヒトのことを、信じ続けろ、と。……しかしそれは、カーミラさんにあてたものであると同時に、我々へのメッセージでもあったのではないかと、私は、そう思えてならないのです」

　黙もくして動かないイリーナの姿を、静かに見つめながら、俺は語り続けた。

「ヒトを愛し、そして、信じる。……私達に出来ることは、彼の意思を引き継ついで精せい一いつ杯ぱい生きることだと、そう思います」

　果たして、この言葉はイリーナの心に届いたのか、否いなか。

　どうであれ、時間は過ぎる。

　朝はやがて昼となり、暗い夜がやって来て……

　また再び、朝がやってくる。

　彼女の心もそうであってほしいと願いながら。




　俺は、五大国会議開かい催さいの朝を、迎むかえたのだった──








第六六話　元・《魔ま王おう》様と、五大国会議









「……ついに、この日がやって来たか」

　朝の食堂にて、女王ローザが眉まゆ根ねを寄せながら呟つぶやいた。

　食事を始めてからある程度過ぎているのだが、彼女の手元にある皿の中は、ほとんど変わっていない。気分が悪いのだろうか。よく見ると顔色がやや青い。

「少しは腹に入れませぬと、この先、持ちませぬぞ」

　宰さい相しようヴァルドルは彼女を慮おもんぱかるような表情をしつつも、あえて厳しい言葉を口にする。

「陛下もご存じのことでしょうが……会議には列強の首脳陣じんが一堂に会しまする。そうした場で、今のような弱々しい姿など晒さらそうものなら」

「わかっておるわ。舐なめられぬよう、強したたかな女王を演じてみせる。心配せずともよい」

　……こうしたやり取りを見ていると、前世での一時を思い出すな。

　俺もまた、周囲の面々に強き王として振ふる舞まうことを求められたものだ。

　けれども、あの当時の俺は少女のような容姿をしており、覇は気きに欠けていた。皆の期待に応こたえられぬこともしばしばあって、よく側近やオリヴィアに𠮟しかられたものだ。

　もっとも、それは初期の話ではあるが。

　末期の頃ころには、俺も王としての振る舞いが板につくようになった。

　……皮肉にも、かつて側近達が望んだ姿となったがために、俺は転生を決意したわけだ。

　複雑な思いを抱かかえつつ、俺は食事を進めていく。

　皿に盛られたそれも、もう残すところ僅か。しかしローザはまだ半分も食べてない。

　やはり彼女の顔色は依然として悪く、食事が喉のどを通りそうになかった。

　これから始まる会議に、よほどの重圧を感じているのだろうか。その姿はかつての自分を見ているかのようで……ゆえに俺は、自然と助け船を出していた。

「陛下。ご体調が優すぐれないのなら、食事は無理に摂とらぬ方がよろしいかと。大事を前にしての栄養補給は、確かに必要不可欠なものではありますが。現在の体調を考えますと、これ以上は逆効果になるかと」

　ローザとヴァルドルが、こちらへ目を向けてきた。

「平民の分際で恐きよう縮しゆくながら……時には開き直ることも肝かん要ようかと存じます。確かに、此こ度たびの会議は極きわめて重大なもの。けれども、国家存続の命運をかけるほどの内容ではありません。あくまでも顔合わせと考え、良い意味で無責任になるべきかと」

　二人は黙して、何も語らない。

　ローザはまだしも、ヴァルドルまでそうした態度をとったことに、俺は首を傾かしげた。

　てっきり、「卑いやしき平民如ごときが不ふ遜そんなことを抜ぬかすでないわ！」とか言ってくるかと思っていたのだが。

　彼は黙したまま目を瞑つぶり、眉み間けんに皺しわを寄せるのみだった。

　ローザもまた、テーブルを眺ながめるのみで、何も言おうとしない。

　どうにも奇き妙みような反応である。

　少しばかり当とう惑わくを感じていると……やがて、ローザが沈ちん黙もくを破った。

「……イリーナが、心配じゃのう」

　ポツリと、か細い声で呟く。

　ローザの体調不良は会議を控ひかえての重圧だけでなく、イリーナへの不安も原因だったのか。しかしそれに関してはもう、俺がどうこう言えるものじゃない。

　強しいて、何か話すとしたなら。

「信じるしかありません。立ち直ってくれることを」

「……あぁ」

「イリーナさんは、強いメンタルの持ち主です。もうそろそろ、顔を出す頃だと──」

　希望的観測に過ぎぬ言葉を、つらつらと並べていく最中。

　希望、願望が、現実のものとなった。

　ギィ、と食堂のドアが開かれる。

　その先に立っていたのは、我が親友、イリーナであった。

「イリーナさん！」

　思わず、叫さけんでしまう。

　見たところ、まだまだ本調子といった様子ではないようだが……

「ごめんね、心配かけちゃって。でも、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　その目には、活力が戻もどっていた。

　きっとあれから、彼女なりの答えを見み出いだしたのだろう。

　親友の復活に、俺は心の底から喜びを覚えた。

　それはどうやら、ローザも同じようで。

「よう来た、よう来た。ほれ、今日の朝あさ餉げはイリーナの好物じゃぞ」

「あっ、ホントだ。ふふ、ちょうどこれが食べたかったのよね」

　イリーナの顔を見つめながら、微笑ほほえむ。

　だが……それでも終ついぞ、ローザの体調は優れぬままだった。

　むしろ、悪化したようにも見える。

　このような有様で、会議に臨めるのだろうか？

　……まぁ、それに関してはどうとでもなろう。

　今はなんといってもイリーナである。

　俺の隣となりに座った彼女は、こちらに目をやりながら、小さな声で言葉を紡つむぎ出した。

「精一杯、生きるわ。彼の分まで。……人間の美しさを、信じて」

　決意に満ちた声に、俺は自然と頰ほおを緩ゆるめた。

　そうだ。そうこなくては。

　我が親友の復活を心から祝いながら、俺は食事を口にする。




　冷めつつあったそれが、今は、実に美味だった──




　　　　◇◆◇




　イリーナが復帰したことで、我々は再び任務を続行することになった。

　彼女が部屋から出なかった場合、ローザの護衛は代役が務める手て筈はずとなっていたが……

　これにて万事、元通りというわけだ。




　さて。

　時は確実に進み、それに伴ともなって、ゴウンゴウンと鐘かねの音が鳴り響ひびく。

　民衆にとっては昼前を示す音だが、俺達にはもう一つ、別の意味があった。

　そう、五大国会議の開始である。

　おそらく歴史に名を刻むであろうビッグイベント。

　その舞ぶ台たいはメガトリウム最大の礼拝施し設せつ、ヴァル・フェルト大聖堂であった。

　件くだんの大聖堂はメガトリウムの中央近くに設けられた区画、通つう称しよう・聖教区に存在する。

　大聖堂と呼ばれる建物は世界各地にあるが、ここヴァル・フェルト大聖堂は他ほかのそれとは一線を画す。一いつ般ぱん的に大聖堂というのは、名が示す通り大型の礼拝施設であって、それ以上でも以下でもない。だが、ヴァル・フェルト大聖堂はその他にも様々な側面を持つ。

　聖教区のおよそ半分近い面積を占しめる、この広大な建造物は、まさしく宗教国家・メガトリウムの心臓部なのだ。

　世界でも随ずい一いちとされる大型礼拝堂を中心に、裁判所や国会議事堂といった重要施設のほとんどが立ち並んでいる。

　そんな建造物の一つに、談話用の小型施設があった。

　簡素な造りだが、全ての建物に囲まれるような場所に配置され、付ふ与よ魔ま法ほうによる徹てつ底てい的な防ぼう御ぎよを施ほどこしているらしい。

　さらに、周囲は聖堂騎き士しによって守護されており、間違いが起こることは万一にもないとのこと。

　……そうした解説を案内役の口から聞かされつつ、我々は件の施設へと入った。

　そのまま通路を進み、ある一室へと誘ゆう導どうされる。

「ふぅ。さて、決戦に臨むとしようかの」

「頑がん張ばって、ローちゃん！」

「うむ。…………いざ、参る」

　決然とした表情で、ローザがドアノブを回し、扉とびらを開いた。

　室内はかなり広々とした造りとなっていて、中央には大きな円えん卓たくが置かれている。

　そこには既すでに、他国の首脳陣達が肩かたを並べていた。

「はは。ようやく来やがった。相変わらず、ラーヴィルの連中はウスノロだぜ」

　こちらを見て早々、悪意に満ちた声を出す男。

　種族はドワーフ。外見年ねん齢れいは六〇そこそこだが、ドワーフ族は実年齢よりも老けて見えるため、実際はもう少し若い。

　彼の名は、バッファ・ゼラノン。

　正式名めい称しようは極めて長いため、略称が用いられることがほとんど。

　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくのすぐ隣に位置する大国、ゴルディナ共和国の国家主席である。

「おう。わらわは大陸の重役ゆえ、強大な権けん威いに比例して、歩みもまた遅おそいのじゃ。その点については、バッファよ、そなたが羨うらやましくてしようがないわ。ド辺境のクソ田舎いなかを仕切る程度の雑魚ざこゆえ、身が軽いこと軽いこと。わらわも少しは身を軽くしたいのう」

「……そうかよ。だったらその両手足、ブッた斬ぎってやろうかい？　したら望み通り軽くなるだろうよ」

　バチバチと火花を散らせる、ローザとバッファ。

　隣りん国ごく同士は仲が悪くなりがちだ。ラーヴィルとゴルディナも例外ではなく、歴史上、さまざまな理由で衝しよう突とつしてきた。

　教皇による声がけと、《ラーズ・アル・グール》の活発化といった条件が揃そろわねば、この両国が平和条約を結ぶなど、未み来らい永えい劫ごうなかったかもしれない。

　……そうした組み合わせは、他ほかにも一組存在する。

「ほほ。相も変わらず仲がよろしおすなぁ。ラーヴィルはんも、ゴルディナはんも、末永くやっておくんなはれ」

　大陸共通言語を、独特の訛なまりで喋しやべる女。

　種族はエルフ。年齢は既に七〇を過ぎているとのことだが、長命かつ全盛期の姿を永く維い持じ出来るエルフなだけあって、その外見は妙みよう齢れいの美女そのものだった。

　彼女の名は、エルジュナ・ヴィハイム。

　ヴィハイム皇国を治めし女じよ帝ていである。

　糸のように細い目が特とく徴ちよう的な彼女は、手に持った扇子せんすで口元を隠かくしつつ、対面に座る男へと気をやった。

「ウチ等も両国みたく、仲なか睦むつまじい関係を維持したいもんどすなぁ？　ゼロス殿どの？」

「…………ふん」

　水を向けられたのは、獣じゆう人じん族の男。

　壮そう年ねんの美び丈じよう夫ふといったその容よう貌ぼうは、国家首脳というよりも戦士のそれであった。

　どこかオリヴィアに似た雰ふん囲い気きを持つこの男は、彼女の親しん戚せき筋の一人を祖先に持つとのこと。それゆえか、彼本人は統一教の信徒ではなく、オリヴィア崇すう拝はいたる黒こく狼ろう教の信徒であるらしい。

　その名は、ゼロス・ヴェル・ザイン。

　ヴィハイム皇国の隣国、サフィリア合衆国の大総統である。

「さて、と……そろそろ座らせてもらおうかの」

　適当な椅い子すに腰こしを落ち着けるローザ。

　その横に宰さい相しようヴァルドルが座り、両名の背を守るようにして、俺とイリーナが立つ。

「……で。あやつはまだかの」

「はんっ。なんなら抜きで話進めてくれてもいいんだけどな。オイラぁ、奴やつの顔なんざ見たくもねぇや。ラーヴィルの小こ娘むすめの方がまんだマシってもんだぜ」

「酷ひどいことおっしゃいますなぁ。あの方にも、良きところの一つや二つありますやろに。……まぁ、ウチはひとっつも浮うかびまへんけど」

「…………バッファ殿が言われたように、教皇殿が先に参られたなら、彼奴きやつ抜きで始めてもよいのではないか」

　皆みな一様に、不快げな顔をして言い合う。

　仲なか違たがいしている国々同士でさえ、意見が合がつ致ちしているという状じよう況きよう。

　かの国の長は大陸の嫌きらわれ者として有名だが……これほどとはな。

　古代でもそうした者はいた。というか、この俺がそうだった。

　……身を置いた環かん境きようは似たようなものではあるが、さて、かの者は当時の俺と同じ革命者か、あるいは……噂うわさに聞く、気の触ふれた蛮ばん族ぞくの王か。

　それを確かく認にんする瞬しゆん間かんが、前触れなく訪おとずれた。

「よ～いしょっ、と」

　通路にて、何者かの声が生じたかと思いきや。

　前後して、小規模な爆ばく発はつ音が轟とどろいた。

　我々の視線が、一いつ斉せいに、ドアの方へと向けられる。

　部屋の出入り口たるそこには今、大穴が穿うがたれていて──

　モクモクと立ちこめた煙けむりの中、一人の男が場違いなほど明るい声を放つ。

「やぁ皆！　驚おどろいた？　驚いたでしょ？　うっふふふふ！　これぞまさにサプライズ！」

　両手をバタバタとさせて、煙のベールを搔かき消しながら、室内へと足を踏ふみ入れる。

　その横に、人類全種族の美女達を、侍はべらせながら。

「……相変わらずじゃの」

「あぁ、マジでウゼぇ」

「お元気そうでなによりやわぁ。……早はよう天に召めされりゃえぇのに」

「…………チッ」

　各国の首脳陣じんだけでなく、その側近や護衛に至るまで、全すべての人間が敵意を向ける。

　けれども……注目を浴びた当人は、どこ吹ふく風といった調子で、ニヤニヤと笑っていた。

　年齢は三〇後半とのことだが、容姿も言動も大人のそれではない。

　種族はオーク……だが、エルフとのハーフらしい。

　濃のう緑りよく色しよくの肌はだを持つが牙きばはなく、顔立ちは一般的なオークよりも中性的で、整っている。

　彼の名は、ドレッド・ベン・ハー。

　無数の蛮族国家を一つにまとめ上げた男。

　アサイラス連れん邦ぽうの盟主である。

「いやぁ～、遅おくれてゴメンゴメン！　ちょ～っともよおしちゃったもんだからさ！　ほら、こういう大事な会議って、心身共にスッキリさせて挑いどみたいじゃん？　皆、僕の気持ち、わかってくれるよねぇ～？　うっふふふふふふ！」

　幼い喋り方や、無む邪じや気きに見えて邪気満まん載さいといったところは、どこかヴェーダに似ている。

　しかし……あのマッドサイエンティストのド変態が真性のそれであるのに対し、このドレッドという男は……さて、どうだろうな。

　頭のおかしい人間を演じているようにも見えるし、真実、気の触れた暴君にも見える。

　……品定めするこちらの視線に、彼は気付いたらしく、ギョロリとした目を向けてきた。

「おや？　おやおやおや？　そこの美少年君はひょっとして、噂のアード・メテオール君じゃないかな？」

「……左様にございます」

「あぁ、やっぱり！　君の武勇伝はこっちにも伝わってきてるよ！」

「……それはどうも」

「やっぱ君ほどになると、すっごくモテるんだろうなぁ～。なんせすっごく優ゆう秀しゆうだし？　見た目も最高だし？　生まれもいいんだよねぇぇぇ？　そんな君からしたら、僕が連れてる性奴隷こいつらなんか、ゴミクズみたいなもんだろ？　ねぇ？　質も量も足りないだろ？　ねぇ？　ねぇねぇねぇねぇねぇぇぇぇぇ？」

　一方的に、次から次へと喋り倒たおしながら、ドレッドは頭をグルグル回す。

　グルグルグルグルグルグルグル……

　白目を剝むきながら、グルグルグルグルと。

　そんな、あまりにも気味の悪い姿に、場の面々全てが嫌けん悪お感を露あらわにする。

　反して、俺は冷静なまま、目前の男を推おし測った。

　狂きよう人じんか。あるいは、それに見せかけた──

「あ～～～～～。ムッカつくなぁ、その目ぇぇぇ。もういいや、潰つぶしてやろっと」

　刹せつ那な。

　ドレッドが無造作に右手を突つき出して来る。

　その行こう為いが示すのは。

「おい、冗じよう談だんだろっ!?」

　バッファが目を見開くと同時に。

　ドレッドの攻こう撃げき魔ま法ほうが、放たれた。

　彼の手先にて魔法陣じんが顕けん現げん。一いつ拍ぱくの間を置いた後、そこから巨きよ大だいな火球が飛ぶ。

「やれやれ、過激な方ですね」

　目前の男と、焦しよう燥そうする周囲の面々に肩を竦すくめながら、俺は防ぼう御ぎよ魔法を発動した。

　半はん透とう明めいの防ぼう壁へきが我々を覆おおい、守る。

　ドレッドが放った火球が着ちやく弾だんし、爆ばく裂れつしてなお、我が防壁は傷一つ付いてはいない。

「おぉ、やるねぇ。上級防御魔法を無詠えい唱しようで使うなんて」

　本当は下級の魔法なのだが、訂てい正せいすることもあるまい。

　モクモクと煙が立ちこめる中、ドレッドに向き合う。

　彼はまだやる気十分といった調子で、この場がどういったものか、まるでわきまえていない様子だった。

「それじゃあ、次はもうちょっと本気で──」

　と、喋る最中。

　ドレッドに対し、四カ国の首脳が怒ど気きを放つ。

「おい、いい加減にしろよ、てめぇ……！」

「ほんま、これやから、蛮族は好きになれんわぁ」

「大人しく席につけぬなら、こちらにも考えがあるぞ」

「…………斬られたくば、好きにするがいい」

　バッファが大おお槌つちを担かつぎ、エルジュナが杖つえを握にぎり締しめ、ローザとゼロスが宝ほう剣けんを抜ぬき放つ。

　そうした彼等を守るように、護衛達が皆を取り囲んだ。

　四カ国の首脳全員の敵意を前にして、しかし、ドレッドは意に介かいしたふうもなく、グルグルと首を回す。

「えぇ～？　皆、アード君の肩かたを持つんだぁぁぁ？　ふぅ～ん、じゃあ──」

　ドレッドは、その口元を深い笑えみの形に歪ゆがめ、

「どいつもこいつも、死ねばいいんじゃないかなぁ？」

　宣戦布告も同然の言葉を吐はきながら、新たに魔法を放とうとする──

　が、その寸前で。

「そこまでにしてもらおう」

　厳おごそかな声が場に響ひびくと同時に──

　室温が、一気に低下した。

　無論、それは錯さつ覚かくである。

　来訪者たる男が放った殺気にあてられ、場に立つ全ての人間が、動きを止めた。

　ドレッドとて、例外ではない。

「あ～あ、時間切れかぁぁぁ」

　残念そうに唇くちびるを尖とがらせながら、彼は来訪者を見やる。

　教皇、ライザー・ベルフェニックス。

　正装姿の彼が放つ圧あつ倒とう的なプレッシャーに、俺以外の面々全てが冷や汗あせを流した。

　皆、ライザーの次なる発言を黙もくして待つ。

　そうした注目を受けて、奴は嘆たん息そくすると共に、言葉を紡つむぎ出した。

「……遅れて申し訳ないのである。我わが輩はいがもう少し早く到とう着ちやくしておれば、こうした騒さわぎにはなっていなかっただろう」

　話しつつ、室内を歩き、そして。

　上座に腰を下ろしながら、言った。

「全て水に流し……早さつ速そく、会議を始めるのである」

　納なつ得とくいくか、いかぬかはもう、関係がない。この男が場を仕切り始めた以上、もはや反論のしようがなかった。

　それほどに、教皇という立場は、伝説の使徒という立場は、絶対的なものだった。

　バッファ、エルジュナ、ローザ、ゼロス。四カ国の首脳陣が、渋しぶ々しぶといった様子で矛ほこを収め、席に座る。

　ドレッドもまた先ほどとは打って変わり、上じよう機き嫌げんな様子で口笛を吹きつつ、適当な椅子に座った。

　そうしてから、こちらを見やると、

「君の名前と顔は、しっかりと胸に刻んだよ。その代わり……僕の名前と顔を、刻み付けてくれると嬉うれしいな」

　にんまりと、ドレッドは気持ちの悪い笑みを、顔全体に貼はり付けた。

　そこに宿るのは、友愛にあらず。

　むしろ……強い殺気。

　お前はいつか必ず殺すと、表情だけで宣言してきたのだ。

「……やれやれ」

　どの時代においても、こういうのが一人はいるものだ。

　古代でもこうやって、喧けん嘩かを売ってきた馬ば鹿かは大量にいる。

　ゆえに俺は、ドレッドに関しては特に、どうとも思わなかった。

　それよりも今は会議である。

　いったい、いかな顚てん末まつを見せるのか。

　俺は注意深く、その様相を観察するのだった──




　　　　◇◆◇




　騒そう乱らんと共に開幕した五大国会議だが、その進行は極きわめて穏おだやかなもので……

　いつの間にやら、終わっていた。

　いやまったく、どうということもない会議であった。

　最初に、条約文の確認が行われたのだが、至し極ごくまともな内容であったため、どこからもツッコミは入らず……その後もなんというか、定型文のやり取りといった有様。

《ラーズ・アル・グール》の動向を警けい戒かいしましょうね。

　そうですね。

　条約破ったらダメですよ。

　そうですね。

　……こんな感じのやり取りがおよそ数時間続いた末に。

　昼の到とう来らいを示す鐘かねが、ゴウンゴウンと鳴り響く。

「ふぅ。では、これにて会議を終しゆう了りようするのである」

　なんとも、拍ひよう子し抜ぬけするような顚末であった。

「……なんか、思ってたのと違ちがう」

　どこか釈しやく然ぜんとしていないイリーナに、俺は首しゆ肯こうを返した。

　まぁ、大きな問題もなく、無事に終わってよかったといったところだろうか。

　……いや、正確にはまだ、終わっていないのだが。

「さて。事前に伝えておいたとおり、これから中央広場にて式典を行うのである」

　そう、俺達の任務はこれを完かん遂すいしてようやっと、終わりを迎むかえるのだ。

　大おお詰づめを行うべく、俺達は席を立ち、部屋を出た。

　そして、ぞろぞろと並びつつ、移動する。

　その最中。

「…………アード・メテオール。そして、イリーナ・リッツ・ド・オールハイド」

　俺達に、声をかける者が一人。

　護衛役の男達に囲まれた、サフィリア合衆国大総統、ゼロスその人である。

「な、ななな、なんでございますかしらっ!?」

　他国の重じゆう鎮ちんと話すことはあまりなかったからか、イリーナがしどろもどろに受け答える。

　そんな彼女とこちらの顔を、無表情のまま見み据すえながら、ゼロスは静かに口を開いた。

「…………オリヴィア様に、よろしく伝えておいてくれ。当方は貴女あなた様の味方であると」

　どこか意味深な発言。

　しかし、その真意を問う前に、彼はさっさと向こうへ行ってしまった。

「な、なんだったのかしら？」

「……さぁ。とりあえず、オリヴィア様にはそのままお伝えいたしましょう」

　以降、絡からんでくるような者はおらず、我々は大聖堂を抜けて広場へと向かう。

　やや距きよ離りがあるのと、安全面を考こう慮りよした結果、国ごとに馬車へ乗り込んで移動することになった。

　我等がラーヴィル組はまず、最初にイリーナ、続いてヴァルドル、そして俺、最後にローザという順に乗り込む。

　……なんとも、おかしな順番だ。普ふ通つう、最初に王が乗り込むものだが。

　そんなふうに疑問を覚えつつ、車内に入ろうとした、その寸前。

「……アードよ、よく聞いてくりゃれ」

　ローザがこちらの袖そでを摑つかみ、耳元へ口を寄せ、囁ささやきかけてきた。

「……ここに来た初日の夜、わらわが述べたこと、覚えておろうな？」

「……何事があろうとも、イリーナさんを守れと、そうおっしゃっていましたね」

　なぜ、今ここで、それを聞くのか。

　そう問い尋たずねる前に。

「よいか。ゆめゆめ、約束を違たがえるでないぞ。そなたが守るべきはイリーナじゃ。わらわのことなど無視してかまわぬ。イリーナだけを守れ」

　そこまで言うと、彼女は強制的に話を打ち切って、俺を車内へと押し込んだ。




　……状じよう況きようは間違いなく、終わりへと向かいつつある。

　全すべてが平和的に進むことを祈いのりながら。

　そして。

　自らの未来予想が、外れてくれることを祈りながら。

　俺は、馬車の扉とびらを、閉じるのだった。








第六七話　元・《魔ま王おう》様と、人間の煌きらめき　前編









　宗教国家・メガトリウムでは月に一度、教民集会なる催もよおしがあるという。

　中央広場に建設された舞ぶ台たいにライザーが立ち、集まった民衆に説法を行うという内容だ。

　この教民集会には毎回、メガトリウムに住まう民たみの大半が参加するらしい。

　まさに、宗教国家の名を冠かんする土地ならではの催しである。

　教民集会はメガトリウムの民にとって、己おのれの信しん仰こうと道徳感情を再確かく認にんするための、神聖な行事として扱あつかわれているようだが……

　果たして、教民集会を大切に思う民の感情は、真の自己意思と言えるだろうか？

　俺はこの催しに関して、裏があるのではないかと思っている。

　具体的には、民の洗脳。

　集つどった民衆を対象に精神干かん渉しよう系けいの魔ま法ほうをかけて、意思をある程度コントロールする。

　……それはかつて、俺が行った統治法の一つだ。

　メガトリウムはライザーの手によって再現された、古代末期の世界と言える。ならば当時、俺が実行していた統治法のおおよそもまた、再現しているのではなかろうか。

　といっても、完全再現は出来ていないだろうし、今後も不可能だと思われる。

　精神干渉系の魔法は極めて難易度が高いのだ。特にこちらの意を相手に押し付け、コントロールするようなものは、古代でも使い手がほとんどいなかった。

　また、使用可能であったとしても、相手方のメンタルが強すぎたり、こちらが押し付けたい考えを相手方が強きよう烈れつに忌き避ひした場合、完全な洗脳は不可能。

　それはこの俺であっても例外ではなく、ゆえに古代末期では、洗脳以外にも暴力を用いた恐きよう怖ふ政治などを以もつて民衆を操あやつっていた。




　そうした過去の過あやまちを思い返し、自己嫌けん悪おに浸ひたりながら。

　俺は式典の参加者の一人として、イリーナやローザ、ヴァルドルと共に、舞台へと上がっていく。




　中央広場に設けられたそれは、此こ度たびの式典がいかに壮そう大だいなものであるかを知らしめるべく、過度な装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　民衆を見下ろすことの出来る巨きよ大だいな台形状の舞台は当然のこと、そこに繫つながる道や階段に至るまで、豪ごう奢しやさを演出する要素がちりばめられている。

　俺とイリーナは他ほかの護衛役と同様、自国の首脳陣じんを守るようにして囲み、前方を行く他国の者達から一定の距離を置きながら、ゆっくりと進む。

「移動経路に高級絨じゆう毯たんを敷しくなんて、ちょっと考えれないぐらい豪ごう華かね」

「まぁ、歴史に名を残すような催しですから。これぐらいは当然でしょう」

　絨毯を踏ふみしめつつ移動し、階段を経由した末に。

　俺達は他国の者達と同様、舞台の壇だん上じようへと到着した。

「うっわぁ……すごい景色……」

　眼下の様相を眺ながめながら、イリーナが圧あつ倒とうされた様子で呟つぶやいた。

　集った民衆は、メガトリウムの総人口のおよそ九割。数十万人規模である。

　広大な中央広場を埋うめ尽つくす人、人、人。

　彼等の注目を、我々は今、一身に浴びていた。

「わらわも時には、民衆の前で演説を打つときがあるが……これほどの数を前にするのは、初のことやもしれぬ」

　やや緊きん張ちよう気味に表情を強こわ張ばらせるローザだが、すぐに元通りの微び笑しようを浮うかべ、

「まぁ、どうとでもなるじゃろ。……ここにはアードもおるしのう」

「そうね！　なんか失敗があったとしても、アードがきっとフォローしてくれるわ！」

「……えぇ、お任せください」

　会話を交かわしつつ、俺達は壇上の只ただ中なかを歩く。その先には、来らい賓ひん用の椅い子すがある。

　五人分、ズラリと並べられたそれは、玉座に似た造りをしており……五大国の主あるじが手を結ぶという此度の式典のテーマに則のつとった、小道具とも言える。

　まず他の首脳と同様に、ローザが椅子へと腰こしを下ろす。そうしてから宰さい相しようヴァルドルが彼女の背後に付き、両りよう隣どなりを俺とイリーナが固める。

　そうした我々を囲むようにして、多くの聖堂騎き士しが肩かたを並べた。

　まさに盤ばん石じやくの守りといったところか。

　五大国全ての首脳陣が席についたことを確認すると、ライザーは壇上に設けられた演説台の前へと赴おもむき、拡声の魔導装置を用いて、民衆に式典の開始を告げた。

「皆みなも知っての通り、この大陸では歴史上、三度の大戦があった。小こ競ぜり合いを含ふくめれば、戦いくさの数は千や二千では済むまい。《魔王》陛下亡なき後、我等は人類同士、醜みにくい戦を繰くり返しながら歴史を紡つむいできたのである。だが、今日、このときを以て。大陸に再び、平和が訪おとずれるだろう。《魔王》陛下が形成した理想郷が今ここに、再現されるのである」

　ライザーの演説に、民衆が大いに沸わき立つ。

　数十万人規模の歓かん声せい。誰だれもが熱ねつ狂きようし、歴史的偉い業ぎようを成し遂とげたライザー達を称しよう賛さんする。

　鼓こ膜まくが破れんばかりの声せい援えんを受けながらも、ライザーは粛しゆく々しゆくと、厳おごそかに、式典を進行していった。

「あ～、どうも。オイラ、バッファ。ぶっちゃけこういうの苦手なんだけど──」

　各国首脳によるスピーチ。

　それを終えた後、ライザーが改めて平和条約の内容を発表し、締しめの言葉を述べて終幕。

　……というのが、式典の流れである。

　一人、また一人と、スピーチを終えていく。

　そうした様相をしばし、俺はなんの気なしに眺めていたが……

　ふと、椅子に座るローザの顔に目を向けた。

　……随ずい分ぶんと緊張しているのだろうか。朝方と同様、顔が青い。

　額には脂あぶら汗あせが浮かび、唇くちびるはわなわなと震ふるえている。

　何か声をかけようかと思ったのだが、それよりも前に、彼女の出番が回ってきた。

「頑がん張ばって、ローちゃん！」

　まるで、学芸会に赴く友を応おう援えんするような気安さ。

　イリーナの顔にはそんな、穏おだやかな笑えみが浮かんでいる。

「………………」

　ローザは椅子から離はなれてより数秒間、無言のまま、イリーナの顔をジッと見つめ続けた。

　そして彼女は、「ふっ」と緊張を崩くずし、満面に優やさしげな笑みを宿すと、

「……イリーナよ、そなたは己の幸福のみを優先せよ」

　前後の繫がりがまったくない、意図不明の言葉を受けて、イリーナの顔に当とう惑わくが浮かぶ。

　しかしローザは背中を向けて、振ふり返ることなく、演説台の前へと移動した。

「……ふぅ」

　一息吐はきながら民衆を見下ろし、それから彼女は、ライザーの顔を見やる。

　その瞳ひとみに在あるのは──翻ほん意いの情。

　ローザは再び民衆へと向き直り、拡声の魔導装置に口元を近づけ、言葉を紡ぎ始めた。

「この数日、わらわは常に迷い続けてきた。目前に置かれた天てん秤びんは常に均きん衡こうを保ち、どちらにも傾かたむいてはくれぬ。ゆえにわらわは、今このときに至るまで、決断を下せずにいた」

　迷いも淀よどみもない語調。

　だが、民衆にとってローザのスピーチは、意図の摑めぬものだったに違ちがいない。

「ラーヴィルの女王様、なに言ってんだ……？」

「天秤？　決断？」

　ざわめく民衆。彼等だけでなく、他国の首脳陣やイリーナにしても、首を傾かしげるばかり。

　彼女の考えを正確に摑んでいる者は、この場において、おそらく三名のみであろう。

　宰相ヴァルドル、教皇ライザー、そして──

　この俺、アード・メテオールを入れて、三名。

　……やはり、こういうことになるのか。

　想定した未来の到とう達たつを感じ取りながら、俺は次なる展開へと備え始めた。

　そうする一方で、ローザのスピーチが続く。

「わらわが下した決断は、為い政せい者しやとしては間違っておろう。しかし、わらわは女王であると同時に、一人の人間じゃ。ゆえに…………」

　ここで一度、彼女は背後を振り向いた。

　視線が向かう先に立つのは、宰相ヴァルドル。老いた忠臣は今、目を大きく見開いて、大量の汗あせを流している。彼は小さく首を振り、自己意思を表明するのだが……

　女王は切なげに微笑ほほえんで、再び前を向き、そして。




「このローザは、友の幸福を選せん択たくするッ！　教皇に賛同する気は微み塵じんもないッ！」




　決然とした声が、彼女の口から放たれた。

　この式典に参加する者、それを観覧する者。ほとんどが啞あ然ぜんとした顔をしている。

　理解がおいつかなかったのだろう。民衆は誰もが口を閉とざし、静せい寂じやくを保っていたのだが……しかし、やがて彼等は、当惑を叫さけび始めた。

「なんだよ？　友の幸福って？」

「教皇様に賛同しない？　どういうことだ？」

「まさか……この期ごに及およんで、平和条約に反対するつもりか？」

　当惑や不ふ審しんを口々に出し合う。

　一種のパニックが、民衆に伝でん播ぱしていく。

　そのときだった。

「教皇猊げい下かッ！　申し上げたき儀ぎがございますッッ！」

　血を吐くように、老いた宰相ヴァルドルが叫び声をあげた。

　凄すさまじい形相、だが……どこか芝しば居いじみたところがある。

　まるで予定調和。事前に取り決めていた言動を実行しているかのように。

　ヴァルドルだけでなく、ライザーもまた、動き始めた。

「……申してみよ」
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　短く一言、ライザーが返答してからすぐ、ヴァルドルは演説台へと向かった。

　ローザとすれ違う際、彼は拳こぶしを強く握にぎり締めたが、何事も発さず。

　そしてヴァルドルは、皆の注目を一身に受けながら、演説台を前に大声を張り上げる。

「我が国、ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくはッ！　これまでずっと、ある真実を隠かくし続けてきたッ！　それは──」

　このまま捨て置けば、どういうことになるのか、わからぬわけもない。

　だが……

　やはりこの場には、反魔法術式が展開されていた。

　ゆえに今、俺はいかなる魔法も使えない。

　ゆえに今──

　俺は、ヴァルドルの口を塞ふさぎ、最悪の未来を防ぐことが、出来なかった。

「《邪じや神しん》の末まつ裔えいを放置するばかりかッ！　英えい雄ゆう男だん爵しやくなどと呼び、その親子を政治的に利用しているッ！　これはまさに！　《魔王》様と、その信徒達に対する裏切りに他ならないッ！　ゆえにこの宰相ヴァルドルは、教皇猊下にお願い申し上げるッ！　卑いやしくも女王を僭せん称しようする裏切り者ローザに、正義の鉄てつ槌ついをッッ！」

　絶ぜつ叫きようするヴァルドルの瞳からは、滂ぼう沱だの涙なみだが流れていた。

　だが、その感情を慮おもんぱかる余よ裕ゆうは、もはやない。

　俺は盛せい大だいなため息を漏もらしつつ、目線を隣となりへやった。

「……イリーナさん、お気を確かに」

　声をかけても、反応はない。

　彼女はまだ、現実を受け止め切れていないらしい。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつといった顔をしたまま、微び動どうだにしなかった。

　……その一方で、状じよう況きようは容よう赦しやなく進行していく。

　俺の想定通り。

　最悪の未来へと、突とつ入にゆうする。

「よくぞ告白してくれた。あぁ、しかし……なんとおぞましい真実であろうか。かの憎にくむべき《邪神》の血を引き継つぐ者がこの世に存在するだけでなく……五大国に数えられし帝国がそれを匿かくまい、政治利用しているとは」

　ライザーの言動はあまりにも芝居がかっていて、俺からすると不審感しかない。

　だが、民衆は違った。教皇猊下を絶対正義とする彼等は、あまりにも流されやすい。

　ローザの意図不明な宣言。ヴァルドルによる、唐とう突とつな話題変化。

　それらに対する不審や疑念など、もはや彼等の頭にはないのだろう。

「ラーヴィルの野や郎ろう……！　なんて、おぞましいことを……！」

「絶対に許せねぇ……！　許しちゃおけねぇ……！」

　彼等の頭は、憎ぞう悪おに囚とらわれていた。

　邪悪と決めつけた存在への怒いかりや憎しみだけが、心に広がっている。

　民衆達に遅おくれて、ここでようやっと、各国首脳陣じんが反応を見せた。

「おい、マジかよ……!?」

「なんとも、まぁ……」

「うっふふふふ！　素す敵てきなサプライズだねぇ！」

「………………」

　ある者は驚きよう愕がくし、ある者は嫌けん悪おし、ある者は笑い、ある者は沈ちん黙もくを保つ。

　そうした中。

　教皇ライザーが、こちらを向く。

　まず俺に目をやり……何かを問うような視線を投げかけた。

　俺はただただ奴やつを睥へい睨げいするのみ。

　そうしていると、奴はイリーナへと視線を移した。

「……っ！」

　鋭するどい目を向けられて、彼女の華きや奢しやな体が小さく跳はねた。

　まさしくか弱き乙女おとめの反応を受けてなお、ライザーはその瞳に冷れい酷こくな意思を宿し……

　声高らかに、民衆へと告げた。

「我わが輩はいは、ラーヴィルを赦ゆるそうと思う。この責任は個人が背負うべきものであり、国ごと罰ばつするものではない。よって我輩はここに、異い端たん審しん問もんの開始と、その結論を宣言する」

　静けさが場を支配する中。

　ライザーは、判決文を読み上げるかの如ごとく、淡たん々たんと言葉を紡ぎ出した。

「ラーヴィル魔導帝国女王、ローザ・フォン・ヴォルグ・ド・ラーヴィルを、死罪とする。そして──英雄男爵として知られるヴァイス・リッツ・ド・オールハイド並びに、その娘むすめ、イリーナ・リッツ・ド・オールハイドもまた、死罪とする。この三名の極きよつ刑けいを以もつてしか、ラーヴィル魔導帝国の罪が赦されることはない」

　教皇猊下の断言を受けて、静寂を保ってきた民衆が、一いつ斉せいに声を上げ始めた。

「殺せぇッ！　今すぐ、そいつらを殺せぇッ！」

「あぁ、なんておぞましい……！」

「穢けがれた血筋を絶やせッ！　《邪神》の末裔を八やつ裂ざきにしろッ！」

　荒あれ狂くるう民衆の悪意が、イリーナの華奢な体を襲おそう。

「ひっ……!?」

　ぶわりと立ち上った、悪感情のオーラ。それを一身に浴びたイリーナの心情たるや……まさに、筆舌につくしがたいものであろう。

　されど現在、その心を慮り、激げき励れいするだけの猶ゆう予よは、ない。

「我が騎き士し達よ。《邪神》の娘を捕とらえよ」

　ライザーの命を受け、聖堂騎士達が一斉にやってくる。

「あ、あぁ……！」

　迫せまり来る連中に、イリーナは怯おびえ惑まどうことしか出来ない。

　だからこそ。

「ご安心を。貴女あなたには、私が付いています」

　このアード・メテオールが、彼女を守らねばならぬ。

　接近してくる騎士のうち、もっとも突とつ出しゆつした者に向かって、俺は鋭く踏ふみ込んだ。

「魔法が使えぬ魔導士などッ！　雑魚ざこも同然よッッ！」

「……さて、どうですかね」

　受け応こたえつつ、振ふり下ろされた両りよう刃ば剣けんを躱かわす。

　相手方の身のこなしは、てんでなっちゃいなかった。

　心身に、油断と嘲あざけりが満ちている。

　魔法が使えぬ者が、重装備の騎士隊に敵かなうわけがない。

　そうした情が、ヘルムから覗のぞく相手方の目から伝わってくる。

「やれやれ」

　確かに、フルプレートを纏まとった騎士を相手に魔法なしは辛つらい。

　だがフルプレートの鎧よろいといえど、隙すき間まはあるものだ。

　例えば──覗き穴。

　俺は相手方の第二撃を躱しつつ、自らの懐ふところへ手を差し込み、万年筆を取り出した。

　そうして、力強く地面の蹴けると、

「ご無礼」

　相手のヘルムの覗き穴へ、ペン先を突つき刺さした。

「ぎゃっ!?」

　こちらの思おも惑わく通り、ペン先は目を貫つらぬいたのだろう。

　激痛に悶もだえながら、騎士が両刃剣を落とす。

「得物を拝借」

　落下する剣の柄つかを握ると、俺は目前にて呻うめく騎士へ、無造作に刀身を振るった。

　フルプレートの弱点はもう一つ。関節部である。

　無論のこと、鎖くさり帷子かたびらを着込むことで切断を防いではいるが……

　衝しよう撃げきは、殺しきれない。

「ぐがぁッ!?」

　各関節部を強したたかに打ち据すえ、骨を砕くだく。

　まず一人。

「チィッ！　猪口才ちよこざいなッ！」

　真横から剣を突き出してくる騎士。

　その一撃を悠ゆう々ゆう回かい避ひし、先刻と同様に関節を打つ。

　これで二人目。

「再び、得物を拝借」

　今し方仕留めた相手の剣を奪うばい、両手に得物を握る。

　手数はこれで倍となった。

「囲めッ！　囲んで押し潰つぶせッ！」

　もはや敵方に慢まん心しんはなく、必死の攻こう勢せいが展開される。

　よく訓練されているのだろうが……

　連中の戦せん闘とう機動など、俺からしてみればお遊ゆう戯ぎも同然であった。

　小さな猫ねこがいくら群れたところで、巨きよ大だいな獅し子しには敵わぬ。

　この身に刻み付けた剣技の数々を披ひ露ろうする度たび、騎士が一人、また一人と倒たおれていく。

　とはいえ、調子づいて殲せん滅めつを狙ねらうような愚ぐは犯おかさない。

　そうしたなら今度は、ライザー自らが出張ってくるだろう。

　ゆえに。

「……ここいらが、潮時ですかね」

　また一人、騎士を討うち取った後、俺は片手に持った剣をライザーへと投げ放った。

　当然、掠かすることもない。

　だが一いつ瞬しゆん、気を逸そらすことは出来た。

「イリーナさん、とりあえずここは、身を隠しますよ」

「アー、ド……？」

　未いまだ茫然自失のイリーナの腰こしを抱だいて、俺はもう片方の剣を向かい来る騎士の一人へ投とう擲てき。それから再び、自らの懐へと手をやった。

「イリーナさん、目を閉じてください。私がよしと言うまで、決して開けぬように」

　備えあれば憂うれいなし。

　このときのために用意しておいたアイテムを、速すみやかに取り出す。

　掌てのひらサイズの、白い球体状のそれは、名をフラッシュ・ボムという。

「それでは皆みな様さま、ごきげんよう」

　言うや否いなや、俺はフラッシュ・ボムを地面へと投げつけた。

　衝撃に反応して、白い球体状のそれが破は裂れつし──

　強きよう烈れつな閃せん光こうが、広こう範はん囲いに広がる。

「うおッ!?」

「ま、眩まぶしっ……！」

「うっふふふふ！　用意周しゆう到とうだねぇ！」

　元来、このフラッシュ・ボムは冒ぼう険けん者が魔物に使うもの。

　しかし、こうした対人戦においても、効果は覿てき面めんであった。

「揺ゆれますが、辛しん抱ぼうしてくださいませ」

「……っ！」

　広場に集つどいし民衆の罵ば声せいを浴びながら。

　俺はイリーナの細い体を抱きかかえ、脱だつ兔との如く、駆かけ出すのだった。




　…………

　……呼吸が少し、乱れている。

　だが決して、大きく息を吸ったり、吐はいたりは出来ない。

　音を立てて見つかるようなヘマは、ごめんである。

「くそっ！　捜さがせっ！　まだ遠くには行ってないはずだっ！」

　騎士達の怒ど号ごうが、遠くへと離はなれていく。

　まずは一安心といったところか。

　……イリーナを抱かかえ、舞ぶ台たいから降りた後。

　俺は荒れ狂う民衆を制しながら、街中へと逃にげ込んだ。

　そして今、ある区画の路地裏にて息を潜ひそめている。

　ここは件くだんの連続殺人事件を調査する最中、偶ぐう然ぜん見つけたスポットで、周囲一帯が迷めい路ろのように入り組んでいる。身を隠かくすにはうってつけの場所だ。

「ふぅ。なんとか、撒まきましたかね」

　息を整えっつ、空を見上げる。

　本日もまた清すが々すがしい晴れ模様だ。

　燦さん々さんと輝かがやく太陽が、どうにも憎にくらしくて仕方がなかった。

「……助けなきゃ」

　この身のすぐ隣となり。

　地面に座りこんだイリーナが、俯うつむきつつ、小さな声で呟つぶやいた。

「ローちゃんを、助けなきゃっ……！」

　血走った眼で、こちらを見る。

　その瞬間のことだった。

「アード・メテオール殿どの。並びに、イリーナ・リッツ・ド・オールハイド殿」

　前まえ触ぶれなく飛んできた声へ、我々は弾はじかれたように反応する。

　即そく座ざに声の主を睨にらみ、戦闘態勢を整えた。

　相手は、年とし端はもいかぬ少女。しかしその佇たたずまいは、素人しろうとのそれではない。

「とうとう本ほん腰ごしを入れてきたようですね。ここからは、タフな逃とう亡ぼう劇になりそうだ」

　戦闘意思を発はつ露ろさせつつ、微び笑しようを浮うかべてみせる。

　そんな俺に対し……相手方の少女は、首を横に振った。

「わたしは、貴方あなた達の敵じゃない。《女王の影かげ》の、一人」

「《女王の影》」

　それは名が示す通り、女王お抱えの秘密組織である。

　汚よごれ仕事を中心とした高難度クエストを、女王の命のもとこなす者達。

　一応、俺やイリーナもその組織に属しているので……この少女の言葉が本当であれば、彼女は我々の同どう胞ほうということになる。

　もっとも、本当であればの話だが。

「……貴女の発言が、噓うそでないという証しよう拠こは？」

「ない。けれど、信用してほしい」

　どこか虚うつろな目で俺とイリーナを見つめながら、少女はこう言った。




「貴方達を逃がす。わたしは、そのために来た」
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　宗教は心の拠より所とされている。

　実際のところ、信しん仰こうが救いとなっている人間も多く、治安維い持じという面でも宗教は有用であった。

　けれども……信仰は時として、狂きよう気きを生む。

「まったく、宗教の功罪は半はん端ぱないのう」

　薄うす暗ぐらく、狭せまい、大聖堂地ち下か牢ろうにて。

　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こく女王、ローザは、倦けん怠たい感たっぷりに呟いた。

「宗教の存在ゆえに人は一定の道徳を有しておるが……反面、信仰という概がい念ねんがあるゆえに、異物への忌き避ひ感が高まってしまう。……宗教なんぞなかったなら、イリーナも気苦労せずにいられただろうに」

　冷たい石造りの地面に座り込んで、壁かべに背を預けつつ、天てん井じようを見上げる。

「……あの二人は、ちゃんとわらわの言うことを聞いてくれるかのう」

　麗うるわしい瞳ひとみを憂ゆう鬱うつげに細めながら、ローザは彼等の現在を想像する。

　アード・メテオールが付いている以上、イリーナの安全は間ま違ちがいない。

　きっと今いま頃ごろ、二人は事前に手配しておいた人員と合流しているだろう。

　問題なのは、その後だ。

「……あの二人は、良くも悪くも自分を優先してくれぬからのう。わらわが必死こいて準備したアレコレを無む碍げにする可能性が高い。まったく、厄やつ介かいな友を持ったものじゃ」

　一つ、嘆たん息そくを漏もらす。

　と──

　コツリ、コツリ。

　地下牢に足音が響ひびき渡わたった。

「来客、か」

　鉄てつ格ごう子しへと目をやる。

　果たして、その先に立っていた人物は。

「……おう、ヴァルドル。随ずい分ぶんとやつれたのう」

　老ろう齢れいの忠臣、ヴァルドルの容よう貌ぼうは今、まるで枯かれ木の如ごとく萎しなびていた。

　ローザが聖堂騎き士しによって捕ほ縛ばくされ、この地下牢に叩たたき込まれてから、まだ一時間と経たってはいない。にもかかわらず、この変わりようである。

「現時点でそれとはのう。いささか不安になってきたぞ。わらわが処しよ刑けいされてすぐに老ろう衰すいして死去、などという無様な最さい期ごは迎むかえてくれるなよ？　わらわ亡なき後、国家安あん寧ねいはそなたの手しゆ腕わんにかかっておるのじゃからのう」

　ケラケラと笑いながら、普ふ段だんと変わりなく、まるで祖父に接するかのように語りかける。

　だが、ヴァルドルは何も答えなかった。

　幽ゆう鬼きの如く落ちくぼんだ目で、ジッとローザを見つめ続けるのみだった。

　しかし、やがて。

　口元をわなわなと震ふるわせながら、ヴァルドルは言葉を紡つむぎ出す。

「なぜ……！　なぜ、手て筈はず通りにしてくださらなかったのか……！」

　太い涙なみだが、彼の両目から流れ落ちる。

　そんな忠臣の姿に、ローザは一いち抹まつの罪悪感を覚えたが……それでも、堂々と断言した。

「臣下の心を思えば……胸が押し潰されそうになる。されどこのローザ、後こう悔かいの念は微み塵じんもない。教皇の脅おどしに屈くつして友を裏切るなど、わらわには出来ぬ。たとえその結果……無む辜この民たみが、犠ぎ牲せいになろうとも」

　ローザの脳のう裏りに、過去の映像がフラッシュバックする。

　それは、アード達が修学旅行を楽しんでいる最中の出来事であった。

　教皇たるライザーが前触れなく、お忍しのびで、王室へ訪おとずれたのである。

　そして彼はこう言った。

「其そ処こ許もと等の隠し事、暴あばかれたくなくば、我わが輩はいに協力せよ」

　五大国会議の開かい催さいと、平和条約の締てい結けつ……それらを隠れ蓑みのとした、なんらかの計画。

　その詳しよう細さいは知らぬ。ライザーはただローザを脅きよう迫はくし、己おのが駒こまにせんと働きかけるのみだった。

　彼の要求はただ一つ。

　条約締結の式典の際、イリーナの正体を民衆に明かし、その排はい除じよを約束せよ。

「さすれば、其処許等の罪をこの教皇が赦ゆるそう。ラーヴィル魔導帝国の安寧を、我輩が保証しよう。もしこれを受け入れぬのであれば────」

　以降、彼は何も言わず、立ち去った。

　それからの日々は、まるで生き地じ獄ごく。

　為い政せい者しやとしての選せん択たくと、一人の少女としての選択。それらを天てん秤びんにかけ、しかし、どちらも選べぬ日々。

　その末に出した結論は、ローザの現状を見れば明らかであろう。

「まぁ、王家の真実まで明かせと言われなかったのが、せめてもの救いじゃな。そこまで暴ばく露ろしてしまったなら、もはや完全なる詰つみじゃもの」

　真の王家は自分でなく、イリーナ達である。

《邪じや神しん》の末まつ裔えいたる彼女等が、ラーヴィル魔導帝国の真なる支配者だ。

　そうした真実まで公開しようものなら、下手をすれば国から人がいなくなってしまうだろう。これも、宗教の功罪の一つだった。誰だれも、邪悪な怪かい物ぶつの子孫が治める土地になど、住みたくはあるまい。

「それを思えば、現状は不幸中の幸いといったところよ。何せわらわは単なる影かげ武む者しや。代わりなどはいくらでも──」

「馬ば鹿かなことを申すなッ！」

　放たれた怒ど声せいに、ローザは目を丸くした。

　目め尻じりを吊つり上げ、激しい怒いかりを表す老臣。

　その姿はまるで……孫を𠮟しかりつけんとする、祖父のようだった。

「確かに、貴女あなた様は影武者。しかし……このヴァルドルからすれば！　貴女様こそが真の王ッ！　決して、代わりの利きくものではないッ！」

　老臣は鉄格子に手を掛かけながら、歯を食いしばって、ローザを睨む。

　その血走った目は恐おそろしくも……温かみを感じさせるものだった。

「……ふふ。そなたにこれほどこっぴどく𠮟られたのは、いつ以来かのう」

　影としての人生。しかしながら、不平不満は一いつ切さいなかった。

　それも全すべては、この忠臣が居てくれたおかげだった。

　だが……

「わらわは、そなたを裏切ってしまったな。そなたの期待に、最後まで応こたえては、やれなんだな。……それでもなお、わがままを言うわらわを、許してくりゃれ」

　ヴァルドルをまっすぐ見つめながら、ローザは生しよう涯がい最後の願いを口にした。

「わらわ亡き後、ラーヴィルの秘境には誰も近づけさせるな。そこは我が友のために用意した、安寧の地じゃ。……どうか、よろしく頼たのむ」

　老臣は、何も答えなかった。

　無言のまま、しばし血走った目を見開き……やがて全身を震わせながら、目を瞑つぶる。

　そうして彼は、ローザの懇こん願がんに対して何事も言わぬまま、地下牢から去って行った。

「……さぁて。わらわの願い通りになるか、否いなか」

　全ては、ただ一人の存在によって決まるだろう。

　そう……

　ありとあらゆる命運は、アード・メテオールの選択によって、決まる。

「間違ってくれるなよ」

　彼の姿を思い浮かべながら、囚とらわれの女王はまた一つ、ため息を漏らすのだった。
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　我々を逃にがすためにやって来た。

　そう話す《女王の影かげ》の構成員に、俺達は懐かい疑ぎの目を向ける。

「……どうする、アード？」

「そうですね」

　顎あごに手を当て、思考を巡めぐらせ、その末に。

「隠かくれ家がは、ご用意されていますか？」

「当然。まずはそこに身を隠し、計画について話す」

「なるほど。ではそちらへ参りましょう」

　この路地裏は身を潜ひそめるのにうってつけであるが、しかしそれでも、あと半日もすればこちらの居所を摑つかまれよう。

　色々と情報の確かく認にんもしたいところである。ゆえに俺は相手の言い分を信用し、ついて行くことにした。

　そして。

　時には裏道で息を潜め、時には下水道を経由し、ようやっと隠れ家へ到とう着ちやく。

《女王の影》の構成員が用意したそれは、メガトリウムの隅すみっこにある、極きわめて地味な住宅だった。

　そちらへ入り、リビングへと移動するや否や、構成員たる少女が口を開く。

「脱だつ出しゆつの日時は本日深夜。まず門番を──」

「脱出計画の説明は結構。我々はすべきことを達成するまで、このメガトリウムから離はなれるつもりはありません。そうでしょう？　イリーナさん」

「そのとぉ～りよっ！」

「……すべきこと、とは？」

「言わずもがな。女王陛下の救助にございます」

「こっから逃げるにしても、それはローちゃんを助けたあとっ！　それまでは絶対に逃げたりしないんだからっ！」

　我々の決然とした態度に、相手方は感情を見せることなく、無機質に受け答えた。

「それは困る。わたしは命令を受けた。だから、命令を遂すい行こうしなければならない」

「もうっ！　融ゆう通ずうが利かないわねっ！」

　ぷりぷりと怒おこるイリーナに、《女王の影》たる少女は虚うつろな瞳を向けるのみだった。

　そうした彼女に、俺は少し冷ややかな目線を送りながら、

「己が意を通すなら、貴女はもはや暴力を用いるほかありませんよ。けれども……我々の制圧は容易なことではありません」

「そこは理解している。力ちから尽ずくで言うことを聞かせようとしても、時間と体力を無む駄だにするばかりか、計画にも支障を来きたす恐れがある。……だからわたしは、何も出来ない」

「いいえ。貴女には出来ることがある。それは情報提供です」

「情報提供？」

「えぇ。裏方として、色々と探さぐっていたのでしょう？　貴女が持つ情報の中には、私が求めているものがきっとあるはず。それを与あたえてくだされば……私が良きようにいたします」

　少女は懐疑的な目をこちらに向けてきた。

「良きように、とは？」

「女王陛下をお救いし、そして堂々とこの国を出て行く。これが現状、我々が目指すべき理想かと」

「……出来るわけがない。夢物語にもほどがある」

　どこか呆あきれた様子で呟つぶやいてから、彼女は深々と嘆息した。

「メガトリウムには今、全域に反魔ま法ほう術式が展開されている。よってわたし達も相手方も、魔法が使えない。となると戦せん況きようを決定づけるのは物量ということになる」

「然しかり。こちらは私とイリーナさん二人に対し……相手の戦力は数万単位でしょうね」

「そう。いくら貴方あなたでも、この差は──」

「覆くつがえるわっ！」

　横から口を挟はさみながら、イリーナはまるで、威い嚇かくするかのように目を吊り上げた。

「あたしのアードを舐なめんじゃないわよっ！　たかだか数万の聖堂騎き士しなんて、アードからしてみればアリんこも同然なんだからっ！　そんなのこう……ちょいっ、てやるだけで片付くのよ！　こう、ちょいっと！」

　足あし払ばらいのような仕草をみせるイリーナに、少女は再びため息を吐ついた。

　信用がないようだが、まぁ、それでもいい。

　欲ほつする情報さえ得られれば、それでいいのだ。

「とりあえず……捕とらえられたであろう女王陛下の処しよ刑けい日時。その場所。これらをお聞かせ願いたい。さすれば、このアード・メテオールが現状を打破いたしましょう」

　やはり少女の態度は懐疑的なままだったが……

　とりあえず、情報は聞き出すことが出来た。

　ローザは明日の朝方、中央広場にて公開処刑されるとのこと。

「ふむ。朝方ですか。なるほどなるほど」

「ど、どうにかなるわよねっ!?」

「えぇ、なにも問題はありません」

　……やはりライザーは、俺の想定した通りに動いたか。

　奴やつの目的はわかっている。

　全すべてはこのアード・メテオール……いや、《魔王》・ヴァルヴァトスを狙ねらってのもの。

　ゆえに奴は、こちらに時間的猶ゆう予よを与えたのだろう。

　決断を下すための、時間的猶予を。

　……きっとそれは俺にとってだけでなく、イリーナにとっても、辛つらい時間になるだろう。




　……さて。

　それからというもの、《女王の影》の構成員たる少女はしばらく、説得の言葉を積み重ねてきた。けれども我々は彼女の言葉を頑がんとして聞き入れず……

　結果、彼女の脱出計画は破は綻たん。

　ゴウンゴウンと街中に鳴り響ひびく鐘かねの音が、その証あかしになっていた。

　少女の計画では、夜の到とう来らいを示すその音と共に、まずは下水道へ向かう手て筈はずだった。

　しかし今、俺とイリーナは住宅の一室にて閉じこもり、朝を待ちわびている。

「……イリーナさん、少しは眠ねむられた方がよろしいかと」

「それは、わかってるんだけどね。でもなんというか……緊きん張ちようして、眠れないの」

　ベッドに横たわるイリーナの全身は、先さき程ほどからカタカタと小刻みに揺ゆれていた。

「ていうか、アードはどうなの？　寝ねなくていいの？」

「私は大だい丈じよう夫ぶです。三日三晩程度であれば、飲まず食わず、眠らずの状態でも万全に動けますので。それに……つい先ほど申し上げた通り、やらねばならぬことがありますから」

　それは今まさに、実行中であった。表向きはただ会話しているだけに見えるだろうが、我が脳内ではある仕事が着々と進行している。

　これはおそらく、徹てつ夜や作業になろう。

　しかし、イリーナがそれに付き合う義理はない。むしろしっかりと休きゆう眠みんを取らねば、明日の決戦に差し支えるやもしれぬ。

　……とはいえ。

　きっとイリーナは今夜、一いつ睡すいも出来ぬだろうな。

　依い然ぜんとして、彼女は全身をカタカタと震ふるわせている。

　本人はそれを武者震いだと言っているが……

　実際は、違ちがう。

　彼女は今、不安や恐きよう怖ふに押し潰つぶされそうになっているのだ。

　……しばし、室内に沈ちん黙もくが広がる。

　実に静かな時間だった。

　世界が静止したように、なんの音も生まれない。

　永遠に続くような静せい寂じやくと……平へい穏おんな時間は、しかし次の瞬しゆん間かん、崩ほう壊かいを迎むかえた。

　イリーナの、一声によって。

「パパは、どうしてるかな」

　ポツリと、彼女の唇くちびるから不安の種が一つ、吐はき出された。

「ヴァイスさんは英えい雄ゆう男だん爵しやくの異名をとる御お方かた。その傍そばには私の両親も付いております。心配はご無用かと」

「……うん、そうよね」

　肯こう定ていの言葉を口にするイリーナだが、その大きな瞳ひとみに宿る不安は消えるどころか、増加する一方だった。

　静かで、穏おだやかな一時を迎えたことが逆に、彼女の精神的平穏を崩くずすきっかけになったのだろう。

　否いやが応でも、彼女は現実を直視せざるを得なくなった。

　だから、考えてしまう。

　未来のことを。

「……これから、どうなるんだろう。どうすれば、いいんだろう」

　唇の隙すき間まから漏もれ出た言葉は、彼女が抱かかえた心情の全てを表すものだった。

　女王を救助し、ここから脱出したとして……

　そこから先は？

　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こくへ帰るのか？

　王都ディサイアスへ。そして、学園へ。我々は、帰るのか？

　だが、帰ったとして……

「皆みんな、あたしの顔、なんか」

　そこに居場所が残っているとは、思えない。

　イリーナの正体は、メガトリウムの民たみだけでなく、既すでに大陸全土へ知れ渡わたっているという。その伝達速度から考えるに……ライザーが事前に、それこそ我々が王都を発たってからすぐ、情報を伝でん播ぱさせたのだろう。

　奴の働きによって秘密は暴あばかれ、広がり、だからこそ。

「シルフィーにとって……《邪じや神しん》は、憎にくむべき敵だった……ジニーにとっても、《邪神》の末まつ裔えいなんて、気持ち悪いバケモノ、よね……」

　後ろ向きな考えを吹ふき飛ばす材料が、イリーナにはなかった。

　この俺もまた、同様である。

　何か声をかけてやりたい。だが、何も言えない。

　自分のことが、不ふ甲が斐いなくてしょうがなかった。

「みんな……みんな……あたしのこと、なんか……」

　とうとう、感情の堰せきが切れたのだろう。

　イリーナの瞳から、小さな涙なみだがポロポロと零こぼれ、シーツを濡ぬらす。

　築き上げた信しん頼らい。積み重ねた友情。何もかもが、壊こわれてしまった。

　ヒトは異物を恐おそれるがゆえに。《邪神》の末裔であるという秘密が知られた今、かつての友はもはや、自分を忌いみ嫌きらうようになっているだろう。

　イリーナは、そう確信している。

　……俺はその考えを、否定出来なかった。

　だから、こんな未来を選んだのだ。

「ボルドーさんは……こんな気持ちを抱えながら……死んだのかな……」

　かつてヒトを信じ、ヒトを愛し、ヒトの中に居場所を見つけようとした男。

　しかし、彼はヒトに裏切られ、絶望し、自ら死を選せん択たくした。

　ヒトは決して、異物の存在を許さない。

　ヒトは決して、異物を愛することはない。

　ヒトは……

　きっとライザーの持論通り、ただひたすら醜みにくく、おぞましいだけの生き物に過ぎないのだろう。

「うっ、うぅ……！」

　こちらに泣き顔を見せまいと、イリーナは壁かべの方を向いて、声を押し殺した。

　……心が、張り裂さけそうだった。

「イリーナさん、私が」

　噎むせび泣く親友を前に、俺はいても立ってもいられず、口を開くのだが。

　途と中ちゆうで、投げかけようとしたそれを、止めた。

　イリーナさん、私が付いていますよ。どんなことになろうと、私は味方ですよ。

　……そんなふうに、予定通りの言葉をかけようとする自分が、あまりにも醜く思えた。

　自分が付いているだと？　だから安心してくれだと？

　そもそも、こうなったのは誰だれのせいだと思ってる？

　……俺だ。全部、俺が悪いのだ。

　俺が、我が身可愛かわいさに、イリーナの居場所を奪うばったのだ。

「私、は」

　わかっていた。

　ボルドーが死んだ時点で、俺はライザーの思おも惑わくを理解した。

　だから、やろうと思えば、奴の計画を事前に潰すことも出来たのだ。

　この事態を、未然に防ぐことが出来たのだ。

　なのに、あえてそうしなかった。

　なぜなら……怖こわかったから。

　今の俺が、あのライザーを完全に打ちのめし、悲劇を未然に防ぐには、全力を出すほかない。

　もしそうしたなら、今、イリーナの泣き顔を見ることはなかったろう。

　だがその代わり。

　俺はイリーナに畏い怖ふされ、拒きよ絶ぜつされていただろう。

　……かつて俺は、狂きよう龍りゆう王おうと称しようされし白はく龍りゆう、エルザードからイリーナを救い出すため、己おのが力を振ふるったことがある。

　そのとき見せた力は、俺にとって三割にも満たないものだった。

　それでも。

　それでもイリーナはあのとき、ほんの一瞬、俺を恐れたのだ。

　その際はなんとか、彼女の中に在ある友情が勝ったのだろう。

　だから俺達はまだ、友として接し合えている。

　けれども。

　全力を見せてしまったならきっと、イリーナは俺を恐れるに違いない。

　この俺は。

　アード・メテオールを自じ称しようするこの俺は。




　その実、《魔王》・ヴァルヴァトスという、規格外の異物なのだから。




　たとえイリーナであろうとも、ヒトは、ヒトなのだ。

　異物を許容出来ぬ、ヒトという種に違いはない。

　……当然、信じたいという気持ちはある。だが、俺にはそれが出来ない。

　だから俺は……イリーナに拒絶されたくないがために、俺は……

　彼女に割を食わせ、自分だけが利を得る。そんな選択をした。

　結果、イリーナは友を失い、居場所を失い、悲ひ嘆たんに暮れている。

　一方で、俺はどうだ？

　何も失ってはいない。

　誰も俺の正体を知らぬ以上、皆との関係は、ほとんど今まで通りに続くだろう。

　ローザを救った後、俺はどこぞの秘境などにイリーナとその父ヴァイスを隠かくし、時には学園へ足を運んで友人と過ごし、時にはイリーナ達のもとへ行って談だん笑しようする。

　そうした、自分だけが得をする生活を続け、なんとかイリーナを受け入れてくれるような社会を創つくっていく。時間をかけてでも、確実に。

　そんな、自分にとって甘すぎる選択を、俺は選んだのだ。それが正しいと信じて。




　……以前、ライザーと交かわした会話を、思い出す。




「己おのれのためだけに他者を利用し、人生を狂くるわせる。そんな身勝手な者こそ、もっとも弾だん劾がいされるべき存在だ」

「然しかり。我わが輩はいも同意見である。だが……その言葉、其そ処こ許もとにも返ってくるものと心得よ」

　……あぁ、まさにその通りだ。

　今の今まで、俺は自分の選択を、正当化していた。

　最終的には全員が笑え顔がおになれるようなものだと。これが最善なのだと。

　……何が最善だ。

　これが。こんな、イリーナの姿が。最善の結果だというのか。

　違う。ありえない。こんなもの、最善であるわけがない。

　……こんな、自分勝手なことを続けてきたから、俺はリディアになれなかったんじゃないか。彼女のように、愛される存在になれなかったんじゃないか。

「これから、あたし……どうやって……」

　全身を戦慄わななかせ、嗚お咽えつを漏らすイリーナの姿を見て、ようやく、俺は自分の間ま違ちがいを悟さとった。

　俺がすべきだった選択は、自己愛を貫つらぬくことじゃ、なかったのだ。

　俺が、すべきだった選択は……

　自己を犠ぎ牲せいにして、友を救う。

　それこそ、かつてリディアがしてきたように。

　……時間は戻もどらない。誤った選択は、覆くつがえらない。

　だが、しかし。

　まだ間に合うはずだ。

　全すべてをやり直し、目前にて涙を流す友を、救うことが出来るはずだ。

「……イリーナさん。ご安心ください。私が全て解決いたします。貴女あなたの居場所は必ず、私が取り戻してみせる」

　たとえその結果、自らの居場所が消えようとも。

　俺は、やり遂とげねばならない。




　決意を胸に抱いだき、俺は、拳こぶしを握にぎり締しめるのだった。








第六八話　元・《魔ま王おう》様と、人間の煌きらめき　中編









　通常、一国の主あるじや王室などを裁き、極きよつ刑けいを執しつ行こうするというのは困難なものである。

　国家が掲かかげし政治理念が絶対王政であれば当然のこと、民主主義や共産主義といった民衆寄りのものであったとしても、まず裁判を開くことさえ難しい。

　ゆえに絶対王政の国家であれば、王が首を落とされる瞬しゆん間かんは常に、革命が成功した場合のみであり……

　民主主義国家における王室であれば、極きわめて長い起き訴そ猶ゆう予よの中で、民たみが必死に罪の証あかしを探し求め、起訴へと導き、王室弾劾裁判にて有罪を勝ち取らねばならない。

　いずれにせよ、貴とうとい者を社会的に排はい除じよするには、多大な労力と時間が必要だ。

　しかし……

　ただ一つ、教皇による異い端たん審しん問もんだけは、そうした常道から大きく外れている。

　統一教信徒の頂点に君臨せし教皇猊げい下かは、存在そのものが法であり、教義のもと、世界中の秩ちつ序じよを守護する役目を担になう。

　よって、ライザー・ベルフェニックスはまさに、ヒトという生物の主席であり、善悪の全ては彼が定めるものだと認にん識しきされている。

　彼がひとたび異端審問を開いたならば、その結果がいかなるものであろうとも、ヒトはすべからく受け入れるべきものなのである。

　相手が奴ど隷れいであろうが、一国の王であろうが。

　教皇猊下が極刑を言い渡わたしたなら、それは問答無用で遂すい行こうされる。

　それが、この世界における絶対的なルールだった。




　ゆえに。

　ラーヴィル魔ま導どう帝てい国こく宰さい相しよう、ヴァルドルは今、人生最大の苦痛を味わっている。




　早朝。

　空は雲一つなく、青ざめた天てん蓋がいに浮うかぶ太陽が、地表を明るく照らしている。

　気温は暑くもなく、寒くもない。

　まさしく清すが々すがしい朝であった。

　そんな中──ラーヴィル魔導帝国女王、ローザの公開処しよ刑けいが、実行されようとしている。

　大通りにて、聖堂騎き士し達に連行される形で、ローザがゆっくりと道を歩む。

　その姿はまさに罪人のそれ。一国の主に相応ふさわしき装しよう束ぞくは剝はぎ取られ、囚しゆう人じんに着せるようなボロを纏まとわされている。

　腰こしまで伸のびた黄金色の髪かみはどこか薄うす汚よごれていて、金糸の如ごとき美しさは消え失うせていた。

　彼女が歩む道の端はしには、無数の民衆が待機しており……

　皆みな一様に、ローザを糾きゆう弾だんする。

「悪あく魔まの手先めッ！」

「地じ獄ごくで焼かれ続けろッ！」

「《魔王》様の敵を匿かくまうだなんてッ！　恥はじを知れッ！」

　彼等がぶつけるのは、嫌けん悪おに満ちた視線や言葉だけではない。中には石を投げつけ、せせら笑う者もいる。

　手足や頭に尖とがったそれをぶつけられ、血を流しながらも、ローザは堂々と胸を張って、前を見つめ続けた。

　依い然ぜんとして覇は気きに満ちた瞳ひとみの先には、中央広場に設けられし、最さい期ごの舞ぶ台たいがある。

　台形状の巨きよ大だい建築と、その頂上に続く長い階段。

　それは前日、平和条約締てい結けつの式典が行われていた、大舞台であった。

「ふふ。平和の到とう来らいを喜ぶために造られたそれが、今や見せしめの舞台とは。なんとも笑える状じよう況きようじゃのう」

　民衆の罵ば声せいを笑い飛ばしながら、ローザは階段を上っていく。




　そうした様子を、宰相ヴァルドルは凄すさまじい形相で見つめ続けていた。

　表向きは社会的正義に同調し、罪人たる少女を憎にくむ者として。

　だが、内心……老いた忠臣は、血けつ涙るいを流していた。

（なぜ。なぜ、あの御お方かたが、このような目にッ……！）

　ボロ布を着せられ。

　石を投げつけられ。

　青あお痣あざと、流れる鮮せん血けつを晒さらしながら、こちらへとやってくる姿に。

　ヴァルドルは、己の舌を嚙かみ切りたくなった。

　あるいは……主をこのような姿にした者達を、総じて八やつ裂ざきにしてやりたいと思う。

　ヴァルドルからしてみれば、もう十分に生き地獄。

　だが。

　老臣に課せられた過か酷こくな使命は、まだ序じよ盤ばんさえ終わってはいなかった。

　主が処刑場へと足を踏ふみ入れる。

　通常であれば、教皇がここで罪状を読み上げ、咎とが人にんを糾弾するのだが。

　この場に、教皇はいない。

　代理人たる大司教が立つのみであった。

　なにゆえかは知らぬ。知りたいとも思わぬ。

　ただハッキリしていることは……ここからが、真の地獄であるということ。

　通常は教皇が担いし全ての過程を、今回はヴァルドルが行わねばならなかった。

　ローザがかような立ち位置にある以上、今はヴァルドルが国家主席である。ゆえに彼は国を守らねばならない。

　あらゆる罪をローザへ押し付けたうえで、民の悪意を全て彼女に背負わせ、処断する。

　そうすることでしか、国を守ることは出来ないのだ。

「さぁ、ヴァルドル殿どの。こちらを」

　大司教から、一枚の羊皮紙を手て渡わたされる。

　主を糾弾する内容が記されたそれを手にして、ヴァルドルはローザの前に立った。

「……迷うな。そなたのすべきことをせよ」

　小さな声で紡つむがれた言葉に、ヴァルドルは唇くちびるを嚙んだが、それも一瞬のこと。

　羊皮紙を両手に持ち、掲げながら、読み上げる。

「汝なんじ、ローザ・フォン・ヴォルグ・ド・ラーヴィルはッ！　《魔王》陛下の信徒でありながら彼を裏切りッ！　口にするもおぞましき罪を犯おかしたッ！　その罰はもはや、極刑以外にないッ！　汝の魂たましいは死後、地の底へと堕おとされ、聖なる炎ほのおによって永遠の責め苦を受けるだろうッッ！」

　吐はき気が、止まらなかった。

　今すぐにでも、このような馬ば鹿かげた文面を批難し、破り捨ててやりたい。

　強きよう烈れつな衝しよう動どうを必死に抑おさえ込み、脂あぶら汗あせを流しながら、ヴァルドルはローザを跪ひざまずかせた。

「……上手うまくやれよ？　痛いのは嫌きらいじゃ」

　微び笑しようを浮かべながら、ローザが首を差し出してくる。

　そして。

「宰さい相しよう殿どの。刑けい具ぐにござる」

　すぐ傍そばに控ひかえていた騎士の一人が、両りよう刃ば剣けんを手渡してきた。

　異端審問における極刑は、この黒剣によって実行される。かつて《魔王》が用いたとされるそれを模して造られた刑具。その黒き刃やいばで以もつて首を落とされた者は死後、《邪じや神しん》や《魔族》を拷ごう問もんする地の獄へと導かれ、彼等と共に永遠の責めを受けるという。

　統一教の信徒にとってこの極刑は、最大の忌き避ひであった。

「さぁ、宰相殿。穢けがらわしき咎人に正義の鉄てつ槌ついを」

　大司教に促うながされ、ヴァルドルは荒あらい呼吸を繰くり返しながら、黒剣を大上段に構えた。

「はぁ……！　はぁ……！」

　晴天のもと、大量の脂汗を流しながら、ローザを見下ろす。

　柄つかを握る手は、痙けい攣れんしたかのように震ふるえていた。

「く……！　うぅ……！」

　呻うめき声が、勝手に漏もれ出てくる。

　ヴァルドルにとって現状は、ローザの死に際ぎわであると共に、自分の死に際でもあった。

　そうした認識ゆえか、脳のう裏りに過去の映像が走そう馬ま燈とうの如く流れてくる。

　赤子の頃ころから、その成長を見守ってきた。

　時には政務の師として。時には、父に等しき者として。

　先王崩ほう御ぎよの後に行われた王位継けい承しようの儀ぎの様相は、今なお克こく明めいに焼き付いている。

　その堂々たる立ち振ふる舞まいは、影かげ武む者しやのそれにあらず。

　その聡そう明めいさたるや、他の追つい随ずいを許さず。

　心身共に清く、正しく、美しい。史上最高の王が生まれたと、心の底から確信した。

　ゆえに先日、地ち下か牢ろうにて語った言葉に、噓うそ偽いつわりはない。

　ヴァルドルにとって真の王は、このローザただ一人。

　……それを、自らの手で斬きり捨てろというのか。

「ぐっ……！　ぐぐぐっ……！」

　出来ない。

　出来るわけが、ない。

「……宰相殿。よもや、逆心なされたのではあるまいな？」

　逆心？

　逆心だと？

　ヴァルドルは思わず、「カッ」と荒あら々あらしい息を吐いた。

　逆心とは、主への翻ほん意いを指す言葉だ。

　そしてヴァルドルにとって主とは、ローザのみを指すもの。断じて、教皇などではない。

「儂わし、はッ……！」

　胸中にて二つの情が対立し、衝しよう突とつする。

　主への忠誠心と、愛。

　国家に対する忠誠と、愛。
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　両者共に本物であるがために、ヴァルドルは苦く悩のうし、決断を下せずにいる。

（国家のために、この御方を斬らねばならぬッ……！）

（そのように、一晩かけ……覚かく悟ごを、決めたのではなかったかッ……！）

　老いた忠臣、ヴァルドル。

　人生の酸すいも甘いも嚙み分けた男が今、まるで幼子のように涙なみだを流していた。

（誰だれかッ……！）

（誰かッ……！）

　ヴァルドルの目から流れ落ちる涙が、ローザの首筋を濡ぬらす。

（助けてくれッ……！）

（誰か、この御方をッ……！）

（助けて、くれッ……！）

　祈いのりを捧ささげるなど、いつ以来だろう。

　この世のあらゆる苦難は、己おのが力で以てしか解決出来ぬと、そう考える自分が。

　無力な幼児の如く、神かみ頼だのみをしている。

　誰でもいいから、助けてくれと。心から懇こん願がんしている。

　と──

　そのときだった。




　彼方かなたより爆ばく裂れつ音が轟とどろき、黒こく煙えんが立ち上る。




　突とつ然ぜんの事態に、場は騒そう然ぜんとなった。

「何事だッ!?」

「い、今、確かく認にんを……！」

　処刑台の上では、大司教と騎士達が慌あわてふためき。

「うわっ!?　ま、またデカい音がっ……!?」

「《魔ま王おう》様よっ！　きっと《魔王》様が、咎人に怒おこっておられるのだわっ！」

　処刑台の下では、民衆が畏い怖ふの念を露あらわにする。

　そうした最中も、破は壊かい音は続き……

　それは確実に、こちらへと近づいていた。

「はぁ。まったく。やはり、こうなったか」

　遥はるか彼方を眺ながめながら、呆あきれたように嘆たん息そくするローザ。

「完全なる選せん択たくミスじゃ。わらわなど無視せよと、そう言い聞かせたのに。あやつ等ときたら。まったく。なんにもわかっとらん」

　口にする言葉は険しいものだったが、その顔はどこか、嬉うれしそうに見えた。

　彼女が今、脳裏に浮うかべているであろう、あやつ等。

　その姿は、宰相ヴァルドルの頭の中にも浮かび上がり……

　そして、老臣はそのうちの一人に、着目した。

　実に。

　実に実に、気に食わない。

　あんな者が、我が主あるじと釣つり合うわけもない。

　だから決して、認めてはやらぬ。

　だが……

　もはや彼以外に、頼たよれる人間はいなかった。

　ゆえにヴァルドルは己おのれを曲げ、恥はじを忍しのび、懇願するかの如ごとく、かの者の名を叫さけぶ。




「アード……メテオールッ……！」




　　　　◇◆◇




　処しよ刑けいが始まる前。

　その準備が行われる最中のこと。

《女王の影かげ》の構成員たる少女に一つ、調べ物をしてもらった。

　聖堂騎き士しの配置である。

　どうやら彼等は中央広場に設けられた処刑場を中心として、螺ら旋せん状に置かれているらしい。その布ふ陣じんはまさに鉄てつ壁ぺきで、蟻あり一匹ぴき通る隙すき間まもないとのこと。

　だから少女は、こう断言した。

「隠おん密みつ行動は、通用しない」

　彼女の中で、女王を救うプランはただ一つしかなかったのだろう。

　隠かくれ忍んで処刑台へ接近し、どうにか騎士を潜くぐり抜ぬけ、女王の身み柄がらを奪だつ還かん。

　そのまま地下ルートを進んで脱だつ出しゆつ、と。こんなところか。

　それが叶かなわぬなら、もう手立てはない。少女はそう考えているがために、こんな問いを投げてきた。

「いったい、どうするの？」

　民家から外へと足を踏ふみ出し、イリーナと共に出しゆつ撃げきする直前。

　俺は、こう答えた。




「どうもしません。真正面から、陛下をお迎むかえにあがるのみ」




　そして今。

　ローザの処刑が実行されゆくこの瞬しゆん間かん。

　俺はイリーナを伴ともなって、大通りのド真ん中を堂々と歩く。

　民衆は処刑場の周辺に集つどっているがため、今や街は無人も同然であった。

　この場を立ち歩くは、この俺とイリーナ、そして──

「むッ……！　そこの二人、止まれッ！」

　街を警けい邏らせし、無数の聖堂騎士。

　そのうちの一隊が、我々の存在に気付き、鋭するどい声を飛ばしてくる。

「こいつらッ……！」

「捕ほ縛ばく対象だッ！」

「こんな、堂々と出歩きやがって……！　気でも狂くるったか……!?」

　ざわざわと騒さわぎ立てる騎士隊の面々。

　うち一人が、隊長と思おぼしき者へ問いかけた。

「他ほかの部隊を呼びますかッ!?」

「……いいや、必要ない。我々だけで十分だろう」

　言うや否いなや、彼は腰こしに提さげた剣を抜き放った。

　それに倣ならい、他の面々も一いつ斉せいに得物を抜く。

「何を血迷ったか知らんが、魔法が使えぬ身でよくもまぁ出歩けたものだ」

　こちらを嘲あざける隊長格。

　そして彼の突とつ撃げきに合わせ、騎士隊が地面を蹴けった。

「最悪、殺してもかまわぬとのお達しだッ！　皆みな、容よう赦しやするなッッ！」

「教皇猊げい下かのためにッ！」

「うぉおおおおおおおおおおッ！」

　迫せまり来る男達を眺めながら、俺は口を開いた。

「確かに。反魔法術式が展開されている以上、魔法は使用不可。それはまさしく絶対的なルール、なのでしょうが──」

　淡たん々たんと述べながら、口こう端たんを、吊つり上げる。

「私《魔王》にとってルールとは、常に、破るためにある」

　言い終えてすぐ、右掌てのひらを相手方へと突つき出した。

　騎士達からすれば、意図不明の行いであったろう。

「手など出してッ！　どうするつもりだぁッ！」

「こうするつもりです」

　瞬間。

　我が右掌の先に、紅あかき幾き何か学がく模様が顕けん現げんした。

　そう──魔ま法ほう陣じんである。

「なぁッ!?」

　騎士の面々にとっては、断じてありえぬ状じよう況きようが、現実のものとなった。

「皆総じて、吹ふき飛んで行くがよろしい。《ウインド・スラッシュ》」

　宣言と共に、我が目前にて突とつ風ぷうが吹き荒あれた。

　轟ごう然ぜんと唸うなる風が、騎士達を遠方へと飛ばす。

　宙を舞まう連中は総じて、吃きつ驚きようの念を放っている。

　なんでこんなことが。

　魔法は、使えないはずなのに。

　そう言わんばかりの彼等に、俺は微び笑しようを浮かべてみせた。

「先刻述べました通り、ルールとは私にとって、破るためにあるもの。あるいは──」

「このアード・メテオールこそがっ！　この世界の絶対的ルールよっ！」

　こちらの言葉を引き継つぎ、得意げに胸を張るイリーナ。

　彼女に笑えみを向けつつ、口を開く。

「さぁ、道を拓ひらきましょうか」

「うんっ！」

　力強く頷うなずいたイリーナに、こちらも首しゆ肯こうを返すと──

　二人並んで、地面を蹴った。

　そして、大通りの只ただ中なかを疾しつ風ぷうの如く疾しつ走そうする。

　当然、騎士隊が我等に気付かぬわけもないが……

「ぐぁああああああああああっ!?」

「お、応おう援えんをッ！　応援を呼べぇえええええええええッ！」

　先ほど片付けた連中と、同じ末路を迎えていただく。

　進み、見つかり、撃げき滅めつして、さらに前へ。

「な、なぜだッ!?　なぜ、奴やつ等らは魔法を使えるのだッ!?」

「くそぉッ！　特選隊を呼べッ！　奴等なら魔法など──ぐはぁっ!?」

　次々に撃げき沈ちんする騎士隊の面々。

　彼等は口を揃そろえて言う。なぜ魔法が使えるのか、と。

　そのカラクリは、実に簡単なものだ。




　使えないなら、使えるようにしてやればいい。




　反魔法術式とは即すなわち、一定の面積を対象として、その空間内における全すべての魔法行使を封ふうじるものであり……

　これもまた、一つの魔法である。

　ならば。

　我が異能たる解かい析せきと支配によって、対処が可能というわけだ。

　反魔法術式を解析し、支配することにより、俺とイリーナのみが魔法を行使できるよう展開術式を書き換かえてやった。

　昨晩の徹てつ夜や作業とは、術式の解析だったのである。

　……並の術者が展開したものなら、ほんの数秒で終わる作業だったが。

　さすがは四天王といったところか。

　ライザーが展開した反魔法術式は、街そのものだった。

　この宗教国家・メガトリウムそのものが、一つの術式だったのである。

　先の一件にて高台へ上り、街を一望したことで、俺はそれに気がついた。

　建造物の造形や配置などを巧たくみに計算し、街全体が難解な反魔法術式になるよう設計されている。これは間ま違ちがいなく、ライザーが意図して行ったことだろう。

　奴はこの宗教国家を創つくったその時点で、既すでに、今回の計画を企たくらんでいたのだ。

　……相も変わらず、権けん謀ぼう術数に長たけた男よ。

　だが、対抗できぬほどのものではない。この俺が、畏おそれるようなものではない。

　ゆえに今、危き惧ぐすべきは。

「ははっ！　来るなら来なさいっ！　聖堂騎士なんか、ぜんっぜん怖こわくないんだからっ！」

　我が親友、イリーナの精神状態である。

　好戦的な笑みを浮かべ、騎士達を蹴け散ちらすそのさまは……実に、彼女らしくなかった。

　自らの正義を信じつつも、どこか相手に手心を加える。それがイリーナという少女だ。

　けれど今、彼女の心には、優やさしさが微み塵じんもなかった。

「このっ！　このっ！　このぉっ！」

　容赦なく魔法を放ち、対象を叩たたきのめす。

　そうやって争いに集中していなければ、心が押し潰つぶされてしまうのだろう。

　イリーナは間違いなく、やけっぱちになっている。

　何もかもを失ったことで、自じ暴ぼう自じ棄きを起こしている。

　……けれども今、彼女にかけるべき言葉はない。

　このままでいい。

　このまま、突き進むのだ。

　邪じや魔ま者ものを排はい除じよし、そして。

　自己を犠ぎ牲せいに、イリーナを救うのだ。

「はんっ！　もう終わりっ!?　てんでたいしたことないわねっ！」

「……油断は禁物ですよ。増ぞう援えんがやってくる速度が、かなり速くなってきました。それは私達が、目的の場に近づいた証しよう拠こ。ここからは敵も、死しに物もの狂ぐるいでやってくるでしょう」

「どうってことはないわっ！　どいつもこいつも、ブッ飛ばしてやるんだからっ！」

　イリーナは、自らの発言を証明し続けた。

　躊躇ためらうことなく魔法を叩き込み、相手がどれだけのダメージを負っても、まるで気にしない。けれど、その瞳ひとみは涙なみだで濡ぬれ始め、白い歯を剝むき出しにして食いしばる。

　もう、処刑場は目と鼻の先であった。

　しかし、そんなとき。

「来たッ！　特選隊だッ！　特選隊が来たぞッ！」

「おぉッ！」

　騎き士しが沸わき立つ。

「……ふむ。特選隊、ですか」

　古代にて、ライザーが率いた軍勢の姿が、脳のう裏りをよぎる。

　果たして。

　我等の眼前に現れた連中は、今し方、俺が思い返したそれと同じ存在であった。

「……っ!?　なによ、あいつら……！　気味が悪いわねっ……！」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、険しい言葉を放つイリーナ。

　こちらへ到とう着ちやくした新手、特選隊とやらは、なるほど、他の騎士隊とは一線を画する存在のようだ。

　まず、備えが違う。

　纏まとう鎧よろいは、一いつ般ぱん的な聖堂騎士のそれよりも重厚。

　携たずさえた剣けんは黄金色の刀身を持ち、性能は見るからに高そうだ。

　しかし、何よりの違いは──

「煌きらめく蒼あおい眼光と、胸に刻まれた刻印。特選隊とはやはり、強化兵団のことだったか」

　目前に迫るそいつらの目は、蒼い煌めきに覆おおわれていて、人間味を感じさせない。

　胸むな元もとには独特の刻印が浮うかび、煌こう々こうと輝かがやいている。

　これは、ライザーの異能によるものだ。

　奴が有する異質な力。それに名を付けるとしたなら、他力超ちよう越えつといったところか。

「ぎぃいいいいいいあああああああああああああああッッ！」

　突とつ出しゆつした特選騎士が、抜ぬき放った大剣を大上段から振ふり下ろしてくる。

　狙ねらいはイリーナ。だが、大振りのそれを食らうほど、彼女は鈍にぶくない。

　易やす々やすと躱かわし、返礼の魔法を浴びせかける。

「《メガ・フレア》ッ！」

　豪ごう火か球きゆうが敵方を襲おそう。

　灼しやく熱ねつは鎧を焼くのみだが、しかしそれでも、内部の肉体に耐たえがたき苦痛を与あたえるだろう。どれほど強い精神を持っていようとも、戦せん闘とうの続行は不可能となる。

　……はずなのだが。

「ぎぎゃあああああああああああああああああッッ！」

「っ!?」

　敵方は戦意喪そう失しつするどころか、絶ぜつ叫きようと共に大剣を振り回してきた。

「ど、どうなってんのよ、こいつ……！」

「異常なのは、彼だけではありませんよ」

　迫り来る他の特選騎士達へ、俺は適当な攻こう撃げき魔ま法ほうを放った。

　ある者には火を。ある者には風ふう刃じんを。ある者には土つち塊くれを叩き込む。

　一般的な人間であれば、戦闘続行は不可能となるダメージ。

　だが、しかし。

「ぎげっ！　ぎげげげげげっ！」

「ががっ！　がっ！　ががががががががっ！」

　奴等は平然と立ち歩き、戦うことをやめようとしない。

　……これぞ、ライザーが有する異能。他力超越の効果だ。

　あの男が強化バフの魔法を他者にかけた際、通常では見られぬ現象が発生する。

　その一つが──発はつ狂きよう。

　効果持続中は精神が崩ほう壊かいし、ライザーの命令だけをこなす人形となるのだ。

　ゆえにいかなるダメージを負おうとも、決して止まることはない。

　戦い、勝利しろと命じられたなら、たとえ首だけになっても、相手の喉のど元もとを食い千切ろうとする。

　かつてライザーは、そうした強化兵団を率いて戦場を駆かけ抜け……

　自己の力だけでなく、他者の力を併あわせ、神殺しを成し遂とげた。

「やれやれ、厄やつ介かいなものを仕向けてきましたね」

　強化兵団の凄すさまじさは、十全に認にん知ちしている。

　こいつらを相手取るならば、もはや──

　もはや、出し惜おしみなど出来るわけがない。

「……考えていたよりも、早かったな」

　予想では、もう少しだけ後だった。

　後で、あってほしかった。

　ほんの少しでも長く、イリーナの友でいたかった。

　しかし、もう、時間切れだ。

「手をこまねいていては、ローザの首が落ちかねん。もはや、ここまでだ」

　己おのれに言い聞かせながら、イリーナの様子を見る。

　敵方への恐きよう怖ふを顔に浮かべながらも、堂々と戦う。

　……出来れば、最後に明るい顔が見たかったが、仕方あるまい。

　予定通り、俺は力を尽つくそう。

　アード・メテオールの仮面を、投げ捨てて。

「《《その道に在ありしは絶望》》」

　我が切り札たる、《固有魔法オリジナル》の詠えい唱しようを開始する。

　今回は、加減をしない。

　全ての力を完全に解き放つ。

　そして──




《魔王》の再臨を、世界に伝えるのだ。




　それ以外に、手立てはない

　全てを失ったイリーナに救いを与え……代わりに俺が、何もかもを失う。

　提示された選せん択たく肢しは、それだけだ。

　俺が選ぶべき道は、それだけだ。

「……さようなら、イリーナさん」

　詠唱の途と中ちゆう、誰だれにも聞こえぬよう、小さな声で別れを告げる。

　そして俺は、迷いを断ち切りながら、詠唱を続行──




「だわっしゃああああああああああああああああああッッ！」




　続行、しようとした、その直前。

　天空より、聞き慣れた声が響ひびき渡わたり、そして。

　目前に一人の少女が飛来した。

　紅ぐ蓮れんの如ごとき紅あか髪がみをなびかせながら降り立つと同時に、特選騎士目め掛がけ、構えた剣を大上段から振り下ろす。

「ぐぎっ!?」

　ヘルムを割断され、小さな悲鳴をあげながら、特選騎士の一人が倒たおれ伏ふせた。

「ふふんっ！　安心するのだわっ！　峰みね打うちだからっ！」

　にっと笑い、八や重え歯ばをキラリ光らせる彼女は。

「シル、フィー……!?」

　瞠どう目もくするイリーナ。

　そのすぐ後ろで。

「いや、峰打ちって。貴女あなたのそれ両りよう刃ば剣けんじゃないですか。峰がないんだから峰打ちもなにもないでしょ、ミス・シルフィー」

「細かいことは気にしないのだわっ！　こういうのはノリよ、ノリっ！」

　ブンブンと剣を振り回すシルフィーに、呆あきれた様子の少女。

　それは間違いなく。

「ジニー、さん……？」

　俺もまた、イリーナと同じように目を丸くした。

　……ありえない。

　この場に彼女等がいるなんて、決してありえないことだ。

　ここメガトリウムへ来るまで、どれだけ急いでも数日はかかる。ゆえに彼女等がここへ駆けつけようとしても、到着した頃ころには全すべてが終わっているはずだ。

　……そうした考えを、ジニーは察したのだろうか。

「ついさっき、ヴェーダ様が私達のもとを訪問されまして。お二人の状じよう況きようをお話しされましたの。そのうえで、彼女はこうおっしゃいました。駆けつけたいなら転送装置を貸してあげるよ、と」

「それ使ってカッ飛んできたのだわっ！」

　……そういう事情なら、彼女等が間に合ってもおかしくはない。

　だが、それ以前に。時間的問題以前に。

　なぜ。

　なぜ、彼女等が駆けつけたのか。

　イリーナの真実は知れ渡っていよう。にもかかわらず、なぜ？

　……そうした疑問に対する思いは、俺なんぞよりイリーナの方がよほど強かったろう。

「な、なんで。なんであんた達は……!?」

「ん～？　なんでっ、て。どういうことだわ？」

「あ、あたしは……あたしは、《邪じや神しん》の末まつ裔えいなのよ……？　シルフィー……あ、あんたからすれば、憎にくむべき敵の、子孫じゃないの……」

　そんな奴やつのもとへ、なんで駆けつけたのか。

　怯おびえたような視線でそう告げるイリーナに、シルフィーは小首を傾かしげた。

　なに言ってんだコイツ？　と言わんばかりの顔で。

「それはそれ、これはこれでしょ。《邪神》の末裔だからどうだこうだとか、そんなもん関係ないのだわ。大事なのは──」
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　剣を担かつぎながら、シルフィーが喋しやべる最中。

「ぎぎぎぎぎっ！　ぎぃやぁあああああああああああああああっ！」

　こちらを警けい戒かいしていた特選騎士達が、一いつ斉せいに襲いかかってきた。

「あぁもうっ！　今アタシが喋ってる途中でしょうがっ！」

「援えん護ごしますわ、ミス・シルフィー！」

　苛いら立だった様子で剣を振り回すシルフィーと、高速で立ち回りつつ、槍やりを突つき出すジニー。

　シルフィーが構えしその得物は、聖剣・デミス＝アルギス。この伝説たる宝具は反魔法術式の影えい響きようを受けない。

　また、ジニーの備えも同様であった。その身に纏まとった革かわ鎧よろいと、携たずさえし槍は、かつて古代に飛ばされた際、俺が彼女に貸し与あたえた魔装具である。

　武装に宿りし力は、反魔法術式が展開されている空間内においても、関係なく作用するのだ。

　ゆえに二人は、さながら一騎当千の戦いくさ働きを見せる。

　そうしながら、シルフィーが叫さけんだ。

「さっきの続きだけどっ！　《邪神》の末裔がどうだこうだは関係ないのだわっ！　大事なのは──アタシがっ！　イリーナ姐ねえさんの傍そばにいてっ！　安心出来るかどうかっ！　それだけよっ！」

　一人、二人と斬きり伏せながら、シルフィーは叫び続ける。

「アタシはっ！　イリーナ姐さんと一いつ緒しよにいるとっ！　ものすごく安心するのだわっ！　姐さんの隣となりは、アタシの居場所っ！　この時代で唯ゆい一いつの、居場所なのだわっ！　だから守るっ！　誰にも手出しなんかさせないんだからっ！」

　熱を帯びた叫きよう声せいを受け、イリーナは唇くちびるを震ふるわせた。

「シル、フィー……！」

　瞳ひとみが涙なみだで濡ぬれ始める。

　そんなときだった。

「吹ふっ飛べ～」

「吹っ飛べ～」

　ゆるやかな二つの声が、一つに重なって響き渡ったかと思えば、次の瞬しゆん間かん。

　暴風が吹き荒あれ、特選騎き士しの半数近くが宙を舞まった。

　魔法によるもの、ではない。

　これは、超ちよう古代の力だ。

　そして、この能力を有するのは。

「ルミさん、ラミさん……！」

　元精せい霊れいの双ふた子ごであった。

　少し離はなれた場所にある建築物の屋上にてこちらを見下ろしながら、彼女等はニコニコと笑い、手を振ふってくる。

「パパ～」

「助けに来たよ～」

　その声が耳に入ると同時に、

「わ、わたしもいる、よっ……！」

　聞き覚えのある声が、新たに飛んできた。

　刹せつ那な、紫し電でんが蜘く蛛もの巣す状に伸のびて虚こ空くうを走り、多数の特選騎士を貫つらぬく。

　魔ま法ほう、ではあるが、ルーン言語によるものではない。

　反魔法術式に影響を受けずに発動されたそれは……《魔族》の言語で構築された魔法だ。

　その使い手は。

「カーミラさん……！」

　青白い肌はだと、純白色の髪が特とく徴ちよう的な、《魔族》の娘むすめ。

「なぜ、貴女達が……」

　無意識のうちに漏もれ出た疑問に対し、カーミラが再び魔法を繰くり出しながら、吼ほえた。

「と、友達を助けに行くのは……！　あ、当たり前っ！　でしょっ！」

　友達。

　真実を知ってなお、そう断言するのか。

「ま、そういうことですわ。あ、でもミス・イリーナ。勘かん違ちがいしないでくださいませね？　私はあくまでアード君のお手伝いに参上しただけですから。貴女のことなんてぜ～んぜん興味ありません。《邪神》の末裔云うん々ぬんとか、知ったことじゃありませんわ。貴女がどのような秘密を抱かかえていようとも──」

「ジニー……」

「どんな秘密を抱えていようとも。これ以上嫌きらいになるようなことはありませんわ～。貴女への好感度なんて、最初っからドン底ですもの～。うふふふふ～」

　ニヤニヤと、底意地の悪そうな笑えみを浮うかべてみせる彼女に。

　イリーナは、全身を震わせながら怒ど鳴なった。

「ふんっ！　あたしだって！　あんたのことなんか大嫌いよっ！」

　棘とげのある言葉とは裏腹に。

　イリーナは、心の底から嬉うれしそうに笑っていた。

　大きな瞳から、ポロポロと涙を零こぼして、笑っていた。

「そもそもね！　あんたの手伝いなんかいらないっつ～の！　アードはあたしさえいれば無敵なんだからっ！　あんたなんかお呼びじゃないわっ！」

　刺とげ々とげしくも、どこか愛を感じる声こわ音ねに、ジニーはクスクスと笑う。

「ふふっ。いつもの調子が出てきましたわね～。それでこそミス・イリーナですわ。貴女に悲劇のヒロイン面づらなんて似合いません。今みたく、キーキー鳴いてるお猿さるさんのような姿こそが一番お似合いですわよ」

「誰だれが猿よっ！　誰がっ！」

「あ～、はいはい。いいからさっさと先へ行きなさいな。女王陛下を助けるんでしょう？　せいぜい、アード君の足を引っ張らないよう、気を付けることですわね」

「あんたに言われなくたってそうするわよっ！　このおバカっ！」

　いつものような掛け合いを演じると、イリーナは俺の手を摑つかんで、駆かけ出した。

　彼女に引っ張られる形で、こちらもまた走り出す。

「気張るのだわ、二人ともっ！」

「ま、アード君さえいればなんの問題もないでしょうけどね」

「行ってらっしゃい、パパ～」

「ここは任せてね～」

「わ、わたしだって、役に立てるんだからっ……！」

　背に声を受けて、俺は──

　温かな感情を、胸に抱いだいた。

　気付けばもう、《固有魔法オリジナル》の詠えい唱しようなど頭にはない。

「ねぇ、アード」

　俺の手を握にぎって、駆け続けながら、イリーナは穏おだやかに微笑ほほえんで、

「あたしね、皆みんなのことを、信じてなかったの。秘密を知ったら誰もが、あたしを拒きよ絶ぜつするって、心の底から思ってた。……ホント、馬ば鹿かだったわ」

　目め尻じりににじんだ涙を拭ぬぐいながら、イリーナは言う。

「あたしは何も、失ってなんかいなかった……！　皆のことを信じられなかった自分に、とんでもなく腹が立つわ……！」

　彼女の顔は、とても晴れやかで。

　昨夜見せた悲しみと、つい先刻まで晒さらしていた暴走など、まるで噓うそだったかのように。

　希望と、活力と、勇気に満ちあふれていた。

「皆の、ことを」

　イリーナの言葉が、強きよう烈れつに突き刺ささった。

　あぁ、そうか。

　俺は──

「ぐぅおぉおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　思考の最中。

　雄お叫たけびが轟とどろくと共に、肌を刺すような殺意を感じる。

　俺はイリーナの細身を抱え、咄とつ嗟さに横へ跳とんだ。

　数瞬後、さっきまで我々が立っていた空間の地面に、鋭するどい氷柱が突き刺さった。

　……どうやら、反魔法術式を解除したようだな。

　攻こう撃げきが飛来した方を見ると、多数の特選騎士がこちらを睨にらんでいた。

　猛もう獣じゆうのようにいきり立つ連中を前に、俺は眉まゆ根ねを寄せる。

「……ここからは、かなり厳しい展開になりそうですね」

　特選騎士の異常な耐たい久きゆう性能と膂りよ力りよく。これに魔法が加わるとなれば……

　奴等はまさに、最強の歩兵と呼ぶに相応ふさわしかろう。

　だが、それを前にして。

　イリーナは猛もう然ぜんと吼えた。

「はんっ！　たいしたことないわ、あんな奴等っ！」

　つい先刻までの、やけっぱちな感情はどこにもない。

　彼女の顔には、清純なる勇気だけが漲みなぎっていた。

「来るなら来なさいっ！　今のあたしは！　負ける気がしないんだからっ！」

　イリーナの全身から、何かオーラのようなものが放たれた。

　強烈な精神が、まるでエネルギーに変へん換かんされたかのように。

　そんな姿に応ずるかの如ごとく。

「ぎぎゃあああああああああああああああっ！」

「ごばぁあああああああああああああああっ！」

　特選騎士の群れが、雄叫びをあげながらやってくる。

　そして戦せん闘とう開始──という、直前。




「立ち止まるんじゃあない」




　建物の陰かげより、一人の獣じゆう人じんが現れ、俺達の目前に立つと。

　彼女は腰こしに挿さしていた刀とう剣けんの柄つかに手を置いて──

「疾シッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いを吐はきながら、刀身を抜ぬき放つ。

　それはまさに、神速の居合であった。

　ほんの一瞬にして、千を超こえる斬ざん撃げきを繰り出す。

　煌きらめく剣けん閃せんが虚空を埋うめ尽つくし、特選騎士の鎧よろいを両断していく。

「……安心しろ、峰みね打うちだ」

　ちょっと前の馬鹿とは違って、今回は本物の峰打ちである。

　特選騎士の目から蒼あおき光が消え失うせ、バタバタと次々に倒たおれ込んでいく。

　ほんの一瞬にして、規格外の仕事をやってのけた、この女は。

「オ、オリヴィア様っ……！」

　イリーナの言う通り、我が姉貴分、オリヴィア・ヴェル・ヴァインその人である。

　彼女は「ふぅ」と一息吐いて刀剣を鞘さやに収めると、こちらを振り向き、言った。

「……ふん。やはり思った通りか」

　眉み間けんに縦たて皺じわを刻みながら、オリヴィアは俺を睨む。

「馬鹿な考えを胸に抱き、呆ほうけたような顔をして事に臨む。……今の貴様は見るに耐たえんな、アード・メテオール」

　彼女の瞳はまるで、こちらの心情の全すべてを、見通しているようだった。

　……実際、彼女は何もかもを把は握あくしたうえで、ここへやって来たのだろう。

　馬鹿な弟分の暴走を、止めるために。

「自己を犠ぎ牲せいにして親友を救う。……そんなことを考えていたのだろう？　フン、貴様は何度間ま違ちがえれば気が済むのだ。相も変わらず、そういうところの学習能力がない」

　呆あきれたように肩かたを竦すくめながら、オリヴィアはため息を吐ついた。

「やけっぱちの自己犠牲で救われる者など何ど処こにもおらんわ、この大馬鹿者が。というかそもそも、貴様が救うべき対象など最初ハナから存在せん。強しいて言うなら……アード・メテオール。救われるべき対象は、貴様だけだ」

　イリーナには、彼女の言葉の意味がわからなかったのだろう。先さき程ほどから、小首を傾かしげるのみだった。

　無理もない。

　今のオリヴィアは、イリーナの親友に語りかけているのではないのだから。

　今のオリヴィアは──

　きっと、出来の悪い弟分に、説教を食らわせているのだ。

「大方、ライザーの言葉に同調し、惑まどわされたのだろう。まったく、間抜けな奴やつだ貴様は。悪い意味で賢さかしく、馬鹿になることが出来ん。時にはシルフィーの如き大馬鹿になった方が、世の中ずっと生きやすい。……かつての友に、そう言われたことを忘れたか」

　その言葉は。

　前世にて、いつか、リディアが口にした内容だった。

「世の中はな、貴様が思うよりもずっと単純に出来ている。それは──皆が、証明してくれるだろう」

　どこか意味深に呟つぶやいてからすぐ。

「捕ほ縛ばく対象を発見ッ！」

「ま、待て……！　あれは、オリヴィア様では……!?」

「我々に協力してくださるのか……!?」

　新手の騎き士し達が、大挙して押し寄せてきた。

　皆みな、オリヴィアの姿を見て当とう惑わくしている。

　そうした騎士達に、彼女はぶっきらぼうな態度で言葉を返した。

「勘違いをするな。わたしは馬鹿な生徒を指導しに来ただけだ。貴様等の都合など知らん」

　堂々と断言してみせた彼女に、騎士達は当惑の色を一層強くする。

「こいつらを捕縛したいなら勝手にすればいい。もっとも──皆が、許さんだろうがな」

　オリヴィアの口から再びため息が漏もれ出た、その直後。

　まったく予期せぬ、闖ちん入にゆう者の群れが現れた。

　それは──

「うぉおおおおおおおおおおおッ！」

「イリーナちゃんを守れぇええええええええええええッ！」

「訓練の成果を見せるときだッ！　イリーナちゃん親衛隊、突とつ撃げきぃいいいいいいいいッ！」

　我がクラスの、男子達と。

「アード様ぁああああああああああああッ！」

「ジニー隊長に代わって、ここはわたし達がッ！　道を拓ひらきますわよぉおおおおおおッ！」

「アード君ハーレム隊の威い信しんにかけてッ！」

　女子の群れ。

　その中に混ざって、

「食らいなさいなっ！　《ライトニング・ショット》っ！」

　黄金色の髪かみをたなびかせ、雷らい撃げきを放つ少女。

　我がクラスの公こう爵しやく令れい嬢じよう、ヴェロニカであった。

「ふふんっ！　一番槍やりいただきっ！」

　騎士の一人に雷撃を叩たたき込んで、ガッツポーズを見せるヴェロニカ。

　それが、決戦開始の合図だった。

「ヴェロニカに続けぇえええええええええええッ！」

「聖堂騎士がなんぼのもんじゃああああああいッ！」

「アード様結けつ婚こんしてぇえええええええええええッ！」

　激しい魔ま法ほうの打ち合いとなる。

　猛もう烈れつな戦場と化した大通りの中、騎士達の怒ど号ごうが飛んだ。

「貴様等ぁッ！　自分が何をしているのか、わかっているのかぁッ！」

「統一教の信徒でありながら、《邪じや神しん》の末まつ裔えいに与くみするとはッ！」

「子供だからとて、容よう赦しやはせぬぞッ！」

　騎士達が放つ憤ふん怒ぬの情に対し、生徒達は微み塵じんも気後れすることなく、怒ど鳴なり返した。

「うっせぇんだよ、バァアアアアアアアアアアアアアアカッ！」

「なぁ～～～にが統一教じゃ、クソボケェッ！　こちとらイリーナちゃんマジ天使教の狂きよう信しん者じやだぜッ！」

「見たことも接したこともねぇ《魔王》様なんぞ、知ったこっちゃねぇんだよッ！」

「目の前に在ある美少女こそ、人生の全てじゃろがいッ！」

「イリーナちゃんの存在は俺の救いッ！　イリーナちゃん万ばん歳ざいッ！　イリーナちゃん、マジ天使ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　……野や郎ろうどもの野太い絶ぜつ叫きように、俺もイリーナもドン引きではあったが。

「ふ、ふふっ……！」

　気張りまくる男子達の姿に、やがてイリーナは、大声で笑い出した。

「あはははははははっ！　オリヴィア様の言った通りね！　救うべき人間なんて、どこにもいなかったのよ！　あたしは！　ほんっとうに！　幸せだものっ！」

　イリーナの満面に、華はなが咲さいたような笑えみが宿る。

「おぉおおおおおッ！　我等がイリーナちゃんが、笑っておられるぞぉおおおおおッ！」

「アード様ッ！　アード様も笑ってぇえええええええええええッ！」

「まだ働きが足りないのよッ！　だからアード様は仏ぶつ頂ちよう面づらを維い持じなさっているんだわッ！」

「いやでも、必死に頑がん張ばってるこっちを、無感動な仏頂面で見てもらうっていうのも……なんか、それはそれでアリかもっ……！」

　男子も、女子も、己おのが変態性を爆ばく発はつさせながら騎士達を押していく。

　……よく見れば、戦いに加わっているのは、我がクラスの学友達だけではなかった。

　隣となりのクラスの者も、そのまた隣のクラスの者も。

　驚おどろきなのは、かつて学園祭で敵対したクラスの者達まで、参加していたこと。

　なぜ、彼等まで。

　そう疑問に思っていると。

「アード・メテオォオオオオオオオルッ！　どうだ貴様ッ！　見下していた人間に助けられる気持ちはぁあああああああああああッ!?」

「俺達ゃあ、お前なんぞに負けちゃいないぜッ！」

「まぐれで一度勝ったぐらいで、調子に乗ってんじゃねぇぞッ！」

　彼等の言葉が、胸に、ぐさぐさと突つき刺ささる。

　かつて敵対していた者達。

　俺を、嫌きらっているだろう者達。

　俺の力を知って、心折れたはずの者達。

　それが今、俺を助けようと動いている。

　極きわめつきは──

「ちんたらやってんじゃねぇ～おっ！　ブチかますぜ、《ギガ・フレア》ッッ！」

　刹せつ那な、騎士隊のド真ん中にて、巨きよ大だいな炎えん柱ちゆうが噴ふき上がる。

　ただ一撃で以もつて、敵方の半数以上を仕留めてみせたその少年は、こちらへ顔を向け、

「ま、オメーが前に見せた本物とは程遠いけど……勘かん弁べんしろお」

　どこかバツが悪そうに頭を搔かく。そんな彼の名は。

「エ、エラルドっ!?」

　目をまん丸にしたイリーナ。

　そう、エラルドだ。あの小太りの少年が、多くの生徒達に混ざっていた。

「なぜ、貴方あなたまで……？」

「あ～、なんちゅ～か。オメー等には貸しがあんだろ？　ほら、初対面のときにひっでぇ態度とっちまったし。確かアードには、学祭のときに謝ったっけ？　つ～わけで……イリーナ、あんときゃマジですまんかったお」

「えっ？　い、いや、別に、その。もう、気にしてないっていうか」

　激変したエラルドと接するのは、イリーナにとって初のことだった。

　ゆえにその当惑ぶりも無理からぬことだろう。俺とて学祭で再会したときは驚いた。

　……そんなエラルドは、さらなる驚きを、こちらに与あたえてくる。

「で、よぉ。なんちゅ～か、その。オレもあれから色々あって……アード、オメーについて無む駄だに考えてた。……別に恋こいしてるとか、そういう意味じゃねぇよ？　まぁ、その、なんだ。オメーはどっか、オレと似てるとこがあっから、もしかすっと友達になれたりなれなかったりするような気が、しないでもねぇ～っつぅか……」

　目を泳がせまくりながら、脂あぶら汗あせを流し、それから「あぁもうっ！」と叫さけんで頭とう髪はつを搔きむしると、

「まぁ！　とにかく！　このオレ様が来たからには、豪ごう華か客船にでも乗ったつもりでいろってことだおッ！　はい、これで話はお終しまいッ！　戦せん闘とう続行ッ！」

　無理やり会話を打ち切って、戦いの渦うずに飛び込んでいく。

「な、なんか、メチャクチャびっくりって感じ。たぶん、人生の驚きランキングトップ・スリーに入るわね、これ」

「……えぇ、本当に」

　驚くと共に、俺は、自分の間違いを知った。

　かつて俺はエラルドと決けつ闘とうし、勝利を収めた際、心からこう思ったのだ。

　こいつとはもう、どうやっても友達にはなれないだろう、と。

　エラルドは、俺の力を知った。そのうえで、心を折った。

　あのときの、エラルドの俺を見る目は……まさに、異物に対するそれ。

　恐おそろしいバケモノと相対した人間が見せる、怯おびえた様子。

　だから俺は、エラルドとは友達になれぬと、そう考えたのだ。

　そう、決めつけたのだ。

　ヒトは異物を恐れるがゆえに。決して、異物を受け入れぬがゆえに。

　俺の力を理解した者は、誰だれもが俺を拒きよ絶ぜつするのだと。

　勝手に、決めつけていた。

　しかし……違ちがったのだな。

　一時、心折れて、異物と捉とらえても。

　いつかヒトは心癒いえて、相手のことを見つめ直す。

　その末に……異物を、受け入れることもあるのだ。

「フン。理解したようだな」

「オリヴィア、様……」

　不意に我が眼前へ立つと、オリヴィアは腕うでを組み、こちらの顔を覗のぞき込んでくる。

「ヒトは醜みにくい。ハッキリ言って、汚きたならしいところばかりが目立つ。だがな……それだけの生き物ではないのだ。今の貴様には、それがわかるだろう？」

「……はい」

　俺は、間違っていた。間違った道を、ひたすら進んでいた。

　そんな俺が、正しい選せん択たくなど出来るわけもない。

　だが……

　今なら。

　皆みなのおかげで、正しい道筋が見えた、今の俺なら。

「いい加減、馬ば鹿かになれ。シルフィーや……リディアのように。馬鹿になって、ヒトを信じろ。アード・メテオール。貴様が今世にて積み重ねたそれは、決して、貴様を裏切ることはない」

　強く。強く強く、頷うなずくと。

「理解したならば、さっさと行け。やるべきことをこなして来い」

　姉貴分の言葉に従って、俺はイリーナと共に、駆かけ出した。

「……やけっぱちで正体を晒さらしたうえでの再会など、誰も望んでおらんわ、馬鹿者が」

　むくれたような声を、俺はあえて聞かなかったことにした。

　ただ……姉貴分への感謝だけを胸に抱いだいて、大通りを疾しつ走そうする。

　その末に。

　俺とイリーナは、中央広場へと到とう着ちやくした。

「ひぃっ!?」

「悪あく魔まじゃあ！　悪魔の手先じゃあ！」

「騎き士し様は何をしてるのっ!?　は、早くあのバケモノを殺しなさいよっ！」

　民衆の罵ば声せいも、今はなんら気にならない。

　イリーナとて、それは同じだった。

　俺達はもう、ある意味で別人なのだ。

　俺達は、ヒトの醜さを知っている。そのおぞましさを、身勝手さを、嫌いやというほど知っている。

　だが、今の俺達は。

　ヒトがただおぞましいだけの存在だとは、思っていない。

「行きますよ、イリーナさん」

「うんっ！　待ってて、ローちゃんっ！」

　暴言を受けながら。

　投げつけられる悪意を受けながら。

　しかし俺達は、真っ白な心の持ちようを維持したまま、突っ走る。

　長き階段へ。

　迫せまる騎士達を、蹴け散ちらしながら。

　俺とイリーナは、ついに。

「女王陛下。お迎むかえに参上いたしました」

「もう安心よ、ローちゃんっ！　あたし達が来たんだからっ！」

　目的の場所へと、辿たどり着いた。

「はぁ。まったく、思った通りに行かんのう。わらわのいいカッコしぃが台無しじゃ。……けれど、まぁ、逆にそれがよかったのかものう。今のそなた等を見ると、そう思うわ」

　跪ひざまずき、処しよ刑けいされる寸前といった様子のローザが、どこか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　……次の瞬しゆん間かん。

「アード・メテオール！　並びに、イリーナ・リッツ・ド・オールハイド！　我が国始まって以来、最悪の逆ぎやく賊ぞくどもめ！　この宰さい相しようヴァルドルが、正義の鉄てつ槌ついを下してくれるわ！」

　老臣が血走った眼をこちらに向け、怒ど声せいを放つ。

　……それら全すべてが芝しば居いであると見み抜ぬけぬほど、この目は節穴ではない。

「うぉおおおおおおおおおおおッ！」

　黒こつ剣けんを構えながら、突っ込んでくる。

　全ては、国を守るための芝居。

　当然……俺も、付き合わせてもらう。

「貴方ごときの正義が邪じや悪あくを断つなど、笑しよう止し千せん万ばん」

「我が剣の錆さびとなれぇええええええええええッ！」

　気き迫はくこそ立派なものだが、その太た刀ち筋は、あからさまに手を抜いたものだった。

　大上段から振ふり下ろされたそれは実にウスノロで。

　当然のように回かい避ひし、踏ふみ込む。

　そうして俺は、ヴァルドルの鳩尾みぞおちへと拳こぶしを突き入れた。

「ぐはぁッ!?　む、無念……！　大司教殿どの……ど、どうか、後は……」

　芝居を続けながら、倒たおれ込むヴァルドル。

　だがそうしつつ、彼は俺の耳元で。

「女王陛下を、よろしく頼たのむ……！」

　偽いつわりなき本音の声に、俺は心の中で応答した。

　お任せあれ、と。

「ぐ、ぐぐっ……！　こ、この、逆賊どもがぁ！」

　大司教と呼ばれた壮そう年ねんの男が、魔ま法ほうを放つべく、詠えい唱しようを始めた。

　わざわざ完かん了りようを待ってやる義理もない。

「《ライトニング・ショット》」

「ぴぎぃっ!?」

　俺が放った電でん撃げきに上半身を貫つらぬかれ、白目を剝むいて卒そつ倒とうする。

　これにて、邪じや魔ま者ものは全ていなくなった。

「一件落着っ！　さぁローちゃん、国に帰るわよっ！　皆と一いつ緒しよにっ！」

「うむ。……おいヴァルドル。そなた、起きとるんじゃろ？　おい。運んでなんかやらんぞ。おい。寝ねたふりしても無駄なんじゃからな」

　倒れた宰相の横腹を、ゲシゲシと蹴けりまくる女王。

　心なしか、ヴァルドルは気持ち良さげであった。

「ふぅ。ともあれ、イリーナさんがおっしゃった通り。これにて──」

　一件落着。

　……と、行くわけもない。




「《《我が心に巣くうは、白き闇やみ》》」




　唐とう突とつに。なんの前まえ触ぶれもなく。

　声が、響ひびき渡わたった。

「《《忌き避ひと共に産まれ》》《《虚きよ無むと共に生きる》》《《世の全ては無価値と断じ》》《《それを疑うこともなく》》」

　厳おごそかな重低音は、奴やつのそれで間違いない。

　そして、紡つむがれし詠唱は……

　奴の、《固有魔法オリジナル》発動を示すもの。

「《《だがやがて》》《《白き闇は晴れ渡り》》《《我が心は灼しやく熱ねつする》》」

　俺も、イリーナも、ローザも。

　皆が周囲を見回し、敵の姿を探す。

　だが、一向にそれを摑つかめぬまま、

「《《我は盾たて》》《《我は砦とりで》》《《我は礎いしずえ》》《《価値ある光を守りし者》》」

　俺は、イリーナ達から大きく離はなれ……

　そして。

「《《そう》》《《我こそは》》────」

「っ！　上か！」

　天を見上げると同時に、あの男が、やってくる。

　凄せい烈れつな信念を胸に抱いて、やってくる。




「《《空白埋めしクローバー・殉職者フイールド》》」




　──ライザー・ベルフェニックスが、やってくる。
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　蒼そう穹きゆうの只ただ中なかを、一人の男が下方へ向かって突つき進む。

　風を浴びて法衣をはためかせ、真っ直すぐに。

　その瞳ひとみは、こちらの姿だけを捉えている。

　俺の瞳もまた、奴だけを捉えている。

　ライザー・ベルフェニックス。

　歴戦の猛者もさ。

　文武両道の老将。

　軍随ずい一いちの知ち恵え者。

　かつて、この俺を支えた最強の戦士が一人……

《四天王》の一角を担にないし男が、激げき烈れつなプレッシャーを放ちながらやってくる。

　我が命運を、手中へと収めるために。

「ライザーッ……！」

　こちらへ真っ直ぐに落下してくる敵方を睨にらみながら、俺は一いつ瞬しゆんにして、魔法術式を構築。

　上級防ぼう御ぎよ魔ま法ほう、《ギガ・ウォール》の七重層である。

　最初の一合は、攻こう撃げき魔法による迎げい撃げきでなく、防御一いつ辺ぺん倒とうを選択した。

　平常であれば、敵方の攻撃などなんの脅きよう威いにもならぬ。ゆえに相打ち覚かく悟ごの迎撃をすることもある。だが……

《固有魔法オリジナル》を発動したライザーを相手取る場合、決して、攻撃をもらってはならない。

　奴が手にしている、あの巨きよ大だいなメイス。

《固有魔法オリジナル》発動と同時に顕けん現げんするあの武装に、ちょっとでも触ふれたなら、その時点で全てが終わる。

「ぬんッッ！」

　互たがいの距きよ離りが限りなくゼロへと縮まった瞬間、ライザーの口から裂れつ帛ぱくの気合が放たれた。

　巨大なメイスを、左手一本で振るってくる。

　我が頭上を狙ねらっての一撃は、しかし、先刻展開した防ぼう壁へきによって阻そ害がいされる。黄金色の防壁がメイスの重い打撃を確しかと受け止め、両者の激げき突とつが、猛もう烈れつな音と衝しよう撃げき波はを生んだ。

　刹せつ那な。

　展開した防壁が、ピシリと音を立てる。

　流石さすがはライザー・ベルフェニックスといったところか。

　たった一撃で、我が防御魔法は粉ふん砕さい寸前となった。

　修復──させてくれるほど、奴は甘くない。

「打ッッ！」

　再び気迫を放ちながら、ライザーはメイスを横よこ薙なぎに振るう。

　第二撃を耐たえるほどの余力はない。

　そう判断した俺はあえて防壁を消去し、全力で地面を蹴って、攻撃を回避する。

　メイスが空転し、大気が悲鳴を上げると共に、俺は後方へと跳とんだ。

　離り脱だつ。

　高い位置にある処刑場の舞ぶ台たいから、中空へと身を躍おどらせた。

　我が膂りよ力りよくはこの身を矢の如ごとく飛ばし、イリーナ、ローザ、ヴァルドルの三名から大きく離れていく。

　地上にて、民衆がこちらを見上げる中。

　ライザーもまた踏み込んで、直線的に飛ひ翔しようする。

　互いに大気を引き裂さきながら移動し……街の路地裏へと着地。

　人ひと気けは一いつ切さいなく、立つ者は我等のみ。

　メイスを担かつぎ、こちらを睥へい睨げいするライザー。

　空間が歪ゆがむほどの戦せん闘とう意思を見せる老将を油断なく見み据すえながら、俺はボソリと呟つぶやいた。

「現状は、貴方あなたにとって想定の範はん疇ちゆう、といったところでしょうか？」

「……否いな。完全に、想定からは外れておる」

　口にした内容とは裏腹に、奴の顔には悔かい恨こんの情など少しもなかった。

「ずいぶんと、落ち着いておられますね」

「やるべきことに、変わりなきゆえ」

　互いに睨み合いながら、言葉を交かわす。

　ひりつくような緊きん張ちよう感の中、ライザーが再び口を開く。

「我わが輩はいの思おも惑わく通りになっていたなら、其そ処こ許もとは既すでにアード・メテオールの仮面を脱ぬぎ捨てている。自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいった末に、友を救うべく……《魔王》として、この世界に再臨する。そうなるよう仕向けたのである」

「……やはり、我が正体を見み抜ぬいたうえでの謀はかりごとだったか」

　もはや、こいつの前で仮面を被かぶり続ける必要もない。

　俺はアード・メテオールではなく、ヴァルヴァトスとして、目前の男と向き合った。

「相も変わらず、知恵がよく回る男だ、お前は。もう少しでお前の思惑通り、道を踏み外すところだった」

　最初から今に至るまで、俺は奴の策に嵌はまっていたのだろう。

　俺の自分勝手な選せん択たくによって、全すべてを失った友……イリーナを救うべく、《魔王》として再臨。そして。

「イリーナのためだけに、常識や倫りん理りを塗ぬり替かえる。いかなる手段を使っても。……そこから先は、あえて考えなかった。きっと、俺にとっては辛つらい現実が待っているであろうと、そう思ったからな。居場所を失い、自害を選ぶか、はたまた……」

「古代末期の如く民たみを洗脳し、己おのれにとって都合の良いものへ変えるか。……我輩としては、そちらを選んでくれると、無む駄だな手間が省けて助かったのだが」

　そうすることは決してないと、奴は確信しているのだろう。

　実際、それを選択することはなかったと思う。

「前世の末期にて、俺はそれを選択し……もう十分に懲こりた。自由意志を奪うばい、無理やり俺に友愛の情を向けさせても……それはさながら、哀かなしき一人遊びだ」

　それを十全に理解しているがために。

「……ライザー。あえて言わせてもらうぞ。お前が目指す理想的社会は、ある意味で正しい。だが、人々の心を力で支配し、無理やり創つくり出した理想郷など──」

「左様。今し方、其処許が述べられた通りの、虚むなしき一人遊びである。けれども……そうすることでしか、理想郷は創れない。そしてこのライザー・ベルフェニックスは、理想を実現するためだけに存在する」

「……そうした信念以外の全ては、お前にとって空くう虚きよかつ無価値、か」

「然しかり。世界を一つにまとめ上げ、差別をなくし、子供達が笑え顔がおで過ごせる世を創る。人類も《魔族》も関係なく、幼き者達が幸福を享きよう受じゆ出来る世界。この身はただ、それを実現するための道具に過ぎぬ」

　断言してみせる姿は、どこか。

　過去の自分を連想させるようなものだった。

「……かつての俺も、似たような考えでいた。古代の末期は、特に。リディアを失った後、俺は彼女との約束を守るためだけに生きた」

「存じておる。リディア殿どのが目指した理想郷……差別、格差、戦争、それらことごとくを無くし、老ろう若にやく男なん女によの違ちがいだけでなく、人類も《魔族》も関係なく、笑って生きていられる世界。我輩の理想にも極きわめて近いそれを、其処許は完かん璧ぺきに創り上げた」

「あぁ。民を洗脳し、それが通じぬ者は排はい除じよして……世界から自由を奪い尽つくしたうえでの、実現だ」

　古代にて、俺は人間の尊厳と自由を取り戻もどすために戦い続けた。

　そんな俺が、最後の最後で、人々の自由を奪ったのだ。

「皮肉なものだな。生しよう涯がいの敵として認にん知ちしていた存在……《邪じや神しん》を討うち滅ほろぼした結果、最終的に自分自身が、彼等に成り代わってしまうとは」

　多くの臣下は、変わり果てた俺の姿に失望し、我がもとを去って行った。

　そればかりか、中には反旗を翻ひるがえす者もいて。

　……そんな者達を、俺はこの手で殺し尽くしたのだ。

　俺を信じ、ずっと付いてきてくれた配下達を。

　亡なき親友との約束を守るために、殺して殺して、殺し尽くした。

「古代末期において、俺は常々思っていたよ。敗北が知りたい、と。さすればきっと……全て、終わるだろうから。畏い怖ふされ続ける人生も。約束に縛しばられた生き方も。何もかもが」

　俺は、誰だれかに止めてほしかったのだ。

　間違いを犯おかしている自分を、止めてほしかった。

　けれども終ついぞ、その瞬間は訪おとずれず……

　仮かり初そめの理想郷が完成して、すぐ。

　俺の心は、完全に折れてしまった。

「……全ては自業自得。そう理解しながらも、俺は孤こ独どくの苦しみに耐えられなかった」

「ゆえに其処許は理想郷の維い持じを放ほう棄きし、この現代へと転生した。……其処許が下した、自分本位な選択が招いた結末は、以前、博物館で我輩が語ってみせた通りである」

　ライザーの鋭するどい眼光は、こちらを明確に批難するものだった。

「現世は乱れに乱れている。国も人もバラバラに分かれ、毎日のように戦いくさが起こり、子供達が尊き命を散らしていく。それはまさに、民意によるもの。人々が生み出す、民意という名の濁だく流りゆうは、我輩を以もつてしても止められぬ。だからこそ──其処許が必要なのだ」

　ここでライザーは、担いでいた巨大なメイスを、こちらに向けてきた。

「我が力で以て《魔王》を手て駒ごまとする。さすれば、現世に再び理想郷が誕生するであろう」

「……俺は、あんな世界を理想郷とは思わない。あれはさながら、操あやつり人形の王国だ」

「それでよい。ヒトは何者かが操ってやらねば、常に間違った道を歩く。其処許とてそれは承知しておろう。このメガトリウムにて、再認識も出来たはず」

　暗に、ボルドーのことを言っているのだろう。

　確かに、彼の死は、俺に再認識を促うながすものだった。

「ヒトはただ醜みにくく、おぞましいだけの生き物。お前が仕組んだ通り、俺はそうした考えを再認識した。だが…………今は、違う」

　毅き然ぜんとした態度で以て、俺はライザーに反論を叩たたき付けた。

「ボルドーの不幸は、真の友愛を築けなかったことが原因だ。彼は聖者と呼ばれ、人々を救い続けてきた。だが……それによって形成されたものは上下関係であって、友好関係ではない」

　誰もが彼を、聖者と呼んで崇あがめた。まるで現あら人ひと神がみのように。

　その姿は、かつての俺と民衆の関係によく似ている。

　古代にて、民衆は俺を《魔王》と呼び、畏怖しながらも、救世主として崇め奉たてまつっていた。

　即すなわち──強大な力を頼たよりにするだけで、俺個人の人格などは誰も見ていない。

　そんな関係性しか、ボルドーは作れなかったのだ。

「真の友愛とは、互いが同じ目線に立っていなければ生まれない。ボルドーはそのことについて、およそ死の間ま際ぎわまで気付けなかったのだろう。もし気付けていたなら、自害に似た結末など選ばなかった。そうしたなら……」

　俺やイリーナとの間に、真の友愛を育はぐくむことも出来ただろう。

　それを足がかりに、多くの仲間に囲まれた生活も、出来たのではないか。

　そう、我等が学友たる《魔族》の少女、カーミラ嬢じようのように。

「……結局のところ、其処許は何が言いたいのだ？」

　どこか苛いら立だったような声こわ音ねで、尋たずねてくる。

「ボルドーの死が俺の誤った考えを刺し激げきし……そのせいで、道を踏ふみ外すところだった。ついさっきまで俺は……ライザー、お前の言葉になんの反論も出来なかった。ヒトは醜く、おぞましい。それだけの生き物だと、俺もそう考えていたのだ。しかし」

「……しかし？」

　瞳ひとみを眇すがめた対面の老将に、俺は胸を張って断言した。

「今は、自信を持って言おう。ヒトは醜いだけの生き物ではない。醜さの中に、ちっぽけではあるが、確かな煌きらめきを持っている。それはまさに、人間の可能性だ。俺はそれを信じる。ゆえに──ライザー・ベルフェニックス。俺が、お前の理想に加担することはない」

　ついさっきまで、俺とライザーは同じだった。

　けれども今、二人は完全に袂たもとを分かったといえよう。

　ヒトは異物を恐おそれる。

　ヒトは決して、異物を受け入れることはない。

　……そんなものは、噓うそっぱちだ。

　仲間達が、それを証明してくれた。

　今世にて出会ってきた者達が、それを証明してくれたのだ。

「……其処許が、仲間と錯さつ覚かくする者達の中に見た煌めきなど、ただのまやかしに過ぎぬ」

　ライザーは俺の思いを否定し、そして、

「先刻述べた通り、我輩がすべきことに変わりはない。状じよう況きようが想定から外れようと。其処許が誤った認識をしようと。何も、関係はない。我輩は自らの力で以て其処許を手駒とし……子供達の、明るき未来を創る」

　桁けた外はずれの戦せん闘とう意思が、奴やつの全身から迸ほとばしった。

　もはや言葉は不要。

　ここからはただ、武力を以て、己おのが信念を貫つらぬくのみである。

　そして──

「《《その道に在ありしは絶望》》《《それは哀あわれな男の生き様》》」

　俺は、切り札の発動準備を開始した。

　まさかまさか、あのライザーを相手に、出し惜おしみなどありえない。

「《《その者は独り》》《《背を追う者は居ても》》《《覇は道どうを共に進む者はなし》》」

「《固有魔法オリジナル》の発動など、させるものかッ……！」

　鋭い呼気を放ちながら、ライザーは己が得物を躍やく動どうさせた。

　巨きよ大だいなメイスが振ふるわれるは、この俺……ではない。

　先さき程ほどから道の隅すみっこで我々の会話を聞いていた、二匹ひきの野良犬である。

　それらの背中を、ライザーは容よう赦しやなく叩いた。

「「ぎゃんっ!?」」

　野良犬達の悲鳴が重なる。

　背を打たれた二匹の犬は、一いつ瞬しゆん、地面へとうずくまったが──

　次の瞬間。

「「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオンッッ！」」

　弾はじかれたように起き上がり、雄お叫たけびを放つ。

　双そう眸ぼうは紅あかく爛らん々らんと煌めき、胸むな元もとには瞳と同色の紅い模様が浮うかび上がっている。

《固有魔法オリジナル》発動時のライザーが他ほかの生命体をメイスで叩くと、こうした状態になるのだ。

　その効力は──

「グルゥアッ！」

　まさしく、桁外れ。

　二匹の野良犬が牙きばを剝むき、襲おそいかかってくる。

　疾しつ走そう速度たるや、音速のそれだ。

　つい今し方までただの野良犬だったそいつらが、今や驚きよう異い的な戦力を持ち、主人の命を遂すい行こうせんと迫せまる。

「《《誰にも理解されることはなく》》《《皆みな、彼のもとから離はなれていく》》」

　詠えい唱しようを続行しつつ、俺は二匹の猛もう攻こうを回かい避ひし続けた。

《固有魔法オリジナル》は詠唱を行わねば発動出来ず、また、詠唱中は他の魔法が一いつ切さい使えない。

　ゆえに通常、《固有魔法オリジナル》は事前に詠唱をほとんど済ませたうえでの、不意打ちとして発動することがほとんど。それこそ、ライザーが俺にやってみせたように。

「ぬんッッ！」

　犬二匹にばかり気をやっていると、すぐ横からライザーがメイスを薙ないでくる。

　大きく跳ちよう躍やくしてそれを回避し、間合いを取った。

　……奴の《固有魔法オリジナル》は、メイスで打った相手の力量をべらぼうに底上げするだけのものではない。対象を、操あやつり人形にすることも出来る。

　また、さらに。

　極めつきに厄やつ介かいなのが……感染能力である。

「《《唯ゆい一いつの友にも捨てられて》》《《彼は狂きよう気きと孤独の海へと沈しずんでいく》》」

　詠唱の最中、死角から犬が一匹、こちらへ飛びかかってきた。

　紙かみ一ひと重えのタイミングで回避。

　牙の一いち撃げきを避よけられた犬は、着地と同時に別の野良犬を睨にらみ、そして。

　怯おびえたように震ふるえるそいつへと踏み込んで、首筋を嚙かんだ。

「ぎぃっ!?」

　小さな悲鳴が、犬の口から漏もれた。

　次の瞬間。

「グルゥアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　喉のどを嚙まれた野良犬が、天を見上げながら叫さけんだ。

　その目は紅く煌めいて、胸元に同色の模様が浮かぶ。

　……これがおそらく、ライザーの《固有魔法オリジナル》が有する最大の強みであろう。

　既すでに操り人形と化した存在に接せつ触しよくした場合、その効果が伝染する。

　つまるところ。

　メイスで打たれれば終しゆう了りよう。

　打たれた者に触ふれられても終了。

　この力を有するがために、ライザーは軍勢同士のぶつかり合いにおいて敗北を喫きつしたことがない。何せ相手の兵を全すべて、我が物に出来るのだから。

　……状況はまさしく、多勢に無勢。

　いつ決着がついてもおかしくないほど、俺は劣れつ勢せいに追い込まれている。

　だが。

「《《その死に際に安らぎはなく》》《《悲ひ嘆たんを絶望を抱いだいて溺おぼれ死ぬ》》」

　それも、ここまでだ。

「《《きっとそれが》》」

　詠唱の完かん了りようは、即ち。

「《《孤独なりしプライベート王の物語・キングダム》》──ッッ！」




　逆転劇の始まりを、意味する。




　闇やみ色のオーラが我が右みぎ腕うでに絡からまり、それが鎖くさりへと変わっていく。

　さらに、闇は巨大な黒こつ剣けんを形成し……

　その柄つかを、俺は右手で握にぎり締しめた。

「「「グルゥアッ！」」」

　迫る三匹の野良犬。

　その命に罪はない。

　けれども。

「斬きらせてもらうぞ」

　一いつ斉せいに飛びかかってくる三匹の犬。

　だが、その動作は今の俺にとって、致ち命めい的なまでに遅おそい。

　この目には、奴等が空中で静止したも同然に見える。

　ゆえに。

　ほんの一呼吸で、俺は三匹の犬の胴どうを両断した。

　断だん末まつ魔まを上げることも出来ず、地面へと落下する死し骸がい達。

　それらの鮮せん血けつと臓物がベチャリと音を立てた頃ころには。

　既に、俺はライザーへと肉にく迫はくしていた。

「返礼だ。受け取るがいい」

　先刻までの憂うさを晴らすべく、俺は黒剣を振るう。

　首筋へ向かって猛もう然ぜんと進むそれを、ライザーはメイスで受け止めるのだが。

　こちらの膂りよ力りよくを、殺しきることは叶かなわない。

「くッ……！」

　ここに至り、ようやっと、ライザーの無表情に苦く悶もんが刻まれた。

　前後して、奴の全身が大きく横へ吹ふき飛ぶ。

　こちらの薙ぎ一いつ閃せんを防いだものの、膂力は流し切れず、ライザーは建造物を貫かん通つうしながら彼方かなたへと突つき進んだ。

　今はまさしく我が攻こう勢せいであり、また、優勢である。

　そう確信しながら、奴が穿うがった建物の穴達を通過し、追撃を仕し掛かけるべくその姿を探す。

　と──

　同時に、俺は一いち抹まつの不安を抱かかえるに至った。

　我が攻勢は。我が優勢は。

　よもや、ライザーの謀ぼう略りやくの一部であろうか？

　……ライザーが吹き飛んだ先は、大通りであった。

　その長く、広い道には、今。

「きょ、教皇様ッ!?　いかがなされたッ!?」

　多数の聖堂騎き士しと、

「えっ!?　ア、アード様っ!?」

「なんで戻もどって来てんだ!?　イリーナちゃんはどこだよ!?」

　我が、学友達の姿がある。

「……ふむ。天てん祐ゆうというべきか」

　どこもまでも冷静に。どこまでも冷れい徹てつに。あまりにも、冷ややかな声こわ音ねで紡つむがれた言葉。

　不味まずい。

　そう思った瞬間には、ライザーのメイスが動いていた。

　奴のすぐ傍そばにいた、男子生徒の頭上へと。

「やめろ、ライザーッッ！」

　暴挙を止めるべく、踏ふみ込もうとする。

　だが、その前に。

　一いち陣じんの風が吹き荒すさび、大気が唸うなり声を上げる。

　そして疾しつ風ぷうの如ごとくやってきた彼女は、腰こしに挿さした刀とう剣けんを抜ぬき放ち、

「わたしの生徒に、手出しは許さんッ……！」

　我が姉貴分、オリヴィアの剣が、ライザーのメイスを受け止めた。

　金属同士の衝しよう突とつ音がけたたましく鳴り響ひびき、大輪の火花が飛び散る。

　男子の容態は……無事であった。

「オ、オオ、オリヴィア様ぁ……！」

「逃にげろッ！　皆、この場から離り脱だつするのだッ！」

「いいや、そうはさせぬ。者共、一人たりとも逃にがすでないぞ」

　つばぜり合いながら、互たがいに命令を出し合う。

　騎士達が素す早ばやく動き、逃げ道を塞ふさいだ。

　そうした行動にオリヴィアは舌打ちを漏らし、対面の元・同どう胞ほうを睨み据すえて、

「貴様ッ……！　同じ釜かまの飯を食った者同士、これまでは黙だまっていたが……！　我が教え子を巻き込むというのなら、もはや容よう赦しやせんぞッ……！」

「容赦せぬなら、どうだと言うのだ。オリヴィア・ヴェル・ヴァイン。信念なき其そ処こ許もとに、このライザー・ベルフェニックスが敗れると思うてか」

　両者が放つ気き迫はくと殺気が、大気を震しん撼かんさせる。

　果たして、つばぜり合いに打ち勝ったのは、

「輩ともがらよ。かつて肩かたを並べ、戦っていた頃の其処許ならばまだしも……戦う意義を見失った其処許の剣は、あまりにも軽い」

「ぬ、うッ……！」

　老将が圧をかけ、そして、

「ぬんッ！」

　剛ごう腕わんが、オリヴィアの身体からだを刀剣ごと吹っ飛ばした。

　両者の間合いが大きく開いてからすぐ、ライザーは近場にいた騎士数名に対し、メイスを無造作に打ち込んで、

「オリヴィア・ヴェル・ヴァイン。今の其処許は、我わが輩はいが手ずから葬ほうむらねばならぬほどの存在ではない」

　言い終わるや否いなや、強化された騎士達が、ライザーの意図を体現する。

「「「ぐぅおぁああああああああああああああああああああッッ！」」」

　奇き声せいを放ちながら、オリヴィアへと突とつ貫かんする強化騎士。

　彼女の相手は、配下だけで十分だと、ライザーはそう言いたいのだろう。

　実際のところ、奴やつの力で強化された騎士達は手て強ごわく……

「チィッ……！　アード・メテオール！　生徒達は貴様が守れ！」

　三人の敵を引きつけながら、次し第だいに、この場から離れていくオリヴィア。

　彼女の意思を継ついで、俺は生徒達の前へ出る。

「皆みなさん、ご安心ください。誰だれにも、指一本触れさせはしません」

　生徒達の反応はさまざまだった。

　安あん堵どを示す者。自らの力量を侮あなどるなと、憤いきどおる者。そもそも状じよう況きようが吞のみ込めぬ者。

　なんにせよ、ここからは苦しい戦いになるだろう。皆を守りつつ、あのライザーを倒たおさねばならない。さて、どうしたものだろうか。

　知ち恵えを振ふり絞しぼり、策を練っていく。

　その、最中のことだった。

「あぁ。其処許の言う通り、我輩とその配下達は、もはや誰に対しても指一本触れることはない。その必要が今、なくなったのである」

　どこか勝ち誇ほこったような表情を見せるライザー。

　どういうことだ。

　奴の意図が、摑つかめない。

　と──困こん惑わくした、次の瞬しゆん間かん。

「う……あ……！」

　背後にて、小さな声が飛ぶ。

　音の高さからして、女子のそれ。

　どこか緊きん迫ぱくした調子の音色に、俺は悪お寒かんを覚えた。

　何かヤバい。

　第六感が発した危険信号を受けて、俺は無意識のうちに後ろを振り向いた。

　そして。

「なん、だと」

　目前に立つ、一人の女子生徒。

　彼女の目は爛らん々らんと紅あかく煌きらめいて、胸むな元もとには同色の模様が浮うかぶ。

　その指先は──

　今、俺の首元に、触ふれていた。

「ぬぅっ……！」

　ライザーの《固有魔法オリジナル》によって強化された者は、奴の操あやつり人形となる。

　さらに。

　人形化した者が触れた対象もまた、自我を失い、ライザーの支配下に置かれてしまう。

　それは、この俺であっても例外ではない。

「くっ……！　なぜ、このような……！」

　視界が揺ゆれ動き、次し第だいに、映像が紅へと染まり出す。

　胸元には小さな模様が浮かび上がり、それが徐じよ々じよに大きくなっていく。

　俺は今、己おのれの精神が他者に支配される過程を、味わっているのだ。

「……つい先刻、其処許と語り合った際、我輩は一つ、噓うそをついたのである」

　淡たん々たんとした口調で、ライザーが何やら語り始めた。

「現状は想定外。この発言は実のところ、偽いつわりであった。我輩はこうなることも見み越こして、策を弄ろうしていたのである。とはいえ、成るか否かは危あやういものだったが」

　天を見上げながら、ライザーはどこか清すが々すがしい顔で、言った。

「我輩は其処許の学友一人に対し、事前に仕込みを行っていた。そこな女学生がそれである。秘密裏りに接せつ触しよくし、我が《固有魔法オリジナル》によって手勢とした。其処許は知らぬだろうが、我輩の《固有魔法オリジナル》はこの数千年を経へて、新たな力を得たのである。それは──効力の任意発動。今の我輩はメイスで打った対象への効力付ふ与よを、任意のタイミングで実行出来る」

　だから現状が引き起こされた、というわけか。

　つい先刻まで、件くだんの女学生は自己意思で動いていた。怪あやしいところなど、どこにもなかった。しかし、内部事情は違ちがったのだろう。

　当人さえも与あずかり知らぬところで……女学生は、ライザーの手て駒ごまとなっていたのだ。

「今し方述べた通り、危うい賭かけのような策であった。元来であれば、其処許が《固有魔法オリジナル》を発動した後、自然な形でここへ誘ゆう導どうしようと考えていたのである。けれども……其処許は極きわめて聡そう明めいゆえ、我輩の意図に気付く可能性は大いにあった。しかし……どうやら我輩は、何か大いなる意思のようなものに守られているらしい」

　奴の言葉通り、もし誘導などしようものなら、俺は相手の策に勘かん付づいていただろう。

　だが……

「この場に導いたのは、我輩ではない。其処許だ。其処許自身が、無意識のうちに墓ぼ穴けつを掘ほったのである」

　だから俺は、奴の策略に気付けなかった。

「まさに天祐。大いなる意思は我輩を選んだのだ。数千年にわたる悲劇も、この瞬間を以もつて終幕となる。其処許を手駒とし、我輩は新世界の扉とびらを開く」

「ぬ、うッ……！」

　鮮せん血けつのような紅が、視界を侵おかす。

　胸元に浮かぶ模様が、広がっていく。

「かつての主あるじに対するせめてものたむけとして、其処許の友に救済を与あたえよう。ゆえに安心して、自己意思をこちらに引き渡わたすがよい」

　完全なる勝利宣言に対し──

　俺は脂あぶら汗あせを流しながら、笑い飛ばしてみせた。

「まだだ。まだ、終わってはいないぞ、ライザー」

「いいや。ひとたびそうなってしまったなら、打つ手などもう何ど処こにもない」

「それは、どうかな……？　俺が有する異能は、お前とて知っていよう……！」

　解かい析せきと、支配。

　それを発展させた、《固有魔法オリジナル》。

　この力を以てすれば──

「ありえぬ。其処許は以前、語っていたではないか。自身の異能は、他者の異能と《固有魔法オリジナル》に対してのみ、効力を発揮しないと。それらだけは、解析も支配も出来ぬと」

　ここで僅わずかに、ライザーの表情が曇くもった。

　勝利の確信に不安の色が混ざる。そうした様子を見て、俺は微び笑しようを浮かべながら言った。

「お前が俺に噓をついたように……こちらもまた、真実を語らなかったのだ……！」

　広がりゆく胸元の模様を、右手で触れながら、

「まだまだ、勝ち誇るには早いぞ、ライザー・ベルフェニックスッ……！」

　そして俺は、生しよう涯がい初の挑ちよう戦せんに臨む。

《固有魔法オリジナル》に対しての、解析と支配。

　……先刻述べた通り、かつてライザーに語った内容は正確なものじゃない。

　おそらく理論上、我が異能はいかなる概がい念ねんをも解析し、支配出来るだろう。

　それは《固有魔法オリジナル》とて例外ではない。

　ただ……《固有魔法オリジナル》が有する情報量はあまりにも膨ぼう大だいで、解析しようとした瞬間、脳が追い込まれてしまうのだ。

　それこそ、発はつ狂きよう寸前といった状態まで。

　ゆえに実質、解析と支配は不可能だと、そう考えていた。

　けれども。

　その不可能を可能にしなければ、未来はない。

　ならば、成し遂とげてみせようではないか。

　意を決して、俺は《固有魔法オリジナル》の解析をスタートした。

　──瞬間。

「ぐ、が、あッ……！　ああああああああああああああッ！」

　途と方ほうもない情報の渦うずが、我が精神を侵してくる。

　だが一方で。

　視界に映る紅の割合が僅かに減少し、胸元の模様もまた、萎しぼむように縮小する。

「なんだとッ……!?」

　悲鳴のような声が、ライザーの口から漏もれ出た。

　今、あの男は瞠どう目もくしているのだろうか。

　それならば、してやったりとほくそ笑えんでやりたいところだが……

　そんな余よ裕ゆうさえ、俺にはなかった。

「ぐ、ぬ、ぬ……！」

　脳の血管が、ブチブチと音を立てて千切れていくような感覚。

　長い生涯において、俺はさまざまな苦痛を味わってきたが……これは類を見ないものだ。

　無意識のうちに魔ま力りよくが体外へと解き放たれ、衝しよう撃げき波はとなって世界に影えい響きようを及およぼす。

　それは生徒や騎き士しの体を打ち、衣服や顔面の肉などを震ふるわせた。

「ま、だ……処理、能力、が……足りぬ、か……！」

　解析力の底上げが必要である。

　ゆえに。

「フェイス：Ⅱ……！」

【了りよう解かい。勇ゆう魔ま合身、第二形態へ移行します】

　脳内に、リディアの無機質な声が響ひびき渡った。

　それから間かん髪はつを入れず、我が身に変化が生ずる。

　毛もう髪はつが純白に染まり、後方へと流れ……闇やみ色のオーラが、首から下、全すべてを覆おおう。

　やがてオーラは、漆しつ黒こくの鎧よろいを形成した。

「ぬぅ、お、おおおおお……！」

　形態を重ねるごとに、我が《固有魔法オリジナル》は効力を高める。

　その証あかしとして、情報処理能力は何倍にも高まり……

　ライザーの手による支配率が、次第に下がっていく。

　視界に映る紅は、残すところあと僅か。

　胸元の模様も、ごく矮わい小しようなものへと縮む。

「そんな、馬ば鹿かなッ……！」

　処理能力が高まったことで、ある程度の余裕が出来た。

　ゆえに、俺はライザーの動どう揺ようぶりを見て、笑う。

「この俺《魔王》に、不可能など、ないッ……！」

　気力の充じゆう実じつを感じながら、解析作業を進めていく。

　……その最中。

　形態を重ね、処理能力が高まった反面、我が身から無意識のうちに放たれる圧力と衝撃の波もまた強くなったらしく。

　世界に対する影響も、大きなものになっていた。

　衝撃波が建物の窓を割り、地面を砕くだき、そして。

　人間の心身を、叩たたく。

「くぅっ!?」

「な、なんだ、こいつはッ……!?」

　騎士達が、悲鳴に似た声を漏らす。

　ある者は尻しり餅もちをつき、ある者は衝撃波に吹ふき飛ばされ……またある者は、踏ふん張りながら全身を震わせていた。

　皆みな総じて、こちらに畏い怖ふの情を向けている。

　その一方で。

　生徒達は、沈ちん黙もくを保っていた。

　皆の表情は背後に在あるゆえ、目視出来ない。

　だが、彼等はきっと──

「いや、恐おそれ入った。其そ処こ許もとの力はまさに規格外。我わが輩はいの物差しで測れるようなものではなかった。さすが、歴史上最高にして……最恐のバケモノであるな、其処許は」

　両りよう腕うでを広げながら、早口でまくし立ててくる。

　奴やつの意図は読めていた。

　こちらの精神を揺ゆさぶり、解析作業を失敗に追い込もうとしているのだ。

　実際のところ、不安材料はある。

　ライザーはそれを、切り札の如ごとく扱あつかった。

「周囲を見よ。皆、其処許に怯おびえておるわ。我が配下も、そして……其処許の学友達もまた、その圧あつ倒とう的な力に怯えておる」

「………………」

「其処許はこう語っていたな。ヒトは醜みにくいだけではない、と。その根こん拠きよたる者達は今、其処許を異物として扱っている！　其処許に、畏怖を覚えている！」

　ライザーの語調が、強いものへと変化した。

「これが、民意であるッ！　ヒトは自分と違うものを恐れ、憎にくみ、排はい除じよしようと躍やつ起きになるッ！　其処許はあらゆる存在を超ちよう越えつしているがゆえにッ！　森しん羅ら万ばん象しようが！　其処許を拒きよ絶ぜつするだろうッ！　この場を切り抜ぬけたとしても！　其処許に待つ未来は──」

　声高らかに叫さけぶライザー。

　だが、その途と中ちゆうで。

「す、すっごい……！」

　一人の女子生徒が、声を上げる。

　それから堰せきを切ったように。

　生徒達が、一いつ斉せいに騒さわぎ始めた。

「私達のアード様は、やっぱり最高だわっ！」

「我々に見せてきた力など、奴にとっては序の口だったか……！」

「はんっ！　だからどうしたってんだよっ！　アードがどんだけ強かろうが、イリーナちゃんが俺の嫁よめだってことに変わりはねぇ～しっ！」

「は？　オレの嫁だろ、ふざけんなよてめぇ」

「アード様結けつ婚こんしてぇえええええええっ！　もうとにかく結婚してぇええええええっ！」

　俺を畏怖する者など、どこにもいやしない。

　女子は相変わらず、こちらに引くほどの好意を寄せ……

　男子もまた相変わらず、俺のことを嫌きらっている。

　力を解放してみせても、俺達の関係は、なんの変わりもない。

　それはまさに。

　俺が求めてきた救いに、他ほかならなかった。

「どうだ……！　ライザー・ベルフェニックスッ……！　俺が、今世で積み重ねてきたものは……決してッ……！　この、アード・メテオールを裏切ることはないッ……！」

　絶句するライザーに、俺は力ちから一いつ杯ぱい、笑ってみせた。

「この世は、ライザー、俺達が思っているよりも、ずっと単純に出来ている……！　確かにヒトは、異物を恐れるだろうが、しかし……！　どんな秘密を抱かかえていようともッ……！　友達を拒絶するような人間など、この世のどこにも存在せぬわッ……！」

　こんなにも簡単なことに、今までずっと、気付けなかった。

　こんなにも当たり前なことを、今までずっと、信じることが出来なかった。

　けれどもう、疑うことはない。間ま違ちがえることも、ない。

　それを証明し、此こ度たびの一件に完全なる決着を付けるべく。

　俺は、さらなる力を解放する。

「フェイス：Ⅲ……！」

【了解。勇魔合身、第三形態へ移行します】

　リディアの声が脳内に広がった直後。

　我が全身を、闇色の膜まくが覆う。

　その姿はまるで、繭まゆのように見えるだろう。

　そして数すう瞬しゆんの間を置いて。

　俺は羽化するかの如く、膜を破った。

「えっ……!?」

「ア、アード、様……!?」

　吃きつ驚きようの声が、生徒達の口から放たれる。

　無理もない。

　黒き膜の中で、我が肉体は大きな変化を遂げ……その姿は、別人も同然であろう。

　身に纏まとうそれは鎧でなく、さながら闇を凝ぎよう縮しゆくした羽は衣ごろものようだった。

　純白に染まった髪かみは腰こし元もとまで伸のび、陽光を浴びて燦さん然ぜんと煌きらめいている。

　そして、その容姿は。

　神話に名を刻んだ、《魔王》・ヴァルヴァトスのそれであった。

　即すなわち。

「ア、アード様っ……！　な、なんて、お美し…………あれ？　なんか、意識が……」

「し、死んじゃう……！　アード様が美し過ぎて……！　美死ぬっ……！」

　我が顔面を直視した瞬間、少女達はバタバタと卒そつ倒とうする。

「う、噓うそだろ……!?　イリーナちゃんマジ天使教の狂きよう信しん者しやたる、この俺が……！」

「な、なんだ、この胸の高鳴りは……!?」

「もうあそこまで綺き麗れいだったら男でもいいわ。うん。余裕でイケる」

　男子達はかつての我が配下達の如く、ヤバい方向性に進みつつあった。

　正直、勘かん弁べんしてほしい。

　……そうした学友達の声を浴びながら、俺は。

「解かい析せき、完かん了りようだ」

　前世と同じ姿、同じ声で言葉を紡つむぐ。

　それと同時に、視界にあった紅あかと、胸元の模様は完全に消失する。

《固有魔法オリジナル》の解析と支配。生しよう涯がい初の挑ちよう戦せんは見事、成功したのだった。

「そん、な……！　馬鹿なッ……！」

　瞠目し、冷や汗あせを流すライザーへ。

　俺は、黒こつ剣けんを構えた。

「……決着を、付けようか」

　静かに、穏おだやかな心持ちで宣言すると。

　それを実行すべく、俺は踏み込んだ。

「────ッ！」

　さすがは《四天王》。第三形態となったこちらの動作に、反応してみせるか。

　だが。

「反応出来たとしても、意味はない」

　相手を刃は圏けんに捉とらえ、無造作に黒剣を振ふるう。
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　こちらが放った斬ざん撃げきを、ライザーはメイスで受け止めたのだが、

「ぬぅあッ!?」

　我が膂りよ力りよくは、戦せん闘とう開始直後の比ではない。

　黒剣とメイスが激げき突とつした瞬間、ド外れた衝撃がライザーの肉体に伝わり……

　それが奴の骨をことごとく粉ふん砕さいし、臓ぞう腑ふをズタズタに引き裂さいた。

「ぐはッ！」

　吐と血けつした後、その老体は放たれた矢の如く、街の只ただ中なかを飛び進む。

　つい少し前と同様、建物に風穴を開けながら移動するライザー。

　俺はほんの一ひと蹴けりで、奴のもとへ追いつくと、

「胴どうを斬きるぞ。構えよ、ライザー」

　未いまだ宙を舞まう老将の胴へ、刃やいばを走らせた。

「くぅッ！」

　此度もギリギリのタイミングで反応してみせるライザー。

　メイスを動かし、胴を守る。

　そして、我等の得物が再び衝しよう突とつ。

　こちらが真下へ力をかけたがため、ライザーの全身は地面へと叩き付けられ、石いし畳だたみを粉々に砕いた。

「がぁっ！」

　またもや血ち反へ吐どを撒まき散らし、蓄たくわえた白しろ髭ひげを紅く染める。

　戦力差は絶望的。それでもなお。

　ライザーの目には、諦てい観かんの情など、微み塵じんもなかった。

「う、お、あッ！」

　信念が、その肉体を動かしているのだろう。

　全身の骨を砕かれ、臓腑が破れようとも。

　ライザーは巨きよ大だいなメイスを、果か敢かんに振るってくる。

　しかし。

「無む駄だだ」

　あまりにも遅おそい、その一いち撃げきを、俺は悠ゆう々ゆう回かい避ひして。

　敵の右腕へ。メイスを握にぎる、その腕へ。黒剣を、走らせた。

　果たして、我が刃は狙ねらい過あやまつことなく、ライザーの右腕を両断した。

「がっ!?」

　断たれた腕が地面へ落下し、その手から、メイスが零こぼれ落ちる。

　そして。

「終しまいだ」

　短い宣告を口にした直後。

　俺は、拘こう束そくの魔ま法ほうを発動する。

　ライザーを取り囲むように、魔法陣じんが顕けん現げん。

　一いつ拍ぱくの間を置いた後、そこから闇やみ色の鎖くさりが放たれ、老将の体を縛しばり上げていく。

　最後に鎖の端はしが地面へと突つき刺ささり、それに伴ともなって、ライザーはこちらへと強制的に跪ひざまずくことになった。

　俺はそんな元・配下を見下ろしつつ、黒剣を構え、

「袂たもとを分かったとはいえ……お前もまた、かつて俺を支えてくれた臣下の一人。ゆえに、霊れい体たいごと消し去るような真ま似ねはせぬ」

　粛しゆく々しゆくと、言葉を連ねていく。

　ライザーの処断は、もはや決定事じ項こうであった。

　生かしておくにはあまりにも、この男は危険過ぎる。

「最後に何か、言い残すことはあるか？」

　ライザーは額から脂あぶら汗あせを流し、老いた面めん貌ぼうに苦く悶もんを浮うかべながら、言った。

「我が命運……！　ここで終わる宿命さだめでは、ないッ……！」

　その目にはまだ、信念を貫つらぬかんとする強きよう烈れつな意志が宿っている。

　今いま際わの際きわを迎むかえてなお、弱さを見せぬ老将に、俺は称しよう賛さんの念を抱いだきながら、

「歴戦の猛者もさよ、さらばだ」

　黒剣を、ライザーの頭頂部目め掛がけて振り下ろす。

　老将の命運は、ここに決した。

　ほんの一瞬にして、我が剣は奴やつの肉体を真っ二つに切断するだろう。

　その瞬間が、今──




「いやいや。それは筋書き違いというものだよ」




　前まえ触ぶれなく。あまりにも、唐とう突とつに。

　聞き覚えのある声が、耳に入ると同時。




　目前の光景が、変化する。




　気付けば、我が黒剣が消失しており……

　目前に跪いていたライザーもまた、その姿を失っていた。

　自身の様相を確かく認にんしてみると、《固有魔法オリジナル》が解除されていることに気付く。

　無論、こちらにそうした意思は微塵もなかった。

　何が起きたのか、まるで理解が追いつかない。

　ただ一つ、ハッキリしていることは。

　眼前にて佇ちよ立りつしている彼かの者が、現状を創つくり出した張本人であろうということ。

　そして、その姿には、見覚えがあった。

　スラリとした長身に燕えん尾び服ふくを纏まとい、その顔を奇き妙みような仮面で隠かくしている。

　名も知れぬ、仮面の某なにがし。

　それはかつて学祭のおり、この俺が手ずから葬ほうむったはずの存在。だが……

　飄ひよう然ぜんとした佇たたずまいを前にして、俺は自然と、こう呟つぶやいていた。

「やはり、生きていたか」

　油断なく構え、戦闘意思を発はつ露ろするこちらに、仮面の某はくつくつと笑う。

「そうだ。そうだとも。嗚あ々あ、その通りだよ、アード・メテオール。我が身は今、道どう化けのそれ。そして道化というものは絶対不変であり、完全不ふ滅めつの存在なのだよ」

　どこか芝しば居いじみた口調で語る、仮面の某。

　その言葉を受け流して、俺は問いを投げた。

「……ライザーを、どこへやった？」

「無論、安全な場所へ。怖こわい怖い《魔王》様のお傍そばに置いては、いずれ取って食われてしまう。ゆえに、今後はしばらく代理を立てようと思う。ライザー殿どのはまだ、吾われの計画に必要な御ご仁じんであるゆえ。死なせるわけにはいかんのだよ」

「計画、だと？　……《ラーズ・アル・グール》は、何を企たくらんでいる？」

　この仮面の某は、かの組織の幹部である可能性が高い。

　そう考えたうえでの問いかけだったのだが。

「ふぅむ。吾の計画を、組織ぐるみのそれを言ってよいものだろうか？　別段、皆みなを騙だましているつもりはないのだが。道化というのは時として不快感をもたらすもの。笑いと怒いかりは紙かみ一ひと重えゆえ、これが実に難しい」

　まったく、なんの答えにもなっていない。

　そんな発言を終えると、仮面の某は優ゆう雅がに一礼し、

「それではまた、近いうちに会おう。さらばだ、我が愛いとしの《魔王》陛下」

　一瞬にして、その姿が消え失うせた。

「……奴めはいったい、何者なのか」

　相手が失せた後も、俺はただ一点を睨にらみ続けた。

　奴が立っていた場所を、睨み続けていた。

「姿も。雰ふん囲い気きも。声も。何もかもが、覚えのあるもののように感じる。まるで、旧知の仲であるような。……しかしその一方で、初対面のようにも感じられる」

　いったい、何者なのか。

　いったい、何を企んでいるのか。

　……是ぜ非ひもなし。どう足あ搔がいたところで、いずれ奴とも相まみえることになろう。

　その結果、世界は未み曾ぞ有うの危機に陥おちいるやもしれぬが……

　しかし。

「あっ！　お～い、アァ～ドォ～！」

「派手に暴れよったのう」

「早めにずらかるのだわっ！」

「弁べん償しよう額がくはいかほどになるのでしょうね……」

　俺には、仲間がいる。

「パパ～」

「疲つかれた～」

「早く帰って、ベッドに転がりたいわぁ。ねぇ、カーミラ？」

「う、うん。そう、だね」

　心から信じ、愛することの出来る仲間が、俺にはいるのだ。

「アード様のお姿がっ！　元に戻もどってらっしゃるわっ！」

「やっぱ今ぐらいのお姿が一番親しみやすいわね」

「あ、よかった。俺まともだわ、今のアードにはなんの反応もしないもの」

「やっぱイリーナちゃんだな。うん。イリーナちゃんだわ」

「つ～か、エラルドとオリヴィア様どこいった？」

「エラルドなんかどうでもいいわ。オリヴィア様は？　ねぇ、オリヴィア様は？」

「あ～、エラルドの引きこもり癖ぐせを直してやるとか言って、追い回してなかったか？」

「どうしてそうなった？」

　……皆が居てくれる限り、俺はどのような難局も乗り越こえてみせる。

　そして。

「なんだかんだあったけど！　今回もアードのおかげでまるっと解決ねっ！」

　この親友の笑え顔がおを、最後の最後まで守ってみせる。

「さ！　お家うちに帰りましょ！　アードっ！」

　イリーナが差し出してきた手を握りながら。

「えぇ、帰りましょう。私達の居場所へ」

　俺は、心の底から。




　幸せを、嚙かみしめるのだった──








第七〇話　元・《魔ま王おう》様と、終わり行く日常









　遠えん征せいの完かん了りようとは、故郷へ帰き還かんした際に初めて確定するものである。

　これは古くより伝わる戦いくさの格言で、たとえ勝利したとしても気を抜ぬくな、という意味を持つ。我々が行ったことは別に、遠征というわけではないが……まぁ、結果として似たようなことになってしまった。

　そういうわけで、故郷へ帰るまで、俺は一いつ切さい気を抜くことなく、周囲の警けい戒かいを続けたのである。幸運にも、これ以上の面めん倒どうごとは起こらず、我々はヴェーダが開発したという、小型転移装置なる魔道具を用いて、ラーヴィル魔導帝てい国こくへと帰還した。

　……装置が故障して未来世界へ飛ばされる、といったトラブルがなくて、まっこと僥ぎよう倖こうであった。




　　　　◇◆◇




　さて。

　宗教国家・メガトリウムでの一件だが、俺とイリーナの精神的問題は解決したと言っても良いだろう。

　だがしかし、その他の問題に関しては、何一つとして終わってはいない。




　中でもとりわけ重大な問題に関する顚てん末まつを、ここに記しておこう。




　まず、大陸内における平和条約について。

　そもそも、俺達がメガトリウムへ向かったのは、これがきっかけであった。

　けれどもそれは、ライザーが俺を誘おびき寄せるための口実でしかなかったのだろう。

　奴の計画内容を思えば、条約締てい結けつなど最初ハナから期待してはいなかったのではなかろうか。

　なんにせよ。

　メガトリウムで発生したゴタゴタが原因で、平和条約は破は棄きされてしまった。

　民たみは大いに嘆なげいているようで、ある意味、その原因となった俺としては少々心が痛い。




　続いて、ラーヴィル魔導帝国が置かれた環かん境きようについて語らせていただく。

　前述の通り、解決したのは俺とイリーナの精神的問題だけであって、お国の機密が世間に出回ったことに関しては、なんの解決も見せてはいなかった。

《英えい雄ゆう男だん爵しやく》の異名をとるヴァイスと、その娘むすめであるイリーナ。二人が《邪じや神しん》の末まつ裔えいであること、王室がそれを知りつつも黙もく秘ひし続けてきたことなど、今回の一件によって、かなり不味まずい内容が大陸全土に広まってしまった。

　ヴァイスとイリーナが真の王族である、という内容が漏ろう洩えいしなかっただけ、まだマシかもしれないが……それでもやはり、女王ローザは苦しい状じよう況きように陥ったと言える。

　メガトリウムの一件後、反ローザ派が台頭し、近いうちに内乱が勃ぼつ発ぱつするのでは、といった空気が流れ始めた頃ころのこと。

　この一件もまた俺が遠因であるため、責任をとるべく行動しようとしたのだが。

　それよりも前に、オリヴィアが動いた。

　王室やイリーナ達に対する擁よう護ご論を世間に発表し、彼女自らが国家のご意見番となることにより、反ローザ派と世論をどうにか抑おさえ込んだのである。

　結果、今後ラーヴィルは王室とオリヴィア、両者によって運営されることになった。

　オリヴィアは今でこそ学園講師としてひっそり暮らしてはいるが、それでも伝説の使徒様である。その社会的信用度は絶大で、彼女が動いてくれたことにより、国内情勢はどうにか沈ちん静せい化したのだった。




　最後に、大陸内情勢に関する状況を説明し、この日誌を締しめくくろうと思う。

　ラーヴィルが国内における動乱を沈静すべく躍やつ起きとなっていた一方で、大陸内においても、大きな問題が生まれていた。

　宗教国家・メガトリウムが、反ラーヴィル連合の呼びかけを各国へ行ったのである。

　盟主にして主しゆ宰さいとなった者はライザーとのことだが……おそらく、本人ではあるまい。仮面の某なにがしが用意した代理人といったところだろう。

　この連合が成ったなら、ラーヴィルは国家存亡の危機に陥ることとなる。

　連合結成と同時に、メガトリウムはラーヴィルに対して宣戦を布告し、問答無用で襲おそいかかってくるのではないかと思われた。

　この呼びかけに対し、多くの小国は賛同の意を示した。あわよくばラーヴィルの土地と資源を一部占せん有ゆう出来るチャンスゆえ、これを逃のがす手はないと考えたのだろう。

　一方で、ラーヴィルを除いた四つの大国だが……

　まず真っ先に反応を示したのが、ヴィハイム皇国であった。

　その歴史的風土からして、《邪神》と《魔族》をもっとも忌いみ嫌きらうこの皇国からしてみると、ラーヴィルは断じて許せぬ存在に映ったのだろう。

　続いてゴルディナ共和国が一時、同調を匂におわせるような声明を発表。

　かの国はラーヴィルの隣りん国ごくであり、国家間の仲は冷え込んでいる。

　けれども国家主席たるバッファは極きわめて慎しん重ちような人間だ。ゆえに情勢を睨みつつ、どのような立ち位置にもなれるよう動いていた。

　そんなときである。

　前述した、オリヴィアによる擁護論が世間に発表されたのは。

　ラーヴィルが王室だけでなく、オリヴィアとの共同運営へ変わったことにより、サフィリア合衆国大総統・ゼロスは、ラーヴィルに対する友好条約を持ちかけてきた。

　正確には、ラーヴィルではなく、オリヴィアへ、だが。

　ゼロスは彼女の親しん戚せき筋の子孫とされており、オリヴィア崇すう拝はいたる黒こく狼ろう教の信徒である。

　当然のこと、この条約は締結の運びとなった。

　ラーヴィルが肯こう定ていの意を示してすぐ、ゼロスはこちらへ足を運び、オリヴィアと面会したのだが……その際のやり取りがどうにも、気になってしょうがなかった。

　顔を合わせるなり、オリヴィアの目前にて跪ひざまずき、涙なみだを流すゼロス。

　それを複雑な表情で見下ろすオリヴィア。

　……この友好条約が何か、大きな問題を生み出すような気がしてならない。

　ともあれ、サフィリア合衆国がラーヴィルに寄り添そったことで、ゴルディナ共和国もまた親ラーヴィルの意を示すようになった。

　共和国の主席代表……バッファからすると、難しい局面であったことだろう。

　かの合衆国と共和国は同盟を結んでおり、極めて密な関係にある。

　両国は互たがいの資源を輸出入し合い、繁はん栄えいを築き上げてきた。

　そうした両国だが、パワーバランスとしては、ややサフィリア合衆国の方が強い。

　かの合衆国が有する特産、資源の一部は、共和国の必ひつ需じゆ品として輸出されている。

　一方で、共和国の特産、資源の多くは合衆国にとって需じゆ要ようのあるものである反面、他国からすると、それほどでもない。

　そんな共和国が、もし反ラーヴィル連合に参加して、合衆国と決別しようものなら、いったいどれだけの損失を被こうむるか。

　無論、共和国内でも意見は分かれただろう。連合に参加し、ラーヴィル魔導帝国とサフィリア合衆国、両方を攻せめ滅ほろぼし、国土を獲かく得とく出来たなら、今以上の繁栄が見込めるだろう、と。そうした主張もあったはずだ。

　リスクとリターン。二つを天てん秤びんにかけた末に、バッファは親ラーヴィル派として静観を決め込むことにしたのだろう。

　そしてあの蛮ばん王おうが治めしアサイラス連れん邦ぽうだが……こちらは不気味な沈ちん黙もくを保っている。

　連合に同調するわけでもなく、ラーヴィルに付くわけでもなく。

　何を考えているのやら、まるで読めぬ。

　まさに目の上のたんこぶといったところか。

　……いずれにせよ、大陸内情勢はオリヴィアの行動によって決したといえよう。

　彼女がラーヴィルを運営する者の一人となったことにより、サフィリア合衆国とゴルディナ共和国はこちらについた。

　アサイラス連邦は信用ならず、ゆえに反ラーヴィル連合はメガトリウムとサフィリア皇国、そして有う象ぞう無む象ぞうたる小国だけが参加するものとなった。

　戦力的にはこちらにまるで及およんでおらず、そのため、連合はしばらく大人しくしているのではないかと思われる。

　とはいえ……いずれは、静せい寂じやくを破るだろう。

　賽さいは投げられたのだ。

　我々がメガトリウムへ赴おもむく前、大陸内は確かに、一つへ纏まとまろうとしていた。

　しかし今、大陸はラーヴィル派と反ラーヴィルに分かれ、睨にらみ合っている。

　それを俯ふ瞰かんするような形で、アサイラス連邦が虎こ視し眈たん々たんと機を狙ねらう。

　……この大陸と、そこに住まう我々は、動乱の時代を迎むかえつつあった。




　これにて、本日は筆を置かせていただく。




　夏終の月、一四日。

　筆者、アード・メテオール。




　　　　◇◆◇




「……ふぅ」

　夜よ更ふけのことであった。

　ランプの薄うす明あかりが手元を照らす中、俺は倦けん怠たい感を味わいつつ、息を唸うならせる。

「この一文で…………うむ、終わりだ」

　ここ最近、俺は日誌を書くようにしている。これもメガトリウムにて、なにがしかの意識変化が起こった結果であろう。

　自室にて机に向き合い、羽根ペンを走らせ……今、本日分を書き終わった。

「う～ん……」

　伸のびをしながら、小さく声を漏もらす。

　そうしてから俺は、室内中央にある大型ベッドへと目をやった。

「むにゃむにゃ……アァ～ドォ～……」

「すぅ～……すぅ～……うふ、うふふふ…………すぅ～」

「ぐごぉおおおおおおお……ぐごぉおおおおおおおお…………さすがリディー姐ねえさん、《魔ま王おう》が投げたボールが真っ二つだわっ！　……ぐごぉおおおおおおおおおお」

　ベッドの上で眠ねむる、麗うるわしい三人の少女。

　皆みな、良き夢を見ているようで何よりある。

「……ここ最近、同時に寝ねることが少なくなったな」

　それもこれも、我が凝こり性しようが原因であった。

　日誌というのは中々、面おも白しろいものである。文章を厳選し、思い悩なやみ、その末に納なつ得とくいく文章が生まれたときは、極めて気持ちがいい。

　ジニーは普ふ段だん、小説の執しつ筆ぴつを趣しゆ味みとしているようだが、なるほど、彼女がハマるのも納得である。

　俺はすっかり物書きの魅み力りよくにハマり、文章構成を凝りまくるようになった結果……

　ここ最近、寝不足気味であった。

「ふぁ……どうにも、よくないな……昔から俺は、物事にハマると見境がなくなる……」

　前世のように人生の恥ち部ぶを量産せぬよう、気を付けたいところである。

「さて、と。もうそろそろ、俺も眠ろうか」

　机を照らすランプの光を消すと、室内は完全なる暗くら闇やみに支配された。

　広々とした部屋の中を歩き、ベッドへと赴くと、俺は静かに寝転がる。

　目前にあるのは、イリーナの寝顔。

　彼女もまた、穏おだやかな顔で眠っている。

　……ライザーとの一件後、世界は変わった。それに伴ともない、俺達の生活も少し、様変わりしたと言える。

　やはり学内にはイリーナを認めぬ者もいて、たびたび人間関係のこじれが発生することもあるが……おおむね、平へい穏おんだ。

　この穏やかな生活は、姉貴分たるオリヴィアからの贈おくり物だと、俺はそう捉とらえている。

　彼女にはいくら感謝しても足りない。

　だが……

　いくらオリヴィアでも、平穏を長く維い持じすることは出来まい。

　どうあっても、この穏やかな生活はいつか、終わりを迎えるだろう。

　そのときは──

　俺が、責任をとろう。

　全すべては俺が原因で起きていることなのだ。

　ゆえに、そのときがやって来たなら、もはや躊躇ためらうことはない。

　ライザーとの一件で俺は、大いに救われた。

　皆に、救ってもらった。

　だから今度は、俺が守る番だ。

　そのためなら俺は──

　ただの村人としての生活を、捨ててもいい。




　……アード・メテオールとしての人生は、もうじき終わりを迎えるだろう。

　そう確信しながら、俺は目を瞑つぶり、意識を手放すのだった。








あとがき









　おそらくもう、初めましての方はいらっしゃらないでしょう。

　数ヶ月ぶりでございます。下か等とう妙みよう人じんです。




　季節はもう、すっかりと夏ですね。

　皆みな様さまは夏と言えば何を想起されますか？

　私は冷やし中ちゆう華か……というのは著者プロフィールでやったので、別のネタにしましょう。




（六時間経過）




　……申し訳ございません。夏の思い出とかそういうの、全然ありませんでした。

　二次元の主人公どもであれば、夏といえば美少女とプールに行ったりとか、夏祭りに行ったりとか、そういうイベントを多々経験するわけですが、こちとらリアル・モブでございますので、そんな経験は皆かい無むであります。こんちくしょう。

　夏なんてもう、ただただ暑く、冷れい房ぼうのせいで電気代も高くなり、熱ねつ中ちゆう症しようになっては悶もだえ苦しむ。そんな地じ獄ごくのような季節でしかありません。

　年がら年中、冬だったらいいのに。




　……話は変わりまして。

　本編の内容、ですが。今回は少し、戦せん々せん恐きよう々きようと描かいておりました。

　その最たる原因は、短編キャラ。

　冒ぼう頭とうなどで登場した双ふた子ごちゃんなどのキャラは皆みな、ドラゴンマガジン様にて掲けい載さいしていただいた、短編の主役達となっております。

　そのため、短編を読んでいないという読者様は、なんのこっちゃわからん、といったことになりはしないかと、おそるおそる筆を進めておりました。

　ある程度、違い和わ感なく仕上げられたのでは……と思ってはいますが、いかがでしたでしょうか。




　……さて。

　最後に謝辞を。

　担当様、いつも的確なアドバイス、ありがとうございます。貴方あなた様がいなかったなら、私はここまで来られませんでした。今後もどうか、よろしくお願いいたします。

　イラストを担当してくださっている水野様。いつもお世話になっております。今回も美び麗れいなイラスト、本当にありがとうございます。

　そして最後に、この本を手に取ってくださった皆様に、極限以上の感謝を。

　では、第六巻でお会いできることを祈いのり、筆を置かせていただきます。


下等妙人





















史し上じよう最さい強きようの大だい魔ま王おう、村むら人びとＡえーに転てん生せいする
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